
沢

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

一
課
題
と
構
成

ニ
市
場
動
向

付
消
費
動
向

白
価
格
動
向

伺
牛
乳
・
乳
製
品
の
需
給
動
向

三
酪
農
場
の
動
向

付
酪
農
場
数
の
推
移

M
H

規
模
別
農
場
の
動
向

課

題

と

構

成

健

一一

同
地
域
別
酪
農
場
の
動
向

四
酪
農
経
営
の
動
向

付
技
術
革
新
の
進
展
と
経
営
費
の
構
成

ω
家
族
酪
農
場
の
経
営
動
向
|
|
ウ
イ
ス
コ
ン
シ

ン
州
、
ニ
ヨ
ー
ヨ
ー
ク
州
を
中
心
と
し
て
|
|

臼
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
の
経
営
動
向

五

お

わ

り

に

急
激
な
変
化
、
発
展
を
遂
げ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
農
業
の
な
か
で
も
、
酪
農
業
は
六
0
年
代
後
半
以
降
の
技
術
革
新
の
進
展
が
と
く
に

向
が
全
般
的
に
停
滞
傾
向
で
推
移
し
て
き
た
一
方
で
、

め
ざ
ま
し
く
、
農
場
の
階
層
分
化
が
最
も
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
進
行
し
て
い
る
経
営
部
円
で
あ
る
。

七
0
年
代
後
半
に
は
牛
乳
の
支
持
価
格
水
準
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
酪
農
業
の
収

益
性
が
高
ま
り
、
牛
乳
生
産
が
増
大
し
た
た
め
に
、

ア
メ
り
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

し
か
も
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
動

そ
の
反
動
と
し
て
八

0
年
代
に
入
る
と
牛
乳
・
乳
製
品
の
過
剰
問
題
が
深
刻
化
す



そ
れ
と
と
も
に
伝
統
的
な
酪
農
地
帯
に
お
け
る
家
族
酪
農
場
の
存
立
基
盤
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

(
l〉

も
一
部
で
強
ま
っ
て
い
る
。

と
の
懸
念

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
の
結
果
、

入
一
年
農
業
法
で
は
牛
乳
の
支
持
価
格
水
準
が
弾
力
的
に
設
定
さ
れ
、

そ
れ
以
降
、
乳
価
は
七

0
年
代
後
半
に
比
べ
る

と
相
対
的
に
低
水
準
に
押
さ
え
こ
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
と
と
も
に
酪
農
経
営
を
め
ぐ
る
経
済
環
境
が
き
び
し
さ
を
増
し
て
き
で

い
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
太
平
洋
岸
地
域
な
ど
で
は
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
企
業
的
大
規
模
酪
農
経
営
の
急
速
な
台
頭
が

目
立
ち
、

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
伝
統
的
な
家
族
経
営
と
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
的
経
営
の
比
較
に
重
点
を
置
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
方
式
、
経
営

費
構
成
の
相
違
な
ど
に
焦
点
を
あ
て
な
が
ら
、
両
者
の
経
営
上
の
特
質
を
探
る
な
か
で
最
近
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
に
し
た
。
そ
れ
は
、
農
業
で
の
急
激
な
技
術
革
新
の
進
展
を
背
景
に
企
業
的
大
規
模
経
営
の
進
出
が
目
立

つ
な
か
で
、
伝
統
的
に
ア
メ
リ
カ
農
業
、
農
村
を
支
え
て
き
た
家
族
農
場
の
今
後
の
存
立
基
盤
を
危
ぶ
む
声
が
ア
メ
リ
カ
国
内
で
七

0

年
代
後
半
以
降
、
高
ま
っ
て
き
た
が
、

こ
う
し
た
懸
念
の
当
否
に
部
分
的
に
答
え
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
酪
農
業
の
経
営
動
向
を
考
察
す
る
際
に
は
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
市
場
動
向
の
分
析
が
、

そ
の
前
提
条
件
と
し
て
必
要
と

な
る
。
牛
乳
・
乳
製
品
に
対
す
る
需
要
の
停
滞
が
酪
農
業
に
お
け
る
家
族
経
営
と
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
と
の
聞
の
競
合
、
対
抗
関
係
を
よ

り
強
め
る
よ
う
に
作
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
市
場
動
向
を
考
察
す
る
場
合
に
は
可
能
な
か
ぎ
り
、
政

府
の
酪
農
品
に
対
す
る
各
種
の
政
策
的
保
護
措
置
と
そ
の
役
割
に
も
論
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
穀
物
な
ど
と
異
な
り
、
牛

乳
・
乳
製
品
は
も
っ
ぱ
ら
国
内
市
場
を
中
心
と
し
、

し
か
も
各
種
の
手
厚
い
政
策
的
な
保
護
措
置
が
施
さ
れ
て
お
り
、
他
の
農
産
物
の

場
合
以
上
に
政
府
計
画
が
重
要
な
市
場
要
素
を
構
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。



以
上
の
視
点
に
た
っ
て
、
本
稿
の
構
成
は
こ
で
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
・
価
格
お
よ
び
需
給
動
向
な
ど
を
中
心
に
、

そ
の
市
場
動

も
っ
と
も
、
酪
農
品
に
対
す
る
各
種
の
政
府
計
画
と
、

そ
れ
が
市
場
動
向
、
ひ
い
て
は
酪
農
業
の
経
営
動
向
に
お
よ
ぼ
す
経
済
的
役

割
の
分
析
は
、

そ
れ
自
体
、

一
つ
の
大
き
な
研
究
課
題
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
本
稿
で
は
酪
農
品
に
対
す
る
政
府
計
画

に
つ
い
て
は
、

そ
れ
が
牛
乳
・
乳
製
品
の
最
近
の
市
場
動
向
に
及
ぼ
し
て
い
る
諸
影
響
な
ど
の
点
だ
け
に
限
定
し
て
、
関
連
す
る
文
脈

の
な
か
で
論
及
す
る
こ
と
に
し
た
。

向
に
つ
い
て
一
九
五

0
年
代
以
降
の
流
れ
を
、

と
く
に
七

0
年
代
以
降
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
考
察
す
る
。

つ
ぎ
に
三
で
は
、
飼
養
規

模
別
、
販
売
額
階
層
別
な
ど
に
酪
農
場
の
動
向
を
み
、
こ
の
な
か
で
地
域
ご
と
に
典
型
的
な
酪
農
経
営
の
タ
イ
プ
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
か
を
摘
出
す
る
。
四
で
は
、
三
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
経
営
タ
イ
プ
に
即
し
、
酪
農
業
に
お
け
る
技
術
革
新
の
動
向
、
規
模
の
経

済
性
、

お
よ
び
経
営
費
目
の
構
成
な
ど
を
考
察
す
る
。

そ
の
際
に
、
家
族
的
酪
農
経
営
と
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
的
大
規
模
酪
農
経
営
に
つ

い
て
の
比
較
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
考
察
を
進
め
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
の
酪
農
業
で
主
流
を
な
し
て
き
た
家
族
農

場
の
存
立
基
盤
を
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
今
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向
を
展
望
す
る
こ
と
に
す
る
。
以
上
が
本
稿
の
課
題

と
構
成
で
あ
る
ο

注
(

1

)

こ
の
点
は
、
例
え
ば
、
最
近
の
東
北
部
で
の
酪
農
業
の
経
済
的
状
態
に
関
す
る
、
議
会
の
公
聴
会
の
記
録
に
も
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
る

(泊三}回。
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p
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な
お
、
四
の
同
の
注
に
み
る
よ
う
に
、
恥
ト
ラ

イ
・
ロ
ッ
ト
が
即
、
企
業
的
大
規
模
酪
農
経
営
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

(

2

)

家
族
農
場
の
存
立
基
盤
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
懸
念
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
、
七

0
年
代
末
か
ら
入

0
年
代
初
頭
に

か
け
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リ
カ
農
務
省
か
ら
、
与
さ
s
q
河

g
q
N
5
2
3
q・
句

-
E、
さ

.=-m可

S
Z
出
華
町

H
q
n
E
S
P
-唱∞
-
w
h

ロミ町宮、一
B
h

L
E
R
S
-
¥
k
g
h
q
h
E、H
h旬、
ι
E
h
h
H
q
p
}」

V
3・』吋晶、
ES
詩
、
.
岳
町
同
段
、
内
~
忠
弘
司
、

hbH旬
、
代
、
旬
、

R
H
N
2
h
。
誼
内
宮
、
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町

h
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h
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、
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守
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向



ラ
ム
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
水
準
の
約
四
倍
に
相
当
す
る
が
、

E
C
の
主
要
国
、

イ
ギ
リ
ス
、

フ
-
フ
ン
ス
の

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

四

S
礼
h
叫
凡

HAW

。
¥
河
島
、
苦
♂
-
唱
団
O

な
ど
一
連
の
農
業
構
造
に
関
す
る
労
作
が
続
?
と
刊
行
さ
れ
た
、
そ
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
。

市

場

動

向

付

消
費
動
向

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
牛
乳
・
乳
製
品
全
体
の
一
人
当
た
り
平
均
年
間
消
費
量
は
、

一
九
八
一
年
に
乳
量
換
算
で
ほ
ぼ
二
五

0
キ
ロ
グ

消
費
水
準
と
比
べ
る
と
そ
れ
ら
を
や
や
下
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
飲
用
乳
一
人
当
た
り
の
消
費
量
で
は
、

ア
メ
リ
カ
の
場
合
、

E
C

主
要
国
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
パ
タ
l
、

(

1

)

 

に
低
い
水
準
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。

チ
ー
ズ
、

と
く
に
パ
タ

l
の
消
費
水
準
が

E
C
主
要
国
の
場
合
に
比
べ
て
、
相
当

他
の
先
進
諸
国
に
比
べ
て

こ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
要
国
よ
り
相
対
的
に
低
水
準
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費

動
向
は
、

ど
の
よ
う
な
趨
勢
を
た
ど
り
、

そ
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
見
出
せ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
飲
用
向
け
、
加
工
向
け
、
農
場
自
給
用
の
三
つ
に
大
別
し
て
牛
乳
の
需
要
総
量
の
推
移
を
一
九

五
0
年
代
か
ら
八

0
年
代
初
頭
ま
で
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
飲
用
向
け
利
用
量
は
、
五

0
年
代
後
半
に
は
二
二
五

O
万
ト
ン
台
(
年
間
平
均
。
以
下
い
ず
れ
も
五
カ
年
の
年
間
平
均
〉
、
六

O

年
代
に
は
二
四

O
O
t
二
四
六

O
万
ト
ン
台
で
そ
れ
ぞ
れ
推
移
し
、

七
0
年
代
の
二
三
二

O
I
二
三
玉

O
万
ト
ン
台
を
経
て
八

O
t
八

一
年
に
は
一
一
一
一
九

O
万
ト
ン
台
に
減
少
し
て
い
る
。

総
量
と
し
て
み
る
と
飲
用
向
け
需
要
量
は
五

0
年
代
か
ら
六

0
年
代
い
っ
ぱ
い
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
増
加
傾
向
を
示
し
た
後
で
、
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第 l表牛乳の用途別需要量

方日 ヱ 向 け

l'一|チーズ|アイスク|その他
リーム等加工用

1950 - 54 1，211 564 335 383 
(22.6) (10.5) (6.3) (7.1) 

55 - 59 1，305 6∞ 394 366 
(23.3) (10.7) (7.0) (6.5) 

60 - 64 1，425 707 446 286 
(24.9) (12.4) (7.8) (5.0) 

65 - 69 1，152 857 486 239 
(21. 1) (15.7) (8.9) (4.4) 

70 - 74 994 1，073 503 193 
(18.5) (20.1) (9.4) (3.6) 

75 - 79 90ヲ 1，345 532 169 
(16.6) (24.5) (9.7) (3.1) 

80 - 81 1，074 1，642 542 169 
(18.1) (27. 7) (9.1) (2.8) 

資料:USDA， Agricu1tural Statisticsの各年次より.

注. ( )内は%.

加工向け 市場向け

JロL 計 飲用乳

2，493 1，985 
(46.5) (37.0) 

2，664 2，255 
(47.5) (40.2) 

2，855 2，416 
(50.1) (42.4) 

2，735 2，461 
(50.0) (45.0) 

2，758 2，359 
(51. 7) (44.2) 

2，955 2，328 
(53.9) (42.4) 

3，427 2，293 
(57.8) (38.7) 

(単位.万トン)

農場自給用
需 要量

その他

飲用乳 f'; 二週 計

841 494 39 5，358 
(15.7) (9.2) (0.8) (1∞.0) 

654 410 31 5，603 
(11. 7) (7.3) (0.6) (I∞.0) 

352 203 71 5，693 
(6.2) (3.6) (1. 3) (1∞.0) 

232 131 43 5，472 
(4.2) (2.4) (0.8) (1∞.0) 

162 88 61 5，339 
(3.0) (1. 7) (1. 1) (I∞.0) 

127 58 74 5，483 
(2.3) (1. 1) (1. 4) (1∞.0) 

106 42 106 5，932 
(1. 8) (0. 7) (1. 7) (I∞.0) 

同



傾
向
を
示
し
て
い
た
パ
タ
l
用
需
要
量
は
、
六

0
年
代
後
半
か
ら
七

0
年
代
前
半
に
は
は
っ
き
り
と
減
少
傾
向
に
転
じ
、

そ
の
後
、

七

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

占

f、

若
干
、
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
場
自
給
用
の
牛
乳
量
は
明
確
な
減
少
傾
向
を
示
し
、

一
九
五

0
年
代
前
半
か
ら
八

O
t
八
一
年
に

は
、
そ
の
需
要
総
量
は
八
分
の
一
以
下
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
(
第
1
表
参
照
)
。

と
こ
ろ
で
加
工
乳
製
品
の
品
目
ご
と
に
つ
い
て
の
需
要
量
の
消
長
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
ま
ず
、
六

0
年
代
前
半
ま
で
は
増
加

0
年
代
末
か
ら
八

0
年
代
初
頭
に
は
再
び
停
滞
基
調
と
な
り

こ
の
結
果
、
牛
乳
供
給
量
全
体
に
占
め
る
パ
タ
l
用
需
要
量
の
比
率
も

五
0
年
代
前
半
の
二
ニ
・
六
似
円
か
ら
八

O
t
八
一
年
に
は
一
八
・
一
%
へ
と
低
下
し
た
。
対
照
的
な
の
は
チ
ー
ズ
用
需
要
量
で
あ
る
。

チ
ー
ズ
用
需
要
量
は
五

0
年
代
前
半
の
五
六
四
万
ト
ン
か
ら
一
貫
し
て
増
大
を
続
け
、

八
O
t
八
一
年
に
は
一
六
四

O
万
ト
ン
と
こ
の

三
0
年
間
で
ほ
ぼ
三
倍
(
牛
乳
供
給
量
全
体
に
占
め
る
チ
l
ズ
用
需
要
量
の
比
率
で
み
る
と
五

O
t
五
四
年
の
一

0
・
五
%
か
ら
八

O

ー
八
一
年
に
は
、
二
七
・
七
%
へ
と
急
上
昇
)
に
増
大
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

るす
。)そ

れ
以
外
の
乳
製
口
口口

で
は

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
需
要
量
が
漸
増
す
る
一
牛
刀
で
、

練
乳
用
の
使
用
量
の
減
少
が
目
立
っ
て
い

こ
う
し
た
用
途
別
に
み
た
総
量
と
し
て
の
牛
乳
需
要
の
動
向
か
ら
、
あ
る
程
度
、

一
九
五

0
年
代
以
降
最
近
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
趨
勢
の
大
要
を
わ
れ
わ
れ
は
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
第
二
次
大
戦
後
に
ア
メ
リ
カ
で
は
人
口
が
急
激
に
増
加
し
、
ま
た
、

(
3〉

る
人
口
の
増
加
率
に
大
き
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
牛
乳
・
乳
製
品
に
つ
い
て
の
消
費
趨
勢
、

一
九
五

O
、
六
O
、
七
0
年
代
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け

そ
こ
で
の
特
性
を
み
る
に
は
一
人

当
た
り
消
費
量
の
推
移
を
み
な
け
れ
ば
正
確
さ
を
欠
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

牛
乳
・
乳
製
品
全
体
に
つ
い
て
の
一
人
当
た
り
平
均
消
費
量
は
、
第
二
次
大
戦
後
、

六
0
年
代
ま
で
一
貫
し
て
減
少
傾
向
を
続
け
て



第2表牛乳・乳製品の品目別 l人当たり消費量

牛乳・乳製品全体 (1967年=1∞とした指数)

;0 111 

5 110.4 

o 106.3 

5 104.0 

コ 100.2

資料:USDA， Statistical Bulletin， Food αnsumption， Prices and Expen. 
ditures 1981， p. 1など.

(イ)

9ヲ.3

100.6 

97.8 

95.6 

1975 

79 

80 

81 

.0 

110.4 

106.3 

104.0 

100.2 

(単位:kg) 

I 1950 I 60 70 81 

飲 用 乳 158.3 146.1 119.3 100. 7 -24.6現 -15.6 % 

ノ、 jl 4.9 3.4 2.4 2.0 -50.5 -18.9 

チ ズ 3.5 3.8 5.2 8. 3 +49.3 +58.3 

9.1 3.2 1.9 -64.7 -42.3 

アイス、クリーム 7.8 8.3 8.0 7.811 + 2.3 - 2.3 

品目別 l人当たり消費量(ロ)

き
た
が
、

七
O
午
代
に
入
っ
て
そ
の
減
退
傾
向
も
頭
打
ち
に
な

り
、
そ
の
後
、

八
0
年
代
初
頭
ま
で
消
費
は
停
滞
基
調
で
推
移

し
て
い
る
。
具
体
的
に
み
る
と
、
牛
乳
・
乳
製
品
全
体
の
一
人

当
た
り
平
均
消
費
量
は
一
九
四
五

t
六
O
年
に
一
五
%
、
六

O

t
七
O
年
に
五
・
八
%
と
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
た
も
の
が

資料:USDA， Agricultural Statisticsの各年次より.

七
O
t
八

O
年
の
消
費
減
少
率
は
二
・
四
%
と
小
幅
に
と
ど
ま

っ
て
い
る

(第
2
表)。

次
に
、
飲
用
乳
の
一
人
当
た
り
平
均
消
費
量
は
五

O
年
の

五
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
六

O
年
の
一
四
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
牛

乳
・
乳
製
品
全
体
で
み
た
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
減
少
を
続

け
て
き
た
が
、
そ
の
消
費
械
の
傾
向
は
全
体
の
場
合
と
異
な
り

七
0
年
代
に
も
引
き
続
い
て
お
り
、

七
O
t
八
一
年
の
一
人
当

た
り
消
費
量
も
一
六
%
減
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
七

O

年
代
に
な
っ
て
も
飲
用
乳
の
消
費
減
、
が
続
い
て
い
る
原
因
と
し

て
は
、
他
の
清
涼
飲
料
と
の
競
合
関
係
の
一
層
の
強
ま
り
、

お

よ
び
人
口
構
成
に
占
め
る
若
年
齢
層
の
構
成
が
引
き
続
い
て
低

(

4

)

 

下
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
因
を
指
摘
し
う
る
。

七



加
工
乳
製
品
の
消
費
趨
勢
で
は
、
パ
タ
l
の
一
人
当
た
り
消
費
量
の
減
少
が
総
量
で
み
た
場
合
以
上
に
目
立
つ
の
に
対
し
、

チ
ー
ズ

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

入

も
っ
と
も
、
飲
用
乳
の
な
か
で
も
全
脂
飲
用
乳
と
低
脂
肪
乳
の
消
費
と
で
は
対
照
的
な
動
き
を
示
し
て
い
る
。
前
者
の
消
費
量
は
一

貫
し
て
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
の
消
費
量
は
急
増
し
て
お
り
、
低
脂
肪
乳
が
飲
用
乳
全
体
に
占
め
る
比
率
は
六
O
年
に
は

(

5

)

 

八
・
四
似
円
だ
っ
た
も
の
が
七
九
年
に
は
三
O
%
強
に
ま
で
上
昇
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

の
一
人
当
た
り
消
費
量
は
総
量
で
み
た
場
合
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
逆
に
顕
著
に
増
加
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
パ
タ
!
の
一
人
当

た
り
平
均
消
費
量
は
五
O
I
七
O
年
に
四
・
九
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
ご
・
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
五
O
%
も
減
少
し
、

七
0
年
代
に
入
る
と

そ
の
減
少
率
は
六

0
年
代
ま
で
に
比
べ
る
と
か
な
り
低
下
す
る
も
の
の
、

そ
れ
で
も
七
O
t
八
一
年
に
一
九
%
減
と
な
っ
て
い
る
。

一方、

チ
ー
ズ
の
一
人
当
た
り
平
均
消
費
量
は
玉
O
t
七
O
年
に
三
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
五
・
ニ
キ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
四
九
・
三
%

も
増
大
し
て
い
た
が
、

七
O
t
八
一
年
に
は
六

0
年
代
ま
で
を
さ
ら
に
上
回
る
勢
い
で
玉
入
%
も
増
加
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
主
要
乳
製
品
で
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
練
乳
の
消
費
械
が
パ
タ
l
以
上
に
顕
著
で
あ
る
こ
と
、
五

0
年
代
ま
で
増
大
を

続
け
て
き
た
脱
脂
粉
乳
の
消
費
趨
勢
は
六

0
年
代
に
停
滞
基
調
で
推
移
し
、
七

0
年
代
に
な
る
と
一
転
し
て
顕
著
な
消
費
減
に
転
じ
て

い
る
こ
と
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
類
の
一
人
当
た
り
消
費
量
は
総
量
で
み
た
場
合
と
異
な
り
、
こ
の
三

0
年
間
ほ
ぼ
一
定
水
準
を
維
持
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
特
徴
的
な
事
実
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
牛
乳
・
乳
製
品
の
総
量
で
み
た
場
合
に
比
べ
て
一
人
当
た
り
消
費
量
で
は
、

こ
の
間
の
人
口
増
加
の
影
響
を
受
け
た
分

だ
け
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
個
々
の
品
目
ご
と
の
消
費
の
伸
び
率
は
小
さ
く
、
逆
に
減
少
率
が
大
き
く
表
わ
れ
て
い
る
が
、
牛
乳
・
乳

製
品
の
消
費
基
調
と
し
て
は
(
全
体
で
は
六

0
年
代
ま
で
の
消
費
減
少
の
動
き
か
ら
七

0
年
代
以
降
に
な
る
と
停
滞
へ
と
、
変
化
し
つ

つ
あ
り
、

ま
た
個
々
の
品
目
で
も
、

そ
の
消
費
の
基
調
は
時
期
ご
と
に
若
干
の
差
異
を
含
む
も
の
の
〉
、

全
脂
飲
用
乳
、
パ
タ
l
、
練



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

丸

乳
な
ど
の
消
費
が
減
少
基
調
で
推
移
し
て
い
る
の
に
対
し
、
低
脂
肪
乳
、

チ
ー
ズ
の
消
費
量
が
顕
著
な
伸
び
を
み
せ
て
い
る
の
が
、
全

体
と
し
て
の
特
徴
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
個
々
の
品
目
ご
と
の
消
費
趨
勢
は
、
個
々
に
細
か
く
立
ち
入
っ
て
み
る
と
、
脱
脂
粉
乳
と
乳
し
よ
う

(

4
『

ra)
と
の
聞
の
よ
う
に
、
個
々
の
品
目
ご
と
に
消
費
の
競
合
、
代
替
関
係
も
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
用
途
別
、
品
目
別
の
牛

乳
・
乳
製
品
の
消
費
動
向
を
な
ん
と
い
っ
て
も
強
く
規
定
し
て
い
た
の
は
、
第
二
次
大
戦
以
降
、
現
在
ま
で
一
貫
し
て
続
い
て
い
る
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
食
生
活
の
趨
勢
と
そ
こ
で
の
特
質
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
食
生
活
の
趨
勢
と
は
、
す
で
に
第
二
次
大
戦
直
後
の
時
期
ま
で
に
一
人
当
た
り
平
均
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
が
高
度

な
水
準
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
背
景
に
、
そ
れ
以
降
は
高
級
品
志
向
お
よ
び
健
康
管
理
に
重
点
を
置
く
食
料
品
の
消
費
志
向
が
強
ま
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
高
級
品
志
向
の
傾
向
は
、
牛
肉
や
加
工
野
菜
、
果
物
の
顕
著
な
消
費
増
大
に
、
健
康
管
理
に
重
点
を
置
く
傾
向

は
動
物
性
脂
肪
に
代
わ
っ
て
植
物
性
脂
肪
の
消
費
が
急
増
し
て
い
る
事
実
に
そ
れ
ぞ
れ
代
表
さ
れ
て
い
る
。
パ
タ
ー
や
全
脂
欽
用
乳
の

消
費
が
目
立
っ
て
減
少
し
て
い
る
の
も
明
ら
か
に
健
康
管
理
面
か
ら
の
配
慮
で
あ
り
、

玄
た
同
時
に
こ
れ
ら
と
消
費
の
代
替
関
係
に
あ

と面
みか
てら
よ(の
い乙配
。慮

と
同
時

る
肉
類
の
消
費
が
増
大
し
た
と
い
う
高
級
品
志
向
の
強
ま
り
の
結
果
で
も
あ
る
。
そ
し
て
パ
タ

l
の
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
健
康
管
理

そ
の
消
費
減
に
強
く
作
用
し
て
い
た

マ
ー
ガ
リ
ン
と
比
べ
て
価
格
が
割
高
で
あ
る
と
い
う
価
格
要
因
も
、

低
カ
ロ
リ
ー
食
品
で
し
か
も
高
蛋
白
源
で
あ
る
チ

l
ズ
の
消
費
増
に
も
、
高
級
品
志
向
と
健
康
管
理
面
の
重
視
と
い
う
双
方
の
影
響

が
む
ろ
ん
強
く
働
い
て
い
る
。
と
く
に
一
九
五

O
年
以
降
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
価
格
動
向
は
、
次
に
み
る
よ
う
に
一
般
物
価
と
ほ
ぼ
並

行
し
て
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
た
め
に
、

そ
の
消
費
動
向
は
価
格
お
よ
び
所
得
要
因
に
よ
る
影
響
を
パ
タ
ー
な
ど
を
例
外
と
す
る
と



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

O 

(
例
え
ば
、
牛
肉
や
家
禽
用
の
よ
う
に
は
)
、
比
較
的
、
受
け
に
く
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
品
目
ご
と
の
牛
乳
・
乳
製
品

の
消
費
傾
向
は
、
食
生
活
の
趨
勢
に
よ
り
強
く
規
定
さ
れ
る
と
い
う
特
質
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
動
向
も
所
得
階
層
別
世
帯
に
よ
っ
て
一
様
で
は
な
い
。
少
し
時
期
を
遡
る
が
、
数
字
が
得
ら
れ
る

一
九
六
五
年
の
都
市
世
帯
の
家
計
費
調
査
で
み
る
と
、
全
乳
の
年
間
消
費
量
は
年
間
所
得
額
五

0
0
0ド
ル
の
世
帯
と
一
万
五

0
0
0

ド
ル
の
世
帯
と
の
聞
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
の
に
対
し
、
低
級
品
の
脱
脂
粉
乳
の
消
費
量
は
低
所
得
世
帯
の
ほ
う
が
多
く
、
逆
に
高

級
品
の
チ
l
ズ
の
場
合
に
は
高
所
得
世
帯
の
平
均
消
費
量
の
ほ
う
が
相
当
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
消
費
傾
向
に
価
格
要
因
が
働

(

日

〉

く
、
バ
タ
ー
で
も
高
所
得
世
帯
の
ほ
う
が
低
所
得
世
帯
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
牛
乳
・
乳
製
品
の
な
か
で
も
高
級
品

と
低
級
品
と
で
は
所
得
階
層
別
世
帯
に
よ
っ
て
か
な
り
の
消
費
格
差
が
存
在
し
、
依
然
と
し
て
そ
の
消
費
動
向
に
所
得
要
因
が
作
用
し

て
い
る
こ
と
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
品
目
ご
と
に
大
き
な
差
異
を
含
む
も
の
の
、
牛
乳
・
乳
製
品
全
体
の
一
人
当
た
り
消
費
量
は

六
0
年
代
ま
で
の
減
少
傾
向
に
対
し
、

七
0
年
代
以
降
は
ほ
ぼ
同
一
水
準
に
維
持
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
六

0
年
代
ま
で
は
一
人
当

た
り
平
均
消
費
量
の
減
少
が
人
口
増
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
、
圏
内
で
の
牛
乳
需
要
量
は
全
体
と
し
て
ほ
ぼ
五
四

O
O
t
五
六

O
O万
ト

ン
ム
ロ
を
推
移
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
七

0
年
代
以
降
に
は
、

一
人
当
た
り
消
費
減
は
頭
打
ち
に
な
っ
た
も
の
の
、
人
口
伸
び
率
も
急
速
に
鈍
化
し
て
い
る
こ
と
、

年
齢
階
層
的
に
み
る
と
、
飲
用
乳
消
費
量
の
高
い
、
若
年
齢
人
口
の
全
体
的
に
占
め
る
比
率
が
低
下
し
て
き
て
い
る
こ
と
〈
H
高
年
齢

社
会
化
の
進
展
)
な
ど
の
た
め
に
全
体
と
し
て
圏
内
市
場
で
の
牛
乳
需
要
量
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
た
だ
、

人
口
が
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
し
て
い
る
分
だ
け
、
六

0
年
代
ま
で
に
比
べ
七

0
年
代
中
期
以
降
、
圏
内
で
の
牛
乳
需
要
量
も
や
や
増
大



す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
(
l
〉
少
し
古
く
な
る
が
、
比
較
可
能
な
一
九
七
五
年
で
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
一
人
当
た
り
平
均
消
費
量
は
ド
イ
ツ
と
ほ
ぼ

同
一
水
準
で
あ
る
が
、
フ
ラ

γ
ス
、
ィ
ギ
リ
λ

の
消
費
水
準
を
そ
れ
ぞ
れ
一
八
%
、
一
一
六
%
ほ
ど
下
回
っ
て
い
る
(
農
水
省
官
房
調
査
課
『
食

料
需
給
表
』
、
昭
和
五
六
年
、
一
一
一
一
五

l
一
三
九
頁
)
。

(

2

)

練
乳
用
の
牛
乳
需
要
量
の
減
少
は
バ
タ

1
用
の
場
合
よ
り
も
さ
ら
に
顕
著
で
あ
り
、
八
O
t
八
一
年
に
は
五

0
年
代
前
半
に
比
べ
ほ
ぽ
三
分

の
一
に
急
減
し
て
い
る
。

(

3

)

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
人
口
の
自
然
増
加
率
は
五

0
年
代
に
は
一
・
七
%
台
、
六

0
年
代
前
半
に
も
一
・
五
%
台
と
高
率
を
維
持
し
た
が
、
六

0
年
代
後
半
か
ら
七

0
年
代
初
期
に
は
一
・
一
%
で
さ
ら
に
七

0
年
代
後
半
に
な
る
と
一
-
O
%
台
へ
と
急
速
に
低
下
し
て
い
る

(Cω
ロ【
y

hra主
た
邑

h
F
h守
E
R
C
¥
忌
内
ロ
匂

-
W
5
2・
-v
・日)。

(

4

)

も
っ
と
も
飲
用
乳
の
一
人
当
た
り
平
均
消
費
量
の
減
少
は
、
農
場
で
自
給
用
に
消
費
さ
れ
た
部
分
の
減
少
分
が
大
き
く
、
都
市
世
帯
だ
け
を

と
る
と
飲
用
乳
の
消
費
減
少
率
は
、
本
文
で
み
た
数
字
よ
り
は
る
か
に
小
さ
く
な
る
と
い
う

2
5
2
。・

5
ロ

n
z
z
R
Fミ
立

町

内

、
D
h町
、
:
忠
良
吉
h
・
句
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。
史
、
遠
回
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b
h
H司
寝
込
書
♂

Cω
ロ
〉
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ロ
O
B古
河
内
匂
D
3
・
Z
0・品
O
M
W
}
沼
田
℃
司
・

5
1ニ)。

(

5

)

例
え
ば
、
飲
用
乳
の
な
か
で
全
乳
の
一
人
当
た
り
消
費
量
は
一
九
六
O
t
七
九
年
に
一
二
九
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
七
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
急
減
し

て
い
る
の
に
対
し
、
低
脂
肪
乳
の
消
費
量
は
、
同
期
間
に
一
一
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
四
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
大
幅
に
増
加
し
て
い
る

(Cω
ロ
〉
・

、
。
己
負
柏
町
b
E毘
君
、
bqwH・』
M
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b
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岡
H
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、
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快
H
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4
h
w
ω
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町
田
一
回
己
戸
内
昨
日
ロ

Z
0・
8
P
-泊
∞

-u目

M

・吋)。

(

6

)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
動
向
」
(
『
農
業
総
合
研
究
』
第
三
七
巻
第
二
号
)
、
六
t
一
O
頁
参
照
。

(

7

)

マ
l
ガ
リ

γ
の
原
料
で
あ
る
大
豆
価
格
は
、
周
知
の
よ
う
に
七
三
年
以
降
に
急
騰
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
以
前
の
七
O
年
前
後
で
み
る

と
、
マ

1
ガ
ロ

γ
の
ア
干
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
の
平
均
小
売
価
格
は
、
パ
タ

1
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
の
平
均
小
売
価
格
の
三
五
%
程
度
で
あ
っ

た
〈
口
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。
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s
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、
足
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江
町
内
同
同
町

Nhvgnmszhu
〉
由
江
口
口
回
同
広
岡
田
】
開
口

0
8自
Hn
河
内
匂
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O
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3
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M
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y
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な
お
、
低
脂
肪
乳
の
消
費
量
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
、
健
康
管
理
面
の
配
慮
と
と
も
に
、
価
格
要
因
も
影
響
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

(

B

)

こ
う
し
た
都
市
の
所
得
階
層
別
世
帯
ご
と
の
牛
乳
・
乳
製
品
目
別
の
消
費
量
に
つ
い
て
は
、

dω
ロ
〉
u

〉
河

ωwMVS札
。

s
s
s
h
E
S
ミ

問
。
さ
与
え
ら

3
h
b
内
門
〉
匂
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H
U
E
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h
u

河

4
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Z
D
-
G
W
S叶
M
U
H
6
・小
M

小出・

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向



進
国
と
の
聞
の
価
格
差
が
小
さ
い
一
方
、
圏
内
的
に
み
る
と
連
邦
販
売
命
令
な
ど
に
守
ら
れ
て
、

そ
の
地
域
間
の
価
格
差
が
相
対
的
に

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
食
業
の
動
向

(司

価
格
動
向

ア
メ
リ
カ
の
牛
乳
・
乳
製
品
価
格
に
つ
い
て
の
一
つ
の
特
徴
は
、
他
の
主
要
農
産
物
、

と
く
に
穀
物
類
な
ど
に
比
べ
る
と
、
他
の
先

大
き
い
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
他
の
先
進
国
の
牛
乳
価
格
と
の
比
較
を
ご
く
簡
単
に
行
な
っ
て
お
け
ば
、

一
九
八

O
年
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
牛
乳
の
平
均

生
産
者
価
格
は
、

E
C
の
主
要
国
と
比
べ
る
と
、
西
ド
イ
ツ
よ
り
も
や
や
低
い
水
準
で
あ
る
も
の
の
、

イ
ギ
リ
ス
と
は
ほ

(

l

)

 

ぼ
同
一
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
牛
乳
価
格
と
比
べ
て
も
ア
メ
リ
カ
の
生
産
者
価
格
は
三
三
%
ほ
ど
低
い
水
準
に
す
ぎ
な
い
。

フ
-
フ
ン
ス
、

も
っ
と
も
七

0
年
代
初
頭
に
は
ア
メ
リ
カ
の
牛
乳
生
産
者
価
格
は
、
西
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
の
そ
れ
よ
り
や
や
高
い
水
準
に
位
置
し

て
い
た
。
し
か
し
、

七
0
年
代
に
は
ド
ル
の
大
幅
減
価
に
よ
り
ド
ル
換
算
で
の
牛
乳
価
格
は
相
対
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

そ
の
結
果
、

ア
メ
リ
カ
と
E
C
主
要
諸
国
と
の
聞
の
牛
乳
価
格
差
が
縮
小
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
、

ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
け
る
牛
乳
の
地
域
価
格
差
を
飲
用
乳
に
つ
い
て
の
最
低
価
格
水
準
で
み
て
お
く
と
、
牛
乳
価
格
の
地
域

格
差
は
相
当
に
大
き
い
。
価
格
水
準
の
最
も
低
い
、
ミ
ネ
ソ
タ
・
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
地
域
と
最
も
高
い
フ
ロ
リ
ダ
東
南
部
と
で
は
、

八

一
年
に
そ
の
最
低
価
格
差
に
ほ
ぼ
一
五
%
の
価
格
差
が
存
在
し
て
い
る
。

て
、
そ
の
格
差
が
大
幅
に
縮
小
し
た
結
果
で
あ
る
。
六

0
年
代
に
は
ミ
ネ
ソ
タ
・
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
地
域
と
フ
ロ
リ
ダ
南
東
部
と
の
間

七
O
年
に
は
三
四
%
の
格
差
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で

h
u。

し
か
も
、
こ
の
価
格
差
は
六

0
年
代
か
ら
七

0
年
代
に
か
け

に
は
七
二
%
の
、

こ
の
よ
う
に
地
域
間
の
飲
用
乳
価
格
差
が
大
き
く
、

し
か
も
、

そ
れ
は
牛
乳
生
産
の
主
産
地
、
ミ
ネ
ソ
タ
・
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
地
域

を
基
準
に
あ
る
程
度
、

そ
こ
か
ら
の
距
離
に
応
じ
て
価
格
差
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、

し
か
し
な
が
ら
、
六

0
年
代
以
降
、
時
期
を
追



連邦販売命令に基づく市場地域別の飲用乳の最低保証価格の価格差

一一ミネソタ・ウィスコ γ シγ市場地域をベースとして一一

第 3表

81 

ミネソタ・ウイスコ γシン地域

テネシー・ヶ γ タッキ一地域 +14.1 19.8 38.1 9.1 7.1 5.3 

テキサス・オクラホマ地域 +49.4 39.4 36.3 20.8 14.2 8.3 

ニューヨーク ニュージャージー蹴| お 3 46.8 45.8 27.7 19.2 11. 5 

フロリダ東南部地域 NA 72.0 63.4 33.8 25.4 14.9 

75 70 65 60 1955 名域地場市

資料:USDA， Agricultural Statisticsの各年次より.

注.年によって市場地域 (federalmilk order marketing area)の範囲が異な

っており，時期を経るにしたがって，市場地域は広がっている.このため，表

記の市場地域名はlヲ70年以降のものであるが， ミシガγ ・ウイスコ γ シγ地域

については， 65年以前には，ウイスコ γ シγ ・ミノレウォーキー地域を，テキサ

ス・オクラホマ地域についてのお年はテキサス中央西部をとっている.また，

55年にはフロリダ東南部と L、う市場地域は存在していない.その他のニューヨ

ーク・ニュージャージー，テネシー・ヶ γ タッキ一地域は55-81年まで同一市

場地域である.

う
に
し
た
が
っ
て
そ
の
価
格
差
が
縮
小
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
国

内
で
の
牛
乳
の
地
域
価
格
差
を
め
ぐ
る
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う

(第
3
表)。

こ
う
し
た
地
域
ご
と
の
価
格
差
の
存
在
と
そ
の
推
移
は
、
飲
用
乳

に
対
す
る
連
邦
政
府
の
価
格
政
策
に
よ
っ
て
主
と
し
て
大
き
く
規
定

さ
れ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
で
は
飲
用
乳
価
格
は
一
九
三

0
年
代
の

ニ
ュ

l
デ

l
ル
以
来
、
連
邦
販
売
命
令
に
よ
る
政
策
対
象
と
な
っ
て

仁
川
~
。
こ
の
販
売
命
令
の
も
と
で
は
、
飲
用
乳
の
出
荷
市
場
を
ベ

i

ス
に
し
た
市
場
地
域
(
オ
ー
ダ
ー
地
域
)
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
各
々
の
市
場
地
域
ご
と
に
生
産
者
、
消
費
者
、
牛
乳
取
扱
業

者
の
三
者
か
ら
な
る
公
聴
会
が
設
置
さ
れ

こ
れ
を
通
し
て
当
該
市

場
地
域
で
の
牛
乳
の
需
給
調
整
が
行
な
わ
れ

そ
の
最
低
価
格
が
保

証
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
当
該
市
場
地
域
内
で
の

全
体
と
し
て
の
牛
乳
の
需
給
調
整
は
、
飲
用
乳
価
格
の
最
低
水
準
を

生
産
者
に
ま
ず
保
証
し
た
う
え
で

そ
の
市
場
地
域
で
飲
用
乳
と
し

て
過
剰
に
な
る
部
分
は
加
工
乳
に
回
し
、
生
産
者
に
は
地
域
全
体
か
、



こ
の
た
め
、
市
場
地
域
ご
と
に
飲
用
乳
の
需
給
動
向
に
応
じ
て
そ
の
最
低
価
格
に
は
当
然
、
格
差
が
生
じ
る
。

そ
し
て
、

こ
の
場
合
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

四

あ
る
い
は
取
扱
業
者
単
位
の
い
ず
れ
か
で
プ
ー
ル
さ
れ
た
混
合
価
格
(
用
途
別
民
ク
ラ
ス

I
・
E
-
E
と
区
分
さ
れ
た
牛
乳
の
そ
れ
ぞ

(

4

)

 

れ
に
応
じ
た
価
格
が
設
定
さ
れ
る
が
、
市
場
に
出
荷
さ
れ
た
牛
乳
の
う
ち
、
飲
用
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
加
工
に
向
け
ら
れ
た
も
の
を

(
5〉

全
体
で
プ
ー
ル
し
て
市
場
地
域
で
の
平
均
価
格
、
混
合
価
格
が
設
定
さ
れ
る
)
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。

市
場
地
域
内
で
の
飲
用
乳
の
需
要
に
対
し
て
そ
の
供
給
量
が
多
く
、
加
工
乳
に
因
さ
れ
る
比
率
が
最
も
高
い
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
・
ミ
ネ

ソ
タ
地
域
が
全
国
の
飲
用
乳
の
最
低
価
格
の
基
準
地
点
を
形
成
す
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
六

0
年
代
か
ら
七

0
年
代
に
か
け
て
市
場
地
域
聞
の
欽
用
乳
の
最
低
価
格
草
ぞ
か
急
速
に
縮
小
し
て
い
る
の
は
、
市
場
地
域
ご

と
の
最
低
価
格
の
決
定
方
式
が
全
国
的
に
統
一
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
五

0
年
代
ま
で
は
市
場
地

域
ご
と
の
飲
用
乳
の
最
低
価
格
は
区
々
の
市
場
圏
ご
と
の
需
給
動
向
に
も
と
づ
く
基
本
的
に
は
地
域
市
場
価
格
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
六

0
年
代
初
頭
に
市
場
地
域
ご
と
の
飲
用
乳
の
最
低
価
格
の
算
申
応
方
式
と
し
て
は
、
す
ぐ
後
に
み
る
よ
う
な
原
料

乳
の
市
場
価
格
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
エ
ウ
・
ク
レ
ア
市
を
基
点
と
す
る
ミ
ネ
ソ
タ
|
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
価
格

系
列
〈
以
下
、

M
l
w
価
格
系
列
と
略
す
)
に
固
定
価
格
差
(
飲
用
乳
と
原
料
乳
と
の
)
を
加
え
、
さ
ら
に
岡
市
か
ら
の
距
離
に
比
例

そ
の
後
、
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

し
た
輸
送
費
を
加
算
す
る
方
式
が
設
定
さ
れ
、

こ
う
し
た
飲
用
乳
の
最
低
価
格
の
全
国
統
一
的
な
算
定
方
式
の
設
定
と
定
着
は
、

こ
の
間
、
牛
乳
の
出
荷
と
し
て
は
広
域
農
協
の
力

ま
た
、
販
売
業
者
と
し
て
は
ス
ー
パ
ー
の
比
重
が
増
大
す
る
と
い
う
よ

P7に
飲
用
乳
の
流
通
機
構
が
発
展
し
、
飲
用
乳
の

(

7

)

 

市
場
圏
が
広
域
化
し
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、

が
増
大
し
、

こ
の
飲
用
乳
の
最
低
価
格
の
全
国
統
一
的
な

算
定
方
式
の
も
と
で
、

こ
の
問
、
加
工
費
用
、
輸
送
費
の
上
昇
率
が
牛
乳
の
価
格
上
県
汁
率
を
相
当
に
下
回
っ
て
い
た
こ
と
が
市
場
地
域



五
八
ド
ル
に
ま
で
上
昇
し
、
六
六

t
七
五
年
に
そ
の
価
格
上
昇
率
は
約
六
二
%
を
記
録
し
て
い
る
(
第
一
図
参
照
)
。

し
か
し
、
こ
の

聞
の
そ
の
価
格
差
を
急
激
に
縮
小
さ
せ
た
の
で
払
目
。

と
こ
ろ
で
、
牛
乳
・
乳
製
品
価
格
を
時
系
列
的
に
み
た
場
合
、

そ
の
価
格
の
動
き
に
見
出
さ
れ
る
一
つ
の
特
徴
は
、
品
目
ご
と
に
若

干
の
差
異
を
含
む
も
の
の
、
主
要
農
産
物
の
な
か
で
も
、
そ
の
価
格
が
政
策
措
置
の
影
響
を
強
く
受
け
て
、

比
較
的
、
安
定
的
に
推
移

し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
に
第
二
次
大
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
の
価
格
の
動
き
を
や
や
長
期
的
に
み
る
と
、
大
戦
直
後
か
ら
一
九
六

0
年
代
中
頃
ま
で
牛

乳
・
乳
製
品
の
価
格
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
、

ク
ラ
ス
I
牛
乳
の
生
産
者
価
格
は
一
九
四
七
年
に
一

0
0
キ
ロ
グ
ラ

ム
当
た
り
一

0
・
一
三
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
六
三
年
に
も
一

0
・
四
二
ド
ル
と
ほ
ぼ
同
一
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
第
二
次
大
戦
後

か
ら
六

0
年
代
前
半
ま
で
価
格
変
化
が
小
幅
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
は
、
総
て
の
主
要
農
産
物
に
つ
い
て
あ
る
程
度
、
共
通
に
該
当
す
る

事
実
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
場
合
に
は
、

と
く
に
そ
の
傾
向
が
強
く
表
わ
れ
て
い
る
。

一
九
六

0
年
代
中
頃
以
降
、
牛
乳
・
乳
製
品
価
格
も
次
第
に
上
昇
に
転
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
く
に
価
格
上
昇
率
の
テ
ン
ポ
は
七

一一
一
t
四
年
の

m
食
糧
危
機
4

の
時
期
以
降
さ
ら
に
速
ま
り
、

七
五
年
に
は
ク
ラ
ス

I
牛
乳
価
格
は
一

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
こ

0
・

価
格
上
昇
率
も
同
期
間
の
一
般
物
価
上
昇
率
に
比
べ
る
と
、

そ
の
九
O
%
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
他
の
主
要
農
産
物
価
格
に
比
べ

る
と
牛
乳
・
乳
製
品
価
格
は
比
較
的
、
低
位
安
定
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
も
そ
の
価
格
の
動
き
は
一
般
物
価
や
農
産
物
価
格

全
体
の
動
き
に
一
定
の
タ
イ
ム
・
ラ
グ
を
も
っ
て
推
移
し
て
き
で
い
る
。
こ
う
し
た
牛
乳
・
乳
製
品
の
価
格
動
向
に
は
全
体
的
に
酪
農

品
の
需
要
が
減
少
・
停
滞
傾
向
に
あ
り
、
需
要
面
か
ら
み
る
と
価
格
上
昇
圧
力
が
働
き
に
く
い
と
い
う
事
情
が
、

む
ろ
ん
強
く
作
用
し

て
い
る
。
し
か
し
、
も
う
一
方
で
、
政
府
に
よ
る
価
格
支
持
政
策
が
牛
乳
・
乳
製
品
価
格
の
底
支
え
と
し
て
、

と
く
に
強
く
機
能
し
て

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

一
五
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い
る
た
め
で
も
あ
る
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
飲
用
乳
の
最
低
価
格
は
市
場

地
域
ご
と
に
全
国
統
一
的
な
方
式
の
も
と
で
統
一
さ

スれ
コて
ンい
シた
ン が

ミ カ日
ネ 工
ソ乳
タ価
州格
では
の
販大
売湖
価(諸
格と州、l

の
すウ
なイ

わ
ち
、

M
l
w
価
格
系
列
が
全
国
を
通
じ
た
市
場
価

格
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
パ

ダ

チ
ー
ズ
な
ど
乳
製
品
の
大
半
が
こ
の
両
州
で

製
造
、

加
工
さ
れ
、
こ
こ
で
製
造
さ
れ
た
加
工
乳
製

品
が
全
国
市
場
で
流
通
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ

の
意
味
で
加
工
乳
価
格
は

M
l
w
価
格
系
列
に
示
さ

れ
る
よ
う
に
基
本
的
に
は
市
場
価
格
で
あ
る
。
し
か

し
、
他
方
で
そ
の
価
格
の
下
限
は
周
知
の
よ
う
に
C

C
C
に
よ
る
加
工
乳
製
品
(
貯
蔵
性
の
あ
る
パ
タ
l
、

チ
ェ
!
グ
l
チ
!
ズ
、
脱
脂
粉
乳
な
ど
の
乳
製
品
)

の
パ
リ
テ
ィ
ー
に
も
と
づ
く
一
定
支
持
価
格
水
準
で

の
無
制
限
買
い
入
れ
に
よ
っ
て
も
支
え
ら
れ
る
構
造

七



と
の
飲
用
乳
の
最
低
価
格
も
連
邦
販
売
命
令
の
も
と
で

M
l
w
価
格
系
列
を
ベ

l
ス
に
保
証
さ
れ
て
い
た
か
ら
、

ハ
凶
)

に
対
す
る
価
格
支
持
政
策
を
媒
介
に
し
て
下
限
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
れ
自
体
、
加
工
乳

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

八

と
な
っ
て
い
る
。
加
工
乳
製
品
の
需
給
不
均
衡
が
生
じ
、
乳
製
品
の
M
1
W
価
格
系
列
が
下
落
し
、

文
持
価
格
水
準
を
下
回
れ
ば
C
C

C
に
よ
る
買
い
支
え
に
よ
っ
て

M
l
w
価
格
系
列
が
支
持
価
格
水
準
に
一
致
す
る
仕
組
み
で
あ
る

(
第
二
図
参
照
)
。

こ
の
よ
う
に
、
加
工
乳
価
格
は
C
C
C
の
乳
製
品
買
い
上
げ
に
よ
る
価
格
支
持
政
策
の
影
響
を
中
直
接
に
受
け
て
お
り
、
市
場
地
域
ご

と
の
結
果
、
全
体
と
し
て
の
牛
乳
価

格
は
長
期
的
に
み
る
と
政
策
価
格
に
よ
っ
て
下
限
を
支
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
価
格
上
昇
が
一
般
物
価
に
遅
れ
た
と
し
て
も
、
パ
リ
テ

ィ
ー
に
も
と
寺
つ
い
て
政
策
価
格
が
決
定
さ
れ
る
た
め
、
結
局
、

タ
イ
ム
・
ラ
グ
を
も
っ
て
一
般
物
価
に
追
随
し
て
推
移
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
牛
乳
・
乳
製
品
価
格
は
一
連
の
政
策
措
置
に
よ
っ
て
強
い
影
響
を
4

受
け
て
い
る
が
、
飲
用
乳
価
格
の
動

き
を
地
域
別
に
、

ま
た
乳
製
品
価
格
を
品
目
別
に
検
討
す
る
と
、

そ
こ
に
、
当
然
、
需
要
要
因
が
強
く
作
用
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
連
邦
販
売
命
令
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
の
西
側
地
域
で
は
地
域
市
場

J

と
と
の
飲
用
乳
の
最
低
価
格
が
東
部
、

南
部
に
比
べ
て
相
当
に
安
価
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

あ
る
意
味
で
は
当
然
と
し
て
も
、
連
邦
販
売
命
令
が
適
用
さ
れ
て
い
る
市
場
地

域
に
よ
っ
て
も
、
地
域
ご
と
の
市
場
条
件
に
よ
っ
て
そ
の
最
低
価
格
は

M
l
w
価
格
系
列
十
加
工
襲
+
輸
送
費
で
定
め
ら
れ
た
価
格
水

準
を
上
回
る
実
勢
価
格

(
C
4
2
2含
岳
民

m
g
と
呼
ば
れ
る
)
を
生
じ
が
ち
で
丸
山
ヤ

ま
た
、
加
工
乳
製
品
の
場
合
に
は
需
要
が
増
大
し
て
い
る
チ
l
ズ
の
価
格
上
昇
率
は
需
要
が
減
少
し
て
い
る
パ
タ
l
の
価
格
上
昇
率

を
相
当
に
上
回
っ
て
い
る
。
例
え
ば

一
九
五

O
t
六
六
年
に
チ
1
ズ
の
小
売
価
格
の
上
昇
率
は
四
七
%
と
パ
タ
1
の
同
期
間
の
価
格

上
昇
率
一
六
・
七
%
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
た
が
、
こ
の
需
要
要
因
に
も
と
づ
く
チ
l
ズ
と
パ
タ
!
の
価
格
上
昇
率
の
差
異
は
七

0
年

代
以
降
に
は
一
層
、
強
ま
っ
て
い
る
情
勢
で
私
的
。



こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
特
徴
を
有
し
な
が
ら
、

七
0
年
代
前
半
ま
で
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
価
格
は
推
移
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

七
0
年
代
後
半
か
ら
八

O
年
ま
で
は
そ
の
価
格
は
一
般
物
価
、
農
産
物
全
体
の
価
格
上
昇
率
を
上
回
る
テ
ン
ポ
で
上
昇
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

そ
れ
は
牛
乳
・
乳
製
品
価
格
の
場
合
、

さ
き
に
み
た
よ
う
に
一
般
物
価
、
農
産
物
価
格
全
体
の
場
合
に
比
べ
て
タ
イ
ム
・

し
か
も
カ

1
タ
!
政
権
の
も
と
で
手
厚
い
保
護
政
策
が
と
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
カ

l
タ
l
政
権
下
の
一
九
七
七
年
農

(

日

〉

業
法
に
よ
っ
て
、
加
工
乳
の
支
持
価
格
水
準
は
パ
リ
テ
ィ
ー
の
八

O
%を
下
回
ら
な
い
と
い
う
高
率
に
設
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
う

ラ
グ
が
働
き
、

し
た
牛
乳
に
対
す
る
高
位
支
持
価
格
政
策
に
よ
っ
て
後
に
み
る
よ
う
に
酪
農
業
の
収
益
性
は
高
ま
り
牛
乳
生
産
の
増
大
が
刺
激
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

八
0
年
代
に
入
る
と
こ
う
し
た
牛
乳
生
産
の
増
大
は
、
需
給
関
係
を
通
じ
て
、
次
第
に
そ
の
価
格
動
向
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な

り
、
八
一
年
を
境
に
酪
農
品
価
格
は
停
滞
か
ら
下
落
傾
向
に
転
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
牛
乳
の
乳
製
品
の
価
格
下
落
は
六
五

年
以
降
、
始
め
て
の
現
象
で
あ
る
。
牛
乳
の
平
均
生
産
者
価
格
は
八

O
年
一
二
月
の
一

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
三

0
・
八
八
ド
ル
を

(

川

け

)

ピ
l
ク
に
八
三
年
二
月
に
は
こ
九
・
五
ド
ル
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
八

0
年
代
に
入
っ
て
ア
メ
リ
カ
農
業
を
め
ぐ
る
市

場
環
境
の
悪
化
の
な
か
で
、
他
の
主
要
農
産
物
価
格
も
同
様
に
下
落
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、

な
か
で
も
酪
農
ロ
聞
の
場
合
に
は
他
の
農

産
物
の
場
合
以
上
に
供
給
過
剰
と
価
格
の
低
下
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
(

I

)

一
九
八

O
年
で
主
要
通
貨
問
の
為
替
レ
1
ト
を
勘
案
し
て
計
算
す
る
と
、
一

0
0
キ
ロ
当
た
り
の
牛
乳
の
生
産
者
価
格
は
、
ド
イ
ツ
=
二
・

五
ド
ル
、
フ
ラ
γ

ス
二
七
・
八
ド
ル
、
イ
ギ
リ
ス
二
八
・
五
ド
ル
、
日
本
四
二
・
七

r
ル
、
ア
メ
リ
カ
ニ
八
・
六
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
(
開
開
。
w

b
己
「
句
、
b
h
H
A
F
E
h
s
・2
・
石
∞

-
w
E》
・
ロ
吋
臼
)
。
た
だ
し
、
主
要
先
進
諸
国
聞
の
牛
乳
価
格
に
つ
い
て
の
圧
確
な
比
較
は
、
こ
の
間
、
各

国
の
為
替
レ
1
ト
が
急
変
動
し
て
い
る
た
め
、
い
ず
れ
に
せ
よ
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
ミ
ネ
ソ
タ
・
ウ
ィ
ス
コ
Y

シ
ン
地
域
と
東
北
部
の
伝
統
的
な
酪
農
地
帯
、
ユ
ュ

l
ヨ

l
p
・
ニ
ュ

1
ジ
ャ
1
ジ
地
域
と
の
間
の
牛
乳

(

2

)

 ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

九



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

O 

価
格
差
も
7

ロ
リ
ダ
南
東
部
と
の
間
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
大
き
い
。
両
地
域
で
の
牛
乳
価
格
差
は
六
O
年
に
四
七
%
、
七
O
年
に
二
八
%
で

あ
り
、
八
O
年
に
も
ほ
ぼ
二
一
%
と
な
っ
て
い
る
。

(

3

)

一
九
三
三
年
の
農
業
調
整
法
に
始
ま
り
、
三
七
年
の
農
産
物
販
売
協
定
法
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
農
務
長
官
が
定
め
る
規
制
措
置

で
あ
る

3

(

4

)

一
般
に
、
ア
メ

U
カ
で
は
牛
乳
を

A
級
(
飲
用
乳
等
級
)
と

B
紋
(
加
工
原
料
乳
)
ー
と
に
分
け
て
い
る
が
、
さ
ら
に
販
売
命
令
に
よ
っ
て
は
、

加
工
乳
を
腐
敗
し
や
す
い
乳
製
品
(
例
え
ば
、
コ
テ

1
ジ
チ
ー
ズ
向
け
)
と
バ
タ
ー
な
ど
の
保
存
性
の
あ
る
乳
製
品
ご
と
の
原
料
乳
に
よ
っ
て

ク
ラ
ス

E
と
ク
ラ
ス
匝
と
に
分
け
る
こ
と
が
多
い
。
な
お
、
一
九
八
一
年
現
在
で
は
牛
乳
の
総
出
荷
量
の
約
八
五
%
が
A
級
に
ラ
ソ
タ
さ
れ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

A
級
が
す
べ
て
飲
用
乳
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
部
は
加
工
向
け
原
料
乳
に
ま
わ
さ
れ
て
い
る
。

(

5

)

連
邦
販
売
命
令
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
日
本
に
お
い
て
の
研
究
と
し
て
は
、
小
林
康
平
「
牛
乳
の
価
格
と
需
給
調
整
」
(
大

明
堂
、
昭
和
五
八
年
)
第
九
章
第
二
節
を
参
照
。

(

6

)

八
三
年
現
在
で
は
、
こ
の
固
定
価
格
差
は
一

0
0
ポ
ン
ド
当
た
り
九
O
セ

y
ト
で
あ
り
、
ま
た
、
輸
送
費
は
一

0
0
マ
イ
ル
に
つ
き
一
五
七

ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

(

7

)

連
邦
販
売
命
令
が
実
施
さ
れ
る
単
位
で
あ
る
市
場
地
域
数
は
、
六
三
年
の
八
三
地
域
を
ピ

1

P
に
、
整
理
・
統
合
さ
れ
て
八
一
年
に
は
四
八

地
域
に
減
少
し
て
い
る
(
己
∞
ロ

p
h由
匂
・
町
内
ミ
室
、
b
N

匂
官
民

hhh円
huH唱団
M
w

唱・

2
-
)
こ
と
に
も
市
場
地
域
閣
の
広
域
化
の
進
展
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

な
お
、
牛
乳
の
市
場
圏
が
広
域
他
し
た
背
景
と
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
牛
乳
の
保
存
、
輸
送
施
設
・
技
術
の
改
善
、
飲
用
乳
の
小
売
市
場
に
お

け
る
ス
ー
パ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
台
頭
、
お
よ
び
牛
乳
出
荷
団
体
と
し
て
の
酪
農
協
同
組
合
自
体
の
広
域
化
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
〉
Z
2
M
の
・
冨
凶
ロ

n
r
g
z
p
。hv・円九

H
-
w

回以℃

ω
1
ロ
参
照
。

(

B

)

よ
り
正
確
に
い
う
と
、

P
ラ
ス

I
の
市
場
地
域
聞
の
価
格
差
が
一
定
に
維
持
さ
れ
る
一
方
で
、
加
工
乳
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
た
め
に
牛
乳

の
地
域
間
格
差
が
縮
小
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
背
景
と
し
て
加
工
乳
製
品
の
輸
送
費
が
相
対
的
に
安
価
に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
影
響

し
て
い
る

C
F凡礼
J

司
・
て
。
。

(

9

)

こ
の
ミ
ネ
ソ
タ
|
ウ
ィ
λ

コ
ン
シ

γ
価
格

(
M
l
w
価
格
)
に
つ
い
て
、
よ
り
正
確
に
い
う
と
、
基
準
と
な
る
月
ご
と
の

M
l
w
価
格
は
両

州
に
お
い
て
加
エ
向
け
原
料
乳
の
六
O
%
を
購
入
す
る
ニ
七
五
工
場
(
一
九
八
O
年
で
)
か
ら
報
告
さ
れ
る
販
売
価
格
を
平
均
し
た
も
の
で
あ

る

(
E
R
G
-
L
巧・

F
c
z
m
y
q
F
2
h句
、
江
町
民
苫

A
F
C
ω
u
p
〉
阿
山
岡
山

u
Z。・念
M
U

】泊∞。
w

同
】
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
牛
乳
生
産
量
は
第
二
次
大
戦
以
降
、

八

0
年
代
初
頭
ま
で
他
の
主
要
農
産
物
に
比
べ
る
と
比
較
的
、

一
定
水
準

(

ω

)

そ
し
て
、
こ
う
し
た
価
格
支
持
政
策
、
連
邦
販
売
命
令
の
円
滑
な
機
能
が
阻
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、
農
業
調
整
法
第

ニ
ニ
条
(
一
九
三
五
年
の
三
三
年
調
整
法
の
改
正
に
と
も
な
い
追
加
さ
れ
た
も
の
)
に
も
と
づ
く
輸
入
制
限
や
課
徴
金
の
設
定
で
あ
る
。
酪
農

品
の
輸
入
量
は
六

0
年
代
後
半
に
は
牛
乳
・
乳
製
品
の
市
場
出
荷
総
量
の
二
・
三

t
ニ
・
五
%
水
準
(
固
形
脂
肪
分
換
算
で
み
て
)
に
ま
で
増

大
し
た
も
の
の
、
七

O
年
以
降
、
現
在
ま
で
は
一
・
五
%
未
満
の
水
準
に
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
(
最
近
の
酪
農
品
の
輸
入
高
に
つ
い
て
は
、
月

刊
の

Cω
ロ
k
f
b
E
.ミ
。
足
。
。
掃
除

b
H
E
N
S泌
が
詳
し
い
)
。

(
日
)
こ
う
し
た
地
域
ご
と
の
実
勢
価
格
が
生
じ
る
諸
要
因
と
し
て
は
、
連
邦
販
売
命
令
は
最
低
価
格
だ
け
を
設
定
す
る
だ
け
で
、
実
際
の
取
引
価

格
を
定
め
て
い
な
い
、
実
際
の
輸
送
費
、
流
通
経
費
が
定
式
化
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
上
昇
し
て
い
る
、
さ
ら
に
地
域
に
よ
っ
て
は
供
給
面

で
の
地
域
的
独
占
要
素
が
働
き
が
ち
で
あ
る
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

3
2
F可
∞
・

3
4
Z
E
h
w
o
p
F
ミ
需
主
芯
h

h
可
号
器
、
g
b
E
h
u
d
b
え
J

}
申
告
"
匂

-
S印
)
。
な
お
、
エ
ウ

-
P
レ
ア
市
を
基
点
と
し
て

M
l
W
価
格
系
列
に
従
っ
て
市
場
地
域
ご
と
の
飲

用
乳
の
最
近
価
格
が
決
定
さ
れ
る
方
式
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
地
域
の
酪
農
経
営
に
及
ぼ
す
経
済
的
効
果
を
含
め
て
大
き
な
研
究
課
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
価
格
決
定
方
式
が
有
す
る
様
々
な
問
題
点
の
整
理
と
し
て
は
、
止
に

-
L》司・日
O
小

ω]ω

が
優
れ
て
い
る
。

(
ロ
)
一
九
六
七

t
八
一
年
の
チ

1
ズ
、
バ
タ
ー
の
卸
売
価
格
の
上
昇
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ニ

Q
九
%
、
一
二
四
%
と
な
っ
て
い
る
(
ロ

ω巴
〉

ubs.三百

。
む
た
。
。
』
m
A昨
匂

九

HEbhhcwr
』ロロ。
-
A
V

∞u
・
可
-
ニ
)
。

(
日
)
牛
乳
に
対
す
る
支
持
価
格
水
準
は
、
ヵ
l
タ

I
政
権
下
の
七
七
年
農
業
法
で
は
、
そ
の
価
格
上
昇
率
が
他
の
農
産
物
、
と
く
に
最
大
の
経
営

費
目
を
構
成
す
る
飼
料
穀
物
に
七

0
年
代
前
半
ま
で
遅
れ
を
と
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
高
水
準
に
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(
同

)
C
ω
ロ
〉

wUE.ミ

N
g
b
ら

hEEhhcp
玄
白
円
円

r
-
唱∞ω"
同》同》・
-
0
・
ご
・

(三)

牛
乳
・
現
製
品
の
需
給
動
向

に
維
持
さ
れ
て
き
た
。
六

0
年
代
中
頃
ま
で
は
牛
乳
・
乳
製
品
の
一
人
当
た
り
平
均
消
費
量
の
減
少
を
人
口
増
加
が
カ
バ
ー
す
る
か
た

ち
で
牛
乳
生
産
量
は
五
回

O
O
I
五

六

O
O万
ト
ン
台
を
、
六

0
年
代
中
頃
か
ら
七

0
年
代
中
頃
ま
で
は
引
き
続
き
消
費
が
減
少
を
続

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向



1.60ト

1982 1975 

第 3図牛乳・飼料価格比率
資料:97th Congress， House of Representatives: op. 

cit.， Milk Support Price Adjustment， p. 145， USDA， 
Dairy Outlook &: Sitωtzonなど.

1980 
1.20 

1970 

増
大
し
始
め
、

(
2〉

八
一
年
に
は
六

0
0
0万
ト
ン
に
達
し
て
い
る
。

け
る
一
方
で
人
口
増
加
率
も
低
下
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
産
量
も
や
や
減
少
し
、

五
二

O
O万
I
五
四

O

O
万
ト
ン
ム
ロ
を
そ
れ
ぞ
れ
推
移
し
て
き
た
か
ら
で
あ

る
。
と
く
に
七

0
年
代
前
半
ま
で
の
牛
乳
生
産
の
停

滞
・
減
少
に
ほ
、
飼
料
価
格
の
急
騰
に
も
と
づ
く
酪

農
経
営
の
収
益
性
の
低
下
も
影
響
し
て
い
た
。
第
三

図
に
み
る
よ
ろ
に
、
酪
農
業
の
収
益
性
を
示
す
一
指

標
で
あ
る
、
牛
乳
・
飼
料
価
格
比
率
は
、

一
九
七
二

年
の
一
・
玉
三
一
を
ピ

l
ク
に
そ
の
後
、

一-一一一二
t

一
・
三
七
へ
と
低
下
し
て
い
る
。

し
か
し

七

O
年

代
後
半
以
降
、
さ
き
に
み
た
よ
う
な
牛
乳
・
乳
製
品

に
対
す
る
支
持
価
格
水
準
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
、

酪
農
業
の
収
益
性
が
上
昇
し
、
ま
た
、
そ
の
一
人
当

た
り
平
均
消
費
量
も
、
停
滞
基
調
に
移
る
に
し
た
が

い
、
牛
乳
の
総
生
産
量
も
人
口
増
加
の
分
だ
け
や
や

こ
の
よ
う
な
牛
乳
の
消
費
・
生
産
動
向
の
な
か
で
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
牛
乳
・
乳
製
品
の
需
給
動
向
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
き
た

で
あ
ろ
う
か
。
牛
乳
・
乳
製
品
の
需
給
基
調
は
一
次
的
に
は
加
工
乳
製
品
の
在
庫
量
に
示
さ
れ
る
。
需
要
に
対
し
て
供
給
が
過
剰
に
な



〈単位:トン〉

乳製品の保有在庫量 (5カ年の年間平均)第 4表

他

120，973 

103，453 
90，997 

75，339 

41，4ヲ6

34，573 

10，074 

のそ

130，283 

97，301 
198，478 

88，985 

58，069 

245， 176 

334，863 

脱脂粉乳

資料:USDA， ilg門'culturalStatisticsの各年次より.

ズチ

78，498 I 

34，101 I 
77，865 

3ヲ， 632

37，984 

56，928 

166，433 

? 

1950 - 54 

55 - 59 

60 - 64 

65 - 69 

70 - 74 

75 - 79 

80 - 81 

れ
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
在
庫
量
(
政
府
お
よ
び
民
間
の
)
が
増
大
す
る
か
ら
で
あ
る
。

と
く
に
加
工
乳
に
対
す
る
価
格
支
持
政
策
が
C
C
C
に
よ
る
一
定
支
持
価
格
水
準
で
の
加

工
乳
製
品
買
い
上
げ
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
た
め
に
、
市
場
で
の
牛
乳
・
乳
製
品
の

供
給
過
剰
は
C
C
C
の
保
有
在
庫
量
の
増
加
に
帰
結
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
み
た
よ

う
に
、

ア
メ
リ
カ
で
は
当
該
市
場
地
域
ご
と
の
牛
乳
生
産
の
過
剰
は
、
飲
用
乳
か
ら
加
工

乳
に
、
さ
ら
に
乳
製
品
市
場
を
通
っ
て
最
終
的
に
は
C
C
C
に
よ
る
余
剰
ス
ト
ッ
ク
と
な

っ
て
結
果
し
、

そ
こ
に
全
国
的
な
牛
乳
・
乳
製
品
の
需
給
動
向
が
反
映
さ
れ
る
た
め
、

C

C
C
の
保
有
在
庫
量
が
一
定
水
準
に
達
す
る
と
政
府
は
需
給
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
加

工
乳
の
支
持
価
格
水
準
を
引
き
下
げ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
仕
組
み
、
構
造
と
な
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
ま
ず
、
民
間
、
政
府
を
合
わ
せ
た
乳
製
品
の
在
庫
量
の

推
移
を
第
二
次
大
戦
以
降
に
つ
い
て
み
る
と
、
朝
鮮
戦
争
期
の
五

0
年
代
前
半
に
は
在
庫

保
有
量
は
年
間
平
均
で
み
る
と
、

四
八
万
ト
ン
に
達
し
た
。

そ
の
後
、

五
0
年
代
後
半
に

そ
の
在
庫
量
は
一
時
的
に
減
少
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
六

0
年
代
前
半
に
は
パ
タ
l
、
脱

脂
粉
乳
を
中
心
に
在
庫
量
は
再
び
急
増
し
、
乳
製
品
在
庫
量
は
年
間
平
均
五
三
万
七

0
0

0
ト
ン
に
増
大
し
、
パ
タ
l
、
脱
脂
粉
乳
の
在
庫
量
は
、
消
費
量
の
そ
れ
ぞ
れ
、

(
3
)
 

四
O
%
に
も
達
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
(
第
4
表)。

一
三
%
、



が
減
少
し
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
た
。

し
か
し
、

七
0
年
代
後
半
に
な
っ
て
牛
乳
の
支
持
価
格
水
準
が
高
率
に
設
定
さ
れ
、

ま
た
同
で

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

二
四

そ
の
後
、
六

0
年
代
後
半
か
ら
七

0
年
代
前
半
に
は
再
び
在
庫
量
は
減
少
に
転
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
く
に
七

0
年
代
前
半
の
場

合
、
こ
の
在
庫
の
減
少
は
飼
料
価
格
の
高
騰
の
結
果
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
酪
農
業
の
収
益
性
が
低
下
し
、

こ
の
結
果
、
牛
乳
生
産
量

み
た
よ
う
に
タ
イ
ム
・
ラ
グ
を
も
っ
て
牛
乳
の
価
格
上
昇
率
が
飼
料
価
格
の
場
合
を
上
回
わ
り
、
酪
農
業
の
収
益
性
が
高
ま
る
に
し
た

が
っ
て
牛
乳
生
産
量
は
増
大
す
る
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
と
と
も
に
乳
製
品
の
在
庫
増
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
と
く
に
七

O
年

代
末
か
ら
八

0
年
代
初
頭
に
な
る
と
乳
製
品
在
庫
量
は
六

0
年
代
前
半
を
さ
え
は
る
か
に
し
の
ぐ
勢
い
で
増
大
し
て
い
る
。
八

O
I
八

一
年
の
乳
製
品
在
庫
量
(
年
間
平
均
)
は
八
八
万
九

0
0
0
ト
ン
と
六

0
年
代
前
半
の
一
・
七
倍
ち
か
く
の
水
準
に
達
し
て
お
り
、
と

く
に
、
バ
タ
l
、
脱
脂
粉
乳
の
市
場
供
給
量
全
体
に
占
め
る
在
庫
量
の
比
率
は
、

(

4

)

 

る。

そ
れ
ぞ
れ
一
七
・
二
%
、
三
五
・
六
%
に
及
ん
で
い

こ
の
う
ち
、

C
C
C
(政
府
)
に
よ
る
保
有
在
庫
量
の
増
減
は
、

あ
る
程
度
ま
で
在
庫
量
全
体
の
動
き
と
も
並
行
し
て
い
る
も
の
の
、

商
業
在
庫
量
が
比
較
的
一
定
水
準
で
推
移
し
て
い
る
た
め
に
、
全
体
の
在
庫
量
が
一
挙
に
増
大
す
る
際
に
は
C
C
C
保
有
在
庫
量
が
集

中
的
に
増
大
し
、
全
体
と
し
て
の
在
庫
量
の
減
少
も
ま
ず
C
C
C
保
有
在
庫
減
と
な
っ
て
結
果
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は

一
九
六
O
t
七
七
年
の
牛
乳
の
総
供
給
量
に
占
め
る
C
C
C
保
有
在
庫
、
商
業
在
庫
、

贈
与
向
け
利
用
の
構
成
の
変
化
を
示
し
た
第
四

図
に
具
体
的
に
み
る
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
六

0
年
代
前
半
、

お
よ
び
七

0
年
代
末
か
ら
八

0
年
代
初
頭
に
お
け
る
乳
製
品
の
在
庫
増
は
、
さ
き
の
第
四
国
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
C
C
C
に
集
中
し
て
、

そ
の
保
有
在
庫
量
の
急
増
に
帰
結
し
た
。
そ
し
て
、

」
う
し
た
C
C
C
の
乳
製
品
の
保
有
在
庫
増

こ
そ
市
場
に
お
け
る
牛
乳
の
過
剰
化
の
深
刻
化
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

と
こ
ろ
で
六

0
年
代
前
半
に
在
庫
量
全



万トン
6，000 

5，500 

1977 

第4図牛乳総供給量，使用量，在庫量の構成

資料:Alden C. Manchester， Dairy Price Policy: Setting・Problems・
A1ternatives.， USDA， AER No.402， 1ヲ78，p.24. 

1975 1972 1969 1966 1963 
5.000 

1960 

体
に
占
め
る
C
C
C
の
保
有
在
庫
量
比
率
は
、
パ
タ
l
に
つ
い
て
は
そ

の
大
部
分
を
、
脱
脂
粉
乳
に
つ
い
て
も
そ
の
九

O
%以
上
を
占
め
、
牛

乳
過
剰
が
深
刻
化
し
、
牛
乳
・
乳
製
品
価
格
は
C
C
C
に
よ
る
買
い
上

(

5

)

 

げ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
後
、
六

0
年
代
後
半
か

ら
七

0
年
代
前
半
ま
で
は
牛
乳
の
市
場
価
格
、
す
な
わ
ち
M

W

価
格

は
前
出
第
二
図
に
み
る
よ
う
に
支
持
価
格
水
準
を
下
回
る
こ
と
は
な
く
、

六
六
、

七
三
年
を
除
く
と
価
格
支
持
政
策
が
実
際
に
発
動
さ
れ
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
C
C
C
の
乳
製
品
保
有
在
庫
量

も
低
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た

七
0
年
代
後
半
に
な
る
と
、

M
l
w
価
格
系
列
が
支
持
価
格

水
準
に
一
致
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
価
格
支

持
政
策
は
七
五

t
七
九
年
に
連
年
発
動
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
他

方
で
C
C
C
が
買
い
上
げ
た
保
有
在
庫
は
、
時
に
応
じ
て
市
場
に
放
出

さ
れ
、
市
場
で
売
却
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
故
、

そ
の
保
有
在
庫
量
も
七

九
年
ま
で
は
比
較
的
、
少
量
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。

し
か
し
、

八
0
年
代
に
な
る
と
C
C
C
に
よ
る
買
上
量
は
に
わ
か
に

急
増
し

そ
の
結
果
C
C
C
の
保
有
在
庫
量
も
急
増
す
る
よ
う
に
な
っ

五
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六

た。

C
C
C
に
よ
る
乳
製
品
の
買
上
量
は
(
い
ず
れ
も
乳
量
換
算
)
八

O
年
三

六
二
万
ト
ン
、

八
一
年
五
八
九
万
ト
ン
、
さ
ら
に
八
二
年
の
一

t
五
月
だ
け
で

四
三
五
万
ト
ン
に
達
し
、
牛
乳
生
産
量
全
体
の
一
割
に
も
達
す
る
勢
い
で
あ
る
。

八
0
年
代
に
入
つ
て
の
最
近
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
牛
乳
・
乳
製
品
の
過
剰
問

題
が
い
か
に
深
刻
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
か
が
分
か
る
の
で
あ
る
(
第
五
図
)
。

と
こ
ろ
で
、

C
C
C
に
よ
る
乳
製
品
の
保
有
在
庫
量
の
増
大
は
七

0
年
代
末

か
ら
八

0
年
代
に
な
る
と
牛
乳
生
産
量
が
増
大
し
た
の
に
対
し
、
消
費
は
そ
れ

に
見
合
っ
て
増
加
し
な
い
と
い
う
単
な
る
弦
間
給
バ
ラ
ン
ス
だ
け
に
起
因
す
る
も

の
で
は
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
対
外
的
な
農
産
物
貿
易
の
援
助
政
策
お
よ
び
圏
内

の
食
料
供
給
計
画
の
な
か
で
C
C
C
に
よ
る
農
産
物
の
保
有
在
庫
の
運
用
が
六

0
年
代
ま
で
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
き
た
も
の
が
、

七
0
年
代
に
な
っ
て
こ

れ
ら
の
政
策
に
つ
い
て
の
一
連
の
変
更
に
よ
っ
て
、

C
C
C
の
保
有
在
庫
製
品

の
運
用
が
制
約
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
も
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
の
一
つ
は
、
海
外
へ
の
農
産
物
輸
出
・
援
助
に
か
か
わ
る
も
の
で

あ
る
。
一
九
六
五
年
ま
で
酪
農
品
の
輸
出
促
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
補
助
金
っ
き
の
輸
出
が
ア
メ
リ
カ
の
対
外
農
産
物
貿
易
政
策
の
変
更
に
と
も



更
と
も
密
接
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

八
0
年
代
に
入
つ
て
の
C
C
C
に
よ
る
乳
製
品
の
保
有
在
庫
量
の
増
大
、

そ
の
過
剰
の

な
い
六
六
年
に
廃
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
財
政
面
か
ら
の
制
約
も
あ
り
、
公
法
四
八

O
の
対
外
食
料
援
助
に
と
も
な
う
乳

製
品
の
海
外
輸
出
量
も
七

0
年
代
に
入
っ
て
次
第
に
削
減
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
両
者
が
あ
い
ま
っ
て
、

C
C
C
が
保
有
す
る
乳
製
品
の

海
外
市
場
へ
の
輸
出
量
は
七

0
年
代
に
入
つ
て
著
し
く
制
約
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
札
一
%
。

も
う
一
つ
は
圏
内
の
食
料
供
給
計
画
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
、
六

0
年
代
中
頃
ま
で
は
低
所
得
世
帯
へ
の
社
会

保
障
的
な
食
料
配
給
は
、

C
C
C
保
有
の
農
産
物
・
食
料
品
か
ら
の
直
接
的
な
贈
与
の
形
態
を
と
り
、
脱
脂
粉
乳
な
ど
の
乳
製
品
も
こ

の
低
所
得
世
帯
へ
の
食
料
配
給
計
画
の
一
部
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
六
四
年
か
ら
国
内
食
料
計
画
と
し
て
は
よ
り
包

括
的
な
食
料
ス
タ
ン
プ
計
画
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
食
料
配
給
計
画
は
、
次
第
に
こ
れ
に
代
替
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、
七
三
年
農
業
・
消
費
者
法
に
よ
っ
て
食
料
配
給
計
画
は
完
全
に
食
料
ス
タ
ン
プ
計
画
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

食
料
計
画
は
特
定
食
料
品
目
の
低
所
得
世
帯
へ
の
贈
与
と
必
ず
し
も
結
び
つ
か
な
く
な
っ
た
の
で
札
幻
。
こ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
圏
内

で
の
余
剰
乳
製
品
の
市
場
捌
け
口
は
学
校
昼
食
計
画
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

と
く
に
食
料
配
給
計
画
は
C
C
C
保
有

の
余
剰
農
産
物
・
食
料
の
処
理
を
目
標
と
し
て
い
た
だ
け
に
、

C
C
C
在
庫
の
乳
製
品
の
圏
内
市
場
で
の
処
分
は
七

0
年
代
に
な
る
と

六
0
年
代
ま
で
に
比
べ
る
と
大
き
な
制
約
が
課
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
、

C
C
C
に
よ
る
乳
製
品
の
保
有
在
庫
量
の
増
大
は
ア
メ
リ
カ
の
対
外
貿
易
政
策
、

お
よ
び
圏
内
食
料
供
給
計
画
の
変

深
刻
化
は
、
当
然
、
連
邦
政
府
の
財
政
負
担
の
増
大
を
生
み
出
し
て
い
る
。

第
5
表
は
一
九
六

0
年
代
以
降
、

八
0
年
代
初
頭
ま
で
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
価
格
支
持
政
策
に
関
連
す
る
財
政
支
出
額
の
推
移
を
示

し
て
い
る
。
す
で
に
考
察
し
た
乳
製
品
の
在
庫
増
の
進
展
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
財
政
支
出
額
も
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
六

O

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

二
七



81-82 

CCCによる買い上げ 410.3 255.1 285.8 580.0 2，136.5 

その他支出 45.0 36.2 16.1 52.5 126.8 

海外援助用支出 141. 5 89.4 58.6 35.8 26.4 

市場売却 ーヲ5.2 -253.7 -225.3 

公法 480.2条での売却 -123.6 - 12.7 

酪農品の価格支持政策に要する財政支出額

(5カ 年 の 年 間 平均)単位 100万ドル〉

|削-651 66-70 1 71-75 1 76-80 1 

第 5表

「37ぷ 231.31 肌 31 4山61

| 山 4.5I 久山 31 3， 306. 4 1 4， 270. 3 1 

B 5 1 5.5 I 7.7 1 9・71

資料:USDA， Agricultural Stabilization and Conservation Service Budget 
Div.， Histo穴yof Budgetalツ ExpendituresFiscal Years 1961-79， pp. 

33-34， ibid. 1980-82， p. 15. 
注. 81-82年は 2年間の平均.

2，064.4 

8，935.9 

23.1 

合計支出額(A'J

CCC関連総支出額(B)

A/B oの

二
八

年
代
前
半
の
過
剰
期
に
酪
農
品
価
格
支
持
政
策
に
要
し
た
連
邦
政
府
の

財
政
支
出
額
(
五
カ
年
の
年
間
平
均
)
は
、
三
億
七
八

O
O万
ド
ル
で

あ
っ
た
が
、
過
剰
が
緩
和
し
た
六

0
年
代
後
半
か
ら
、

七
0
年
代
に
は

財
政
支
出
額
は
減
少
し
、

二
億
三

0
0
0万
t
二
億
五

O
O
O万
ド
ル

台
を
推
移
し
、
八

0
年
代
に
入
っ
て
再
び
急
増
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
、
酪
農
ロ
聞
の
価
格
支
持
に
関
連
す
る
支
出
の
内
訳
を
み
る
と
、

六
0
年
代
前
半
ま
で
は
海
外
援
助
用
支
出
お
よ
び
、
公
法
四
八

O
の
二

条
に
と
も
な
う
売
却
収
入
も
多
額
に
上
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
に
関
連
す

る
支
出
あ
る
い
は
収
入
は
六

0
年
代
後
半
か
ら
七

0
年
代
前
半
に
は
次

第
に
減
少
し
、
七

0
年
代
後
半
以
降
は
ほ
と
ん
ど
ネ
グ
リ
ジ
ブ
ル
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
酪
農
品
の
価
格
支
持
政
策
に
要
す
る
財
政
支

出
と
収
入
は
、

C
C
C
に
よ
る
買
い
上
げ
と
、
圏
内
市
場
で
の
そ
の
売

却
の
C
C
C
の
本
来
の
業
務
だ
け
に
純
化
し
て
お
り
、
園
内
市
場
で
の

牛
乳
・
乳
製
品
の
純
粋
な
需
給
動
向
が
財
政
支
出
に
直
接
、
反
映
さ
れ

る
構
造
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
七

0
年
代
以
降
、
酪
農
品
に
限
ら
ず
農
産
物
全
体
に
対
す

る
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
政
策
が
政
府
計
画
に
よ
る
も
の
を
で
き
る
か
ぎ
り



ア
メ
り
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

九

削
減
し
、
商
業
ベ
!
ス
を
中
心
と
し
た
市
場
拡
大
に
重
点
が
置
か
れ
て
き
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

と
こ
ろ
で
、

八
0
年
代
に
入
っ
て
酪
農
品
の
価
格
支
持
に
要
す
る
財
政
支
出
額
は
か
つ
て
み
な
か
っ
た
ほ
ど
の
規
模
に
急
増
し
て
い

る
。
八
一

t
八
二
年
の
酪
農
品
の
価
格
支
持
に
要
す
る
財
政
支
出
額
は
年
間
平
均
で
二
O
億
六
四
O
O
万
ド
ル
に
及
ん
で
い
る
。
牛
乳

過
剰
化
が
深
刻
化
し
た
六

0
年
代
前
半
に
も
、
農
産
物
の
価
格
支
持
全
体
に
占
め
る
酪
農
品
の
価
格
支
持
に
要
す
る
財
政
支
出
の
割
合

は
八
・
五
%
に
と
ど
ま
り
、
さ
ら
に
過
剰
が
緩
和
す
る
六

0
年
代
後
半
か
ら
七
0
年
代
前
半
に
は
、
五
・
五

t
七
・
七
%
を
推
移
し
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、

七
0
年
代
後
半
に
は
、
こ
の
割
合
は
一
O
%
弱
に
増
大
し
、
さ
ら
に
八
一

t
八
二
年
に
は
二
三
%
に
ま
で
上
昇
し

て
い
る
。

農
業
の
価
格
、
所
得
支
持
全
体
に
占
め
る
酪
農
ロ
聞
に
対
す
る
価
格
支
持
の
割
合
は
、

そ
の
過
剰
化
が
深
刻
化
し
た
六

0
年
代
前
半
を

基
準
に
し
て
さ
え
約
三
倍
に
上
昇
し
、

八
二

t
八
三
年
現
在
、
酪
農
品
は
深
刻
な
過
剰
問
題
に
陥
り
、
需
給
調
整
を
大
幅
な
減
反
計
画
、

す
な
わ
ち
、

p
I
K
計
画
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
飼
料
穀
物
、
小
麦
と
並
ん
で
、
価
格
支
持
に
要
す
る
財
政
支
出
額
の
最
も
大
き
な
品

目
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
の
牛
乳
の
過
剰
問
題
は
ま
す
ま
す
深
刻
な
財
政
問
題
に
転
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
八
一
年
農
業

法
で
加
工
乳
に
対
す
る
支
持
価
格
水
準
は
、
こ
れ
に
要
す
る
財
政
支
出
額
と
リ
ン
ク
し
て
農
務
長
官
の
自
由
裁
量
で
設
定
さ
れ
る
よ
う

こ
の
結
果
、

に
な
っ
た
こ
と
に
、
す
な
わ
ち
、
価
格
支
持
政
策
を
弾
力
的
に
運
用
せ
ざ
る
を
え
・
な
く
な
っ
た
こ
と
に
、
す
で
に
端
緒
的
に
は
示
さ
れ

て
い
た
。
だ
が
、
八
二
、
八
三
年
に
は
酪
農
品
の
価
格
支
持
に
要
す
る
財
政
支
出
額
は
、
さ
ら
に
予
想
を
上
回
っ
て
増
加
し
て
お
り
、

八
三
年
現
在
、
生
産
調
整
と
結
び
つ
い
た
生
産
者
へ
の
賦
課
金
制
度
も
構
想
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
戦
後
、
長
期
に
わ
た
三
、

機
能
し
つ

e

つ
け
て
き
た
政
府
の
酪
農
品
計
画
の
枠
組
み
自
体
が
財
政
負
担
の
箇
か
ら
ゆ
る
ぎ
つ
つ
あ
る
情
勢
な
の
で
札
問
。
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。
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収
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。
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準
で
推
移
し
て
い
る

(
d
ω
o
h
w
h
w
hね
な
に
九
円
札
〉
P
H
E円
H
A
¥
H
F、
門
戸
匂

J
3
2・℃・
2
6
0

(

B

)

こ
の
六

0
年
代
か
ら
七

0
年
代
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
圏
内
食
料
計
画
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
国
・
。
・
国
主
口

E
夕

、

S
丸
、
中

~
号
、
句
。
、

kH司
N
E
a
R
P
Z
-
S
l
念
切
司
王
山
己
巧
-
【
U
c
n
y
g
R
除
戸
開
・
月
百
P
と
号
、
民
会
刷
出

HVE-語
、
え
九
円
U
L
u
h白
t
N
U
3
w
同】唱・

M
g

M

玄
な
ど
を
参
照
。
日
本
に
お
け
る
こ
の
点
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
持
田
恵
三
「
ア
メ
リ
カ
の
国
内
食
料
計
画
の
展
開
」
(
『
農
業
総
合

研
究
』
第
三
三
巻
第
一
号
所
収
)
が
詳
し
い
。

(

9

)

八
一
農
業
法
で
の
牛
乳
・
乳
製
品
に
対
す
る
価
格
支
持
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

3
F
n
o国
間

B

Z

Z同

ω
2
m
S
P
E
D
Z由。

D問
問
守

間口
m
m
g
Z
H
2
2
w
h
h江
町
民
宮
、
内
向
、
"
弘
、
色
。
札
弘
之
。
¥
H
U
E
-
同》唱・叶

l唱・

(

ω

)

牛
乳
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
政
府
計
画
で
は
、
生
産
調
整
お
よ
び
、
そ
れ
に
と
も
な
う
直
接
払
い
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
牛
乳
・
乳
製
品
過
剰
の
深
刻
化
を
背
景
に
一
九
八
三
年
に
酪
長
、
煙
草
調
整
法
が
採
択
さ
れ
、
そ
こ
で
は
参
加
は
任
意
で
あ
る
が
、

過
去
の
生
産
実
績
の
五

I
三
O
%
の
生
産
調
整
に
応
じ
た
生
産
者
に
は
牛
乳
一
O
O
ポ
γ
ド
当
た
り
一

0
ド
ル
を
政
府
支
払
す
る
こ
と
が
決
め

ら
れ
た
。
直
接
支
払
い
は
生
産
調
整
が
五
%
未
満
あ
る
い
は
三
O
%
を
上
回
る
も
の
に
つ
い
て
は
対
象
と
な
ら
な
い
が
、
一

0
0
ポ
ン
ド
当
た

り
一
O
V
ル
の
直
接
払
い
の
条
件
は
生
産
者
に
と
っ
て
極
め
て
有
利
な
も
の
(
牛
乳
一

0
0
ポ
ン
ド
当
た
り
の
平
均
純
所
得
額
の
一
・
五
倍
に

相
当
す
る
と
い
わ
れ
る
)
で
あ
る
。
八
四
年
三
月
現
在
で
、
こ
の
生
産
調
整
に
応
じ
た
生
産
者
は
全
体
の
一
一
一
%
の
三
万
八
千
人
で
、
こ
れ
に



八

0
年
代
初
頭
ま
で
五
二

O
O万
t
六

0
0

よ
る
牛
乳
生
産
調
整
量
は
四
二
六
万
ト
ソ
が
見
込
ま
れ
、
当
初
の
予
想
よ
り
、
参
加
者
、
生
産
調
整
量
と
も
に
少
な
い
が
、
今
後
、
こ
う
し
た

生
産
調
整
に
よ
る
直
接
支
払
い
措
置
が
伝
統
的
な
連
邦
政
府
の
酪
良
品
計
画
を
ど
の
よ
う
に
変
容
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ
の
酪
農
業
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
て
い
〈
か
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
一
九
八
三
年
の
牛
乳
生
産
調
整
計
画
と
そ
こ
へ
の
酪
農
民
の
参
加
動
向
に
つ
い

て
は
、

L
F
5
2
』

-
Y向
田
口

2
ι
F
Q町民
O
E
Z・
の
白
目
白
P
1
3丘町口一宮昨日
S

Z
子
。
冨
ニ
r
U
2
2
m
-
S
M
J
Oぬ
g
g
J
E
d
ω
o
p

us-ミ
。
R
H
N
。
忌
ゐ
匂
h
h
E
S
F
呂
田
同
口

r
s
z
参
照
。

酪

農

場

の

動

向

付

酪
農
場
数
の
推
移

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
牛
乳
生
産
量
は
第
二
次
大
戦
以
降
、

一
定
水
準
に
そ
の
生
産
量
は
維
持
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
(
第

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、

O
万
ト
ン
の
聞
を
推
移
し
、
他
の
主
要
農
産
物
に
比
べ
る
と
比
較
的
、

6
表〉。

だ
が

こ
の
よ
う
に
安
定
的
に
推
移
し
て
き
た
牛
乳
生
産
の
動
き
と
は
対
照
的
に
乳
牛
の
飼
養
頭
数
は
急
激
に
減
少
し
て
い
る
。

九
五

O
t
八
一
年
に
乳
牛
の
飼
養
頭
数
は
全
体
で
二
ニ

O
O万
頭
か
ら
一

O
九
二

量

円

υ
民
U

円
U

R

U

円
U

R

u

n

U

T

I
ゐ

白
川

5

6

7

7

7

8

8

1
 

資料:USDA， Agricul-
tural Statisticsの

各年次より.

第 6表牛乳総生産量
〈単位・ I，{目的トン〉

|生産

54，282 
52，821 
55，348 

56，254 

53，004 

52，275 

58，222 

60，083 

万
頭
へ
と
半
分
以
下
に
減
少
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

と
く
に
五

O
年
、
六

O
年

代
に
は
乳
牛
飼
養
頭
数
の
減
少
は
急
激
で
あ
っ
た
。

一
九
五

O
t
六
九
年
に
唱
具

体
的
に
み
る
と
乳
牛
飼
養
頭
数
は
一
一
一
一

O
O万
頭
か
ら
一
二
五
五
万
頭
へ
と
急
減

し
て
い
る
。
そ
し
て
七

0
年
代
に
は
そ
の
減
少
頭
数
は
、

五

O
、
六

0
年
代
に
比

べ
る
と
か
な
り
少
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
減
少
傾
向
は
引
き
続
き
、

一
九
七

O
I
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第 6図飼養乳牛頭数および l頭当たり平均泌乳量の推移
資料:USDA， Agricultural Statisticsの各年次より.

1980 1975 1970 1965 1960 1955 1950 

八
一
年
で
も
乳
牛
の
飼
養
減
少
頭
数
は
一
二
三
万
頭
に
も
及
ん
で
い
る
。

乳
牛
の
飼
養
頭
数
が
急
減
し
な
が
ら
も
、
牛
乳
の
生
産
量
が
全
体
と

し
で
ほ
ぼ
一
定
に
維
持
さ
れ
て
き
た
の
は
、
周
知
の
よ
う
に
種
畜
改
良
、

人
工
受
精
の
普
及
、
飼
料
の
改
良
な
ど
に
よ
り

一
頭
当
た
り
の
平
均

泌
乳
量
が
急
増
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
一
九
五
O
t
六
九
年

に
一
頭
当
た
り
平
均
泌
乳
量
は
二
四
三

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
四
二
七
四

キ
ロ
グ
ラ
ム
へ
と
七
六
%
も
上
昇
し
て
い
た
が
、

七
0
年
代
に
入
っ
て

の
泌
乳
量
の
伸
び
は
さ
ら
に
顕
著
で
あ
り

一
九
八
一
年
に
は
、

E
C

水
準
を
は
る
か
に
上
回
る
五
五

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
水
準
に
達
し
て
い

(

1

)

 

る
。
こ
の
結
果
、

一
九
五
O
t
八
一
年
を
通
し
て
み
る
と
全
国
で
の
一

頭
当
た
り
平
均
泌
乳
量
は
一
一
一
六
%
も
増
大
し
た
の
で
あ
る
(
第
六
図
)
。

と
こ
ろ
で
、
乳
牛
の
飼
養
農
場
数
、
あ
る
い
は
酪
農
場
に
つ
い
て
み

る
と
、

そ
の
減
少
テ
ン
ポ
は
乳
牛
の
飼
養
頭
数
の
場
合
以
上
に
さ
ら
に

顕
著
で
あ
る
。

一
九
四
五
年
に
乳
牛
の
飼
養
農
場
数
は
農
場
全
体
の
七

七
%
、
約
四
五
O
万
農
場
に
の
ぼ
り
、

玉

0
年
代
中
頃
で
も
農
場
全
体

の
ほ
ぼ
六
O
%
で
乳
牛
が
飼
養
さ
れ
て
い
た
。
南
部
で
の
分
益
小
作
農

な
ど
を
例
外
と
す
る
と
、

ア
メ
リ
カ
で
は
自
給
用
あ
る
い
は
複
合
経
営



ま
た
、

セ
ン
サ
ス
で
商
業
的
酪
農
場
に
分
類
さ
れ
て
い
る
農
場
数
で
み
て
も
、
乳
牛
飼
養
農
場
の
場
合
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、

そ

の
一
環
と
し
て
乳
牛
を
飼
養
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
酪
農
は
程
度
の
差
は
あ
れ
、
農
場
経
営
に
と
っ
て
の
不
可
欠
の
構
成
要
素

と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
乳
牛
の
飼
養
農
場
数
は
農
場
全
体
で
み
た
場
合
よ
り
は
る
か
に
激
し
い
テ
ン
ポ
で
減
少
し
続
け
た
。
す
で
に
、

五

O
年

代
(
五

o
t
五
九
年
)
に
そ
の
数
は
三
六
五
万
か
ら
一
七
九
万
へ
と
半
減
し
て
い
た
が
、
さ
ら
に
六

0
年
代
ハ
五
九

t
六
九
)
に
は
五

0
年
代
を
上
回
る
テ
ン
ポ
で
減
少
を
続
け
、
六
九
年
に
は
乳
牛
飼
養
農
場
数
は
五
九
万
農
場
に
ま
で
減
少
し
た
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ

う
に
、

一
九
五

O
、
六

0
年
代
は
ア
メ
リ
カ
で
は
農
場
の
減
少
が
未
曽
有
の
テ
ン
ポ
で
進
ん
だ
時
期
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
一
九
五

o
t
六
九
年
に
全
体
と
し
て
の
農
場
数
は
ほ
ぼ
半
減
し
た
程
度
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
間
に
乳
牛
の
飼
養
農
場
数
は
五
分
の

以
下
に
ま
で
減
少
し
た
の
で
あ
っ
た
。
五

O
、
六

0
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
で
の
農
業
の
技
術
革
新
の
急
進
展
は
何
よ
り
も
、
乳
牛

飼
養
農
場
の
急
激
な
減
少
と
な
っ
て
帰
結
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

七
0
年
代
に
入
つ
で
も
こ
う
し
た
傾
向
は
引
き
続
き
、
乳
牛
を

飼
養
す
る
農
場
数
は
、
七
四
年
の
四

O
万
を
経
て
一
九
八
一
年
に
は
約
一
一
一
一
一
万
農
場
へ
と
、

水
準
に
い
た
つ
て
い
一
一
向
。

一
九
五

O
年
当
時
の
一

O
分
の
一
以
下
の

の
減
少
テ
ン
ポ
は
著
し
か
っ
た
。

一
九
五

O
t
六
九
年
に
は
酪
農
場
数
の
減
少
率
は
五
七
%
に
も
お
よ
び
、

そ
の
数
は
一
挙
に
六

O
万

か
ら
二
六
万
へ
と
減
少
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
六
九

t
七
八
年
に
な
る
と
そ
の
減
少
テ
ン
ポ
は
幾
分
、
緩
和
し
て
い
る
も
の
の
、

そ

A
hも
酪
農
場
数
は
二
六
万
か
ら
約
一
七
万
へ
と
減
少
し
て
お
り
、
農
場
全
体
の
場
合
よ
り
そ
の
減
少
率
は
は
る
か
に
高
か
っ
た
の
で

あ
る
(
第
7
表〉。

第
二
次
大
戦
後
、

七
0
年
代
ま
で
を
通
し
た
、
こ
う
し
た
酪
農
場
の
動
向
を
ご
く
大
ま
か
な
地
域
別
に
み
る
と
、
西
部
で
の
減
少
率

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向



乳牛飼養農場および酪農場数の推移第 7表

場

1950 

54 

59 

64 

69 

74 

キ78

81 

資料:U. S. Senate， Fa門nStructure， pp. 128， 

131. USDC， 1978 Census of Agriculture， 
VoJ. 1， part 51， p.103など.

注. 1974年以前の酪農場は農産物販売額 2，500ド

ノレ以上， 1978年については 1，0∞ドル以上のも

のである.

四

長

405， 128 

397，977 
397，811 
349， 124 

260，883 

196，057 

168，473 

NA 

が
全
国
平
均
を
や
や
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
酪
農
場
数
は
ア
メ
リ
カ
全

域
で
ほ
ぼ
一
様
に
急
減
し
て
お
り
、

そ
こ
に
目
立
っ
た
地
域
差
が
見
出
さ

酪乳牛飼養農場

3，648，253 

2，956，900 
1，791，729 

1， 133，589 

568，052 

403，052 

369，210 

323，750 

れ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
(
第
8
表)。

し
か
し
、
地
域
を
さ
ら
に
細
分
化

し
て
み
る
と
、
酪
農
場
の
動
向
に
は
地
域
ご
と
の
差
異
が
見
出
さ
れ
、
し

か
も
、
こ
の
差
異
は
七

0
年
代
後
半
に
近
づ
く
ほ
ど
明
確
に
な
っ
て
い

る
(
第
9
表)。

ま
ず
、
中
西
部
の
な
か
で
も
コ

l
ン
・
ベ
ル
ト
や
北
平
原
な
ど
で
酪
農

場
は
急
激
に
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、
同
じ
中
西
部
で
も
酪
農
業
の
中

心
地
、
大
湖
諸
州
で
は
そ
の
減
少
率
は
コ

l
ン
・
ベ
ル
ト
な
ど
に
比
べ
る

と
相
当
に
小
さ
い
。

ま
た
、
大
湖
諸
州
と
並
ぶ
酪
農
業
の
中
心
地
、
東
北

部
で
も
七

0
年
代
に
な
る
と
酪
農
場
の
減
少
率
は
小
さ
く
な
っ
て
い
る
し
、

南
部
の
な
か
の
南
西
部
お
よ
び
太
平
洋
岸
で
は
、
と
く
に
七

0
年
代
後
半
に
な
る
と
酪
農
場
の
減
少
数
は
低
下
し
て
い
る
。

コ
ー
ン
・

ベ
ル
ト
や
北
平
原
で
は
六
九
l
七
八
年
に
酪
農
場
の
減
少
率
は
四
O
%
以
上
、
七
四

i
七
八
年
に
も
ニ
O
%
以
上
と
な
っ
て
い
る
の
に

る
か
ら
で
あ
る
。

対
し
、
東
北
部
、
南
部
、
西
部
で
の
そ
の
減
少
率
は
一
O
%
前
後
、
と
く
に
、
南
西
部
と
太
平
洋
岸
で
は
五
%
前
後
に
と
ど
ま
っ
て
い

こ
う
し
た
地
域
別
に
み
た
酪
農
場
の
動
向
は
、
こ
の
聞
の
牛
乳
生
産
の
地
域
別
動
向
と
ほ
ぼ
見
合
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

一
九
六
五

t
八
一
年
に
太
平
洋
岸
地
域
、
山
岳
部
で
は
牛
乳
の
生
産
量
は
、
六
玉
%
、
四
六
%
も
そ
れ
ぞ
れ
急
増
し
、
伝
統
的
な
酪
農
地
帯
で
あ



-72.0 牛
t

a--w 

北

西

東

中

南

西

A 
口

地域別酪農場数の推移(2)

1969 74 78 111974-781附 -78

東 :!I:; 部 40，694 36，689 - 9.8% -27.8% 

コー γ ・ベルト 42，747 29，222 22，824 -2し9 -46.6 

大 湖 諸 チ1'1 98，829 78，447 66，207 -15.6 -33.0 

:!I:; 平 原 11，137 8，875 6，658 -25.0 -40.2 

南 東 部 32，174 20，627 18，543 -10.1 -42.4 

南 西 部 10，282 6，764 7， 160 - 5.9 -30.4 

山 岳 部 6，957 5，297 4，766 -10.0 -31.5 

太 平 洋 岸 8，032 6， 127 5，819 - 5.0 -27.6 

第 9表

る
大
湖
諸
州
、
東
北
部
で
も
生
産
量
は
や
や
増

大
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
主
要
穀
作
地
域

の
コ

i
ン
・
ベ
ル
ト
、

お
よ
び
北
平
原
に
お
け

る
牛
乳
生
産
量
は
同
期
間
に
そ
れ
ぞ
れ
二
三
%
、

一
七
%
も
減
少
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
(
第
叩

表
す
で
に
こ
で
み
た
よ
う
に
牛
乳
生
産
の
場
合
、

連
邦
販
売
命
令
の
も
と
で
市
場
地
域
ご
と
に
飲

用
乳
の
最
低
価
格
が
保
障
さ
れ
、
地
域
内
で
の

牛
乳
生
産
が
あ
る
程
度
、
保
護
さ
れ
る
構
造
に

な
っ
て
い
る
た
め
に
他
の
農
産
物
に
比
べ
て
牛

資料:第B表に同じ.

乳
生
産
の
あ
る
い
は
酪
農
経
営
の
地
域
特
化
が

妨
げ
ら
れ
や
す
い
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
地

域
別
の
牛
乳
生
産
量
の
推
移
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
六

0
年
代
か
ら
七

0
年
代
を
通
し
て
徐
々
に

ア
メ
リ
カ
で
も
牛
乳
生
産
の
地
域
特
化
が
進
展

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五



第 10表牛乳生産量の地域分布

(イ) 各々の地域での牛乳生産量(万ト γ〕

1965 78 81 
1965-81 
の変化率

~~ 東 部 1，165.8 1，134.0 1，224.7 5.1% 

大 湖 諸 1'H 1，5ヲ2.1 1，592.1 1，719.1 8.0 

ーン・ベルト 961. 6 707.6 743.ヲ -22.6 

~t. 平 原 299.4 235.9 249.5 -16.7 

アパラチ 7 地域 390.1 376.5 390. 1 O 

南 東 部 167.8 199.6 208.7 24.3 

ア ノレ F ナ1'1 131. 5 117.ヲ 117.9 -10.3 

南 平 原 195.0 204.1 217.7 11. 6 

山 岳 諸 ナrl 208. 7 244.9 303.9 45.7 

太平洋津地域 517.1 707.6 839.2 65.3 

合 計 い24.6I 6，O147l 6.9 

(吋牛乳生産量の地域分布比率(%)

I ~50 - ~ I 70 81 

~t. 東 部 20.2 20.7 20.3 

大 湖 諸 ナトi 27.3 27.9 28.6 

コー γ ・ベノレト 18.0 14.8 12.4 

~~ 平 原 5.5 5.1 4.2 

アパラチ 7 地域 7.3 7.1 6. 5 

南 東 部 2.8 3.6 3.5 

ウf ノレ タ 川l 2.4 2.4 2.0 

南 平 原 3.6 3.7 3.6 

山 岳 諸 升i 3.7 4.0 5.0 

太平洋摩地.域 9.2 10.7 13.9 

アメ リ カ全体 100.0 

資料:(イ)， (ロ)ともに USDA，Agl・iculturalStatisticsの各年次より.
一
占〆、



こ
の
地
域
ご
と
の
牛
乳
生
産
の
消
長
を
生
み
出
し
て
い
る
要
因
と
し
て
は
、
地
域
別
に
み
た
人
口
増
加
率
の
差
異
に
も
と
づ
く
牛
乳

も
低
下
し
て
い
る
の
も
、

の
需
要
動
向
の
相
違
を
指
摘
で
き
よ
う
。
七

0
年
代
に
な
っ
て
太
平
洋
岸
地
域
、
南
西
部
で
牛
乳
生
産
が
増
大
し
、
酪
農
場
の
減
少
率

こ
れ
ら
の
地
域
で
人
口
急
増
を
背
景
に
牛
乳
需
要
が
増
大
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
丸
一
%
。

し
か
し
、
同
時
に
、
地
域
別
に
み
て
酪
農
場
の
減
少
率
に
差
異
が
見
出
さ
れ
る
の
は
、
地
域
ご
と
に
他
の
経
営
部
門
と
比
べ
て
の
酪

農
経
営
の
比
較
優
位
あ
る
い
は
劣
位
が
異
な
る
と
い
う
経
営
上
の
要
因
も
強
く
作
用
し
て
い
一
記
。
六

0
年
代
後
半
か
ら
七

0
年
代
に
は
、

7

メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
食
業
の
動
向

七

周
知
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
農
業
生
産
は
海
外
需
要
の
増
大
を
背
景
に
穀
物
生
産
を
中
心
に
拡
大
し
た
。
な
か
で
も
穀
作
の
中
心
地
、

中
西
部
の
コ

I
ン
・
ベ
ル
ト
や
北
平
原
で
は
、
穀
作
の
収
益
性
が
上
昇
す
る
も
と
で
、
酪
農
経
営
か
ら
穀
作
経
営
へ
と
経
営
を
転
換
さ

せ
た
農
場
も
多
数
に
の
ぼ
っ
た
と
み
ら
れ
、

そ
の
こ
と
が
単
一
部
門
へ
の
経
営
特
化
が
急
激
に
進
展
し
、
自
給
的
酪
農
場
が
急
減
し
た

こ
と
と
と
も
に
、
こ
の
地
域
で
の
酪
農
場
数
の
減
少
率
を
七

0
年
代
に
と
く
に
他
地
域
に
比
べ
て
大
き
く
し
て
い
る
要
因
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
間
、
穀
作
経
営
の
発
展
が
顕
著
な
南
部
の
デ
ル
タ
諸
州
で
も
酪
農
場
数
の
減
少
率
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
事
実
と

も
符
合
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
地
域
別
に
み
た
酪
農
場
の
動
向
は
、
人
口
増
に
も
と
づ
く
需
要
要
因
と
同
時
に
経
営
上
の
要
因
が
重
な
り
、
さ
ら
に
、

こ
の
間
の
農
業
技
術
革
新
の
急
速
な
進
展
が
副
業
部
門
と
し
て
の
乳
牛
飼
養
を
複
合
経
営
の
一
部
か
ら
排
除
す
る
か
た
ち
で
進
展
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

注
(

l

)

一
九
八
O
年
で
み
る
と
、
乳
牛
一
一
政
当
た
り
の
年
間
平
均
泌
乳
量
は
、
ド
イ
ツ
四
五
五
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

7

ラ
γ
ス
=
一
六
六
五
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
ィ
ギ
リ
九
四
八
八
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、

E
C
で
最
高
水
準
を
上
げ
て
い
る
オ
ラ
γ
ダ
の
場
合
で
も
五
O
三
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
(
明
開
戸
同
)
島
.
ミ
同
可
島
町
と
ら

h
h
a
、.
2
H
U』
HW
同
》
・
印
日
〉
。

第
二
次
大
検
後
に
お
け
る
乳
牛
飼
養
農
場
数
の
推
移
に
つ
い
て
は
、

C-ω
・
ω
g白
F
H
1晶
、
詰
匂
守

R
H臣、‘
~

k

回
同
な
な
え
g
h
、
司
hhvRHN.2

(

2

)

 



ば
ら
零
細
規
模
の
淘
汰
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
ず
、
乳
牛
の
飼
養
頭
数
規
模
別
に
農
場
数
の
構
成
を
み
て
お
こ
う
。
も
っ
と
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
制
約
上
、

九
年
と
一
九
八
一
年
に
つ
い
て
し
か
比
較
で
き

L
川
。
こ
れ
に
よ
る
と
六

Q
七
0
年
代
の
急
激
な
乳
牛
飼
養
農
場
の
減
少
は
、
も
つ

一
九
五
九
年
に
は
飼
養
頭
数
規
模
一
O
頭
未
満
の
農
場
が
乳
牛
飼
養
農

そ
の
比
率
は
九
O
%
に
達
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
八
一
年
に
は

九
五

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

八

S
円
リ
吉
詰
町
立
を
H
F
内
包
言
語
守
宅

S
R同
色
岡
、
久
、
晶
、
話
h
w
S∞0
・

3・
5
1
H
M唱・

(

3

)

帆守主
w

H

》℃・

5
0
1
5
1
な
お
、
七
四
年
セ

γ
サ
ス
ま
で
は
、
販
売
額
二
五

0
0
ド
ル
以
上
の
農
場
の
み
で
あ
っ
た
が
、
七
八
年
セ
ン
サ
ス

で
経
営
部
門
別
に
酪
農
場
と
定
義
さ
れ
、
集
計
さ
れ
て
い
る
の
は
、
農
産
物
販
売
額
一

ο
0
0
・
ト
ル
以
上
で
、
そ
の
販
売
額
の
五
O
%
以
上
が

牛
乳
・
乳
製
品
の
販
売
に
よ
っ
て
い
る
農
場
で
あ
る
(
己
ω
ロ
n
w
L
S詰
内
2
詰
h

。
¥
与
で
・
九
円
R
N
N
E
-
P
J
N
C
}
・
?
官
三
日
f
H
》司・品
-
M
)
。
こ

の
た
め
、
セ
ン
サ
ス
で
分
類
さ
れ
る
酪
農
場
数
は
当
然
、
乳
牛
の
飼
養
農
場
数
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
い
の
で
ゐ
る
。

(

4

)

例
え
ば
、
一
九
七
O
I
八
一
年
に
ア
メ
リ
カ
全
体
で
は
=
了
五
%
の
人
口
増
加
率
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
南
西
部
、
太
平
洋
岸

の
人
口
増
加
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
五
・
九
%
、
二
二
%
に
お
よ
ん
で
い
る
色

ω
u
p
u
h
a
a
r
E
h
b守
hHEa
ミ
q
h
E与

NPR
司・ご)。

(

5

)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

F
『

E
h
r
E
r
g
-
K世
話
。
忌
号
河

B
a
a
s三
話
。
・
匂
-
M
V応
、

s.認可
-
C
ω
U
P
3
3・
宅
-
G
ω
1
}
M叫
(

邦

訳
、
杉
崎
真
一
他
訳
『
ア
メ
リ
カ
農
業
の
変
貌
(
上
)
』
、
一
二
八

t
一
三
四
頁
)
。

(=) 

規
模
別
農
場
の
動
向

場
全
体
の
六
O
%
を
占
め

一
O
I
二
九
頭
規
模
を
加
え
る
と
、

三
O
頭
未
満
の
農
場
の
比
率
は
六
O
%
弱
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
#
ん
、

五
九
年
に
は
飼
養
頭
数
一
O
O
頭
以
上
の
農

場
数
の
比
率
は
全
体
の

0
・
五
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、

八
一
年
に
は
そ
の
比
率
は
玉
・
七
%
に
ま
で
増
大
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
(
第
U
表)。

こ
の
よ
う
に
、
六
O
、

七
0
年
代
を
通
し
て
酪
農
業
で
は
零
細
経
営
の
淘
汰
が
急
中
埋
に
進
み
、
規
模
の
大
き
な
農
場
の
比
率
も
次
第



に
増
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、

す
る
と
ほ
ぼ
七
万
農
場
に
す
ぎ
な
い
。

る。

ア
メ
リ
カ
の
酪
農
業
で
も
飼
養
頭
数
規
模
の
大
き
い
農
場
数
の
割
合
は
意
外
に
小
さ
い
の
で
あ

八
一
年
で
み
て
も
、
飼
養
頭
数
五
O
頭
以
上
の
農
場
は
乳
牛
飼
養
農
場
の
一
一
一
一
%
、
数
に

次
に
、
販
売
額
別
に
酪
農
場
の
階
層
構
成
を
七
八
年
セ
ン
サ
ス
で
み
て
お
こ
う
。

農
場
全
体
の
一
八
%
ほ
ど
を
、

販
売
額
一
O
万
ド
ル
以
上
の
農
場
数
は
三
万
で
酪

の
結
果
、
販
売
額
四
万
ド
ル
以
上
の
、

つ
い
で
四

t
一
O
万
ド
ル
の
農
場
が
七
万

2
5
0
0
で
全
体
の
四
三
%
を
そ
れ
ぞ
れ
占
め
て
い
る
。
こ

乳牛飼養頭数規模別農場数の比率

一一一アメリカ全体一一

第 11表

81 

% 

58.7 

19.5 

16.1 

5.7 

1959 飼養頭数規模

9頭

10 - 29 

30 - 49 

50 - 9ヲ

100 -

い
わ
ゆ
る

I
層
に
属
す
る
酪
農
場
が
酪
農
場
全
体
の
六
一
%
に
お
よ
ん
で
い
る
。
こ
の

I
層
の

比
率
は
総
て
の
経
営
部
門
を
通
し
て
酪
農
業
で
最
大
に
な
っ
て
い
る
。
農
場
全
体
で

み
る
と
、

-
層
の
比
率
は
二
三
・
七
%
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
酪
農
業

資料:1959年については， 1959 Census of' Ag-
riculture， Vol. IT， pp.1424-25， 1981 年に

ついては， w昭和57年度輸入農林水産物海外調

査報告書一一米国の酪農・乳業一一d1C日本貿

易振興会)-

で
は
販
売
額
二

t
四
万
ド
ル
の

E
層
で
農
場
数
は
三
万
九

0
0
0
(
二
三
%
〉
、

t
二
万
ド
ル
の

E
層
で
一
万
七

0
0
0
(
一
O
%
)
、

で
約
一
万
(
六
%
)
と
な
っ
て
い
る

括
弧

内
は
そ
れ
ぞふ万

ゐド
構ル
成(未
比と満
可の

百

V 
層

と
こ
ろ
で
ア
メ
リ
カ
で
は
、

七
八
年
セ
ン
サ
ス
で
み
る
と
、
こ
の
間
の
農
場
の
階

層
分
化
の
結
果
、
農
場
全
体
を
と
る
と
販
売
額
四
万
ド
ル
以
上
、
な
か
ん
ず
く
一
O

万
ド
ル
以
上
の
階
層
と
販
売
額
一
万
ド
ル
未
満
の
安
定
兼
業
農
場
で
農
場
数
が
増
加

す
る
一
方
で
、
販
売
額
一

t
四
万
ド
ル
の
中
間
階
層
で
農
場
数
の
減
少
が
目
立
っ
て

、F
'
O

U
ナ
'

そ
し
て
、
野
菜
、
肉
牛
、

果
実
、
「
そ
の
他
耕
種
」
な
ど
の
部
門
で
は
販
売

額
五
O
万
ド
ル
以
上
の
、
明
ら
か
に
家
族
経
営
規
模
を
上
回
る
企
業
的
農
場
の
比
重

九



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

(
4
)
 

が
増
大
し
つ
つ
あ
る
。

四

O 

こ
う
し
た
な
か
で
酪
農
場
に
つ
い
て
の
販
売
額
階
層
別
に
み
た
農
場
の
構
成
の
特
徴
問
販
売
額
が
小
さ
い
農
場
の
比
率
が
低
い
一

方
で
、
販
売
額
が
大
き
な
農
場
の
構
成
比
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
農
場
全
体
の
場
合
に
は
二
万
ド
ル
末
満
の
農
場
数
の
構
成
比
は
実
に

六
四
%
に
お
よ
ん
で
い
る
か
ら
、

こ
の
階
層
の
比
率
が
一
六
%
の
酪
農
場
の
場
合
に
は
販
売
額
の
小
さ
い
、
安
定
兼
業
農
場
の
比
重
が

い
か
に
低
い
か
が
分
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
酪
農
部
門
の
場
合
、
確
か
に
販
売
額
四
万
ド
ル
以
上
、

あ
る
い
は
一

O
万
ド
ル
以
上
の
農

場
の
比
率
が
高
く
、

一
見
す
る
と
総
て
の
経
営
部
門
の
な
か
で
も
上
層
農
場
の
比
重
が
最
も
大
き
い
部
門
と
な
っ
て
い
る
か
に
み
え
る
。

だ
が
、
こ
の
販
売
額
一

O
万
ド
ル
以
上
の
農
場
の
大
部
分
は
一

o
t二
O
万
ド
ル
に
属
す
る
大
型
家
族
農
場
で
あ
り
、
販
売
額
五

O
万

部
門
に
比
べ
る
と
大
規
模
な
企
業
的
農
場
の
比
率
は
、

ド
ル
以
上
の
、
雇
用
労
働
力
に
依
存
す
る
企
業
的
農
場
の
比
率
は
わ
ず
か
一
%
に
す
ぎ
ず
、
肉
牛
、

い
ま
だ
は
る
か
に
小
さ
い
。

野
菜
、
「
そ
の
他
耕
種
」
な
ど
の

要
す
る
に
、
酪
農
業
で
は
専
業
の
、

し
か
も
中
規
模
の
家
族
農
場
の
比
重
が
高
い
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
あ
る

意
味
で
は
当
然
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
も
酪
農
経
営
は
い
ま
だ
労
働
集
約
的
な
性
格
が
強
く
、
綿
密
な
乳
牛
の
個
体
管
理
が
経
営
の
成

否
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
家
族
成
員
聞
の
分
業
に
も
と
づ
く
弾
力
的
な
労
働
編
成
を
可
能
に
す
る
家
族

農
場
こ
そ
酪
農
経
営
に
と
っ
て
最
も
適
合
的
な
経
営
形
態
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
終
日
を
通
し
て
の
飼
育
管
理
と
い
う
経
営
の
性
格

か
ら
し
て
兼
業
農
場
に
も
な
じ
み
に
く
い
こ
と
に
に
記
。

し
か
し
、
中
規
模
農
場
、
家
族
農
場
の
比
重
が
大
き
い
一
方
で
、
酪
農
場
を
め
ぐ
る
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
最
近
一

0
年
間
ハ
六
九

t
七
八
年
)
で
は
、
他
の
部
門
と
比
べ
て
も
、
酪
農
部
門
に
お
い
て
農
場
の
階
層
分
解
が
最
も
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
進
展
し
て
い
る
事
実

で
あ
る
。
六
九

t
七
八
年
に
販
売
額
階
層
別
の
農
場
数
の
構
成
比
を
み
る
と
、
販
売
額
四
万
ド
ル
以
上
の

I
層
の
比
率
は
一
三
%
か
ら



酪農場，販売額別階層の農場数の構成比

〈単位':%) 

7.6 

2.3 

2.5 

V 

第 12表

1969 

74 

78 

六
一
%
に
、
な
か
で
も
販
売
額
一

O
万
ド
ル
以
レ
十
・
人

a
〉
層
の
比
率
は
一
・
九
%
か
ら
一
八
%
内

と
一
挙
に
急
上
昇
し
て
い
る
(
第
四
表
)
。

一
方
、
対
照
的
に
、
販
売
額
一
万
ド
ル
末
満
の
農
場
数
の
比
率
は
二
五
%
か
ら
六
%
へ
と
急
減

し
て
い
る
。
農
産
物
価
格
が
急
上
昇
し
、
農
場
階
層
ご
と
の
名
目
的
な
階
層
上
向
が
み
ら
れ
た
一

九
六
九

t
七
四
年
に
は
、

ア
メ
リ
カ
で
は
総
て
の
経
営
部
門
で

I
層
の
比
率
が
上
昇
し
て
い
た
こ

と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
農
場
全
体
で
み
た
場
合
に
は
、
-
層
の
農
場
数
の

比
率
は
六
九

t
七
四
年
に
は
八
・
一
%
か
ら
こ

0
・
一
%
て
さ
ら
に
七
八
年
に
は
一
三
了
七
%

へ
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
か
ら
、
酪
農
場
の
場
A
口
に
は
他
の
部
門
以
上
に

I
層
へ
の
農
場
の

集
中
が
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
、

し
か
も
七

0
年
代
後
半
に
も
前
半
を
上
回
る
勢
い
で
進
展
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
は
、
階
層
別
に
み
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
の
変
化
に
一
層
、

は
っ

き
り
と
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、

一
九
六
九
年
に
一
六
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
販
売
額
一

O
万
ド
ル
以
上
の
農
場
の
出
荷

額
比
率
(
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
)
は
、
七
八
年
・
に
は
五
二
%
に
ま
で
急
増
し
て
い
る
。
ま
た
、

七
四

t
七
八
年
を
と
っ
て
も
販
売
額
四
万
ド
ル
以
上
の
酪
農
場
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
は
七
五

%
か
ら
八
八
%
へ
と
上
昇
し
、
他
面
で
七
0
年
代
初
頭
ま
で
一
定
の
割
合
を
占
め
て
い
た
販
売
額

二
万
ド
ル
未
満
の
農
場
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
は
七
八
年
に
は
二
・
八
%
に
ま
で
急
速
に
低
下

し
て
い
る
の
で
あ
る
(
第
日
表
〉
。

四



注
(

l

)

七
0
年
代
に
な
っ
て
乳
牛
飼
養
頭
数
規
模
別
農
場
に
関
す
る
統
計
が
初
め
て
公
表

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
七
八
年
以
降
で
あ
る
。

(

2

)

乳
牛
飼
養
農
場
、
一
農
場
当
」
た
り
の
平
均
飼
養
頭
数
は
一
九
八
一
年
で
三
四
頭
で

あ
る

(dω
ロ
〉
u

k

山崎、・
h
町
民
H足、
a
h
~引
Hah-a凡な
H
U』
N
W
匂
-
ω
M
B

な
ど
)
。

(

3

)

飼
養
頭
数
規
模
別
の
農
場
数
と
販
売
額
別
の
農
場
数
と
を
つ
き
合
わ
せ
る
と
、
飼
養
頭
数
四

O
t
五

O
頭
以
上
の
規
模
が
販
売
額
四
万
ド
ル

以
上
の

I
層
に
ほ
ぼ
該
当
す
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

(
4
〉

七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
農
場
全
体
で
み
た
農
場
の
階
層
分
解
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の

動
向
」
(
『
農
業
総
合
研
究
』
第
三
七
巻
第
二
号
)
、
三

o
t四
O
頁
を
参
照
。

(
5
〉

H
U
誌

の

shRh
。
¥
入
同
町
、

.hsbs，F
〈
c-・
同
・
宮

zo--
℃司・∞小
l
∞吋・

(

6

)

一
九
七
八
年
に
販
売
額
五

O
万
ド
ル
以
上
の
酪
農
場
数
と
そ
の
構
成
比
に
つ
い
て
は
、
芯
ミ
J

司・

5
印
・
な
お
、
少
し
古
い
が
、
一
九
七
四

年
七

γ
サ
ス
で
み
る
と
、
農
産
物
販
売
額
五

O
万
ド
ル
以
上
の
農
場
で
は
一
農
場
当
た
り
平
均
一
三
了
八
人
の
常
雇
労
働
者
を
雇
用
し
て
い

る
じ
こ
の
た
め
、
販
売
額
五

O
万
ド
ル
以
上
の
階
層
は
明
ら
か
に
資
本
家
的
経
嘗
U
企
業
的
農
場
と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
(
包
ど
の

ghs

78 

0'. 
0.2" 

0.5 

2.1 

9.2 

36.3 

24.2 

14.1 

13.1 

販売額別酪農場のマーケットシェア

I 1974 I 
0.2 % 

l. 1 

5.4 

18.8 

38.4 

16.4 

10.4 

9.3 

第 13表

販売額別農場

ドノレ2，500-4，999 

5，∞0-9，999 
1万-1万9，999

2 万-3万9，999

4 万-9万9，999

10万-19万9，9ヲ9

20万-49万9，999

50万~

資料:1978 Census of Agriculture， Vol. 1. 
part 51， pp.9ユ91，1974 Census of Agri. 

culture， Vol. 11， part 7， p.60. 

四

こ
う
し
た
酪
農
業
に
お
け
る
急
激
な
農
場
の
階
層
分
化
の
進
展
の
な
か
で
、
次
第

に
共
同
経
営
や
法
人
農
場
な
ど
の
経
営
タ
イ
プ
も
増
加
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

九

七
四
年
に
は
、
酪
農
場
数
一
九
万
六
手
の
う
ち
、
個
人
あ
る
い
は
家
族
経
営
、
共
同

経
営
、
法
人
経
営
の
農
場
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
七
万
三
千
、
三
万
一
千
、

千
を
数
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

お
よ
び
二

七

λ
年
に
は
個
人
ま
た
は
家
族
経
営
が
一
四
万
二

千
へ
と
減
少
す
る
一
方
で
、
共
同
経
営
、
法
人
経
営
の
農
場
数
は
、

そ
れ
ぞ
れ
三
万

一
千
、
一
二
千
へ
と
増
加
し
て
い
た
。
英
同
経
営
、
法
人
経
営
の
農
場
は
酪
農
場
全
体

に
占
め
る
割
合
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
絶
対
数
も
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



み
る
と
、
飼
養
頭
数
三

O
頭
未
満
の
農
場
が
三
五
%
、
三

O
t
四
九
頭
が
三
九
・
五
%
、

五
O
t
九
九
頭
、
が
ニ
ニ
・
五
%
だ
、

一O
O

。¥
h
h・
ミ
門
"
に
室
、
句
"
〈
c-・
回
・
】
M

由
民
♂
唱

-
E
)。

(

7

)

な
お
、
一
九
七
四
年
で
み
て
最
大
規
模
一
O
%
の
農
場
に
よ
る
生
産
集
中
度
が
総
て
の
経
営
部
門
を
通
し
て
最
も
小
さ
い
の
は
牛
乳
生
産
の

場
合
で
あ
り
、
そ
の
集
中
度
は
三
八
・
二
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
(
己
・

ω・
ω
g目
Zw
吋
脅
迫
匂
守
宮
内

E
z
-
-
:
:唱
。
、
・
町
民
H
J

喝・
5
B
)
。
こ
の

点
か
ら
も
、
酪
農
業
で
は
中
規
模
農
場
の
比
重
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
七

0
年
代
後
半
以
降
、
こ
の
点
で
も
変
化
が
み
ら
れ

る
の
は
本
論
に
み
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

(

8

)

例
え
ば
、
一
九
六
七
年
を
一
O
O
と
す
る
農
民
受
取
価
格
指
数
は
七
四
年
に
は
一
九
二
と
な
っ
て
お
り
、
六
九
年
を
基
準
に
と
っ
て
も
受
取

価
格
指
数
は
八
O
ほ
ど
よ
昇
し
た
さ

ω
R
L
E
a民
主

与

等

ミ

弐

ghN抽
洋
司
・

2)。

(

9

)

H

U
立
町
内
沼
崎
言
。
¥
入
山
崎
、
hghHNqp
〈

o--P
官
三
∞
w

匂

Lu--

(
叩
)
N
U
1白

n
g旬

R
h
b
k，
k
世阿
2
.
2
N
H
号
、
切
〈
D
-
-
H
u
宮

円

昨

日

-w同

y
-
C日・

こ
う
し
た
法
人
農
場
、
共
同
経
営
農
場
が
酪
農
業
で
増
加
し
て
い
る
の
は
、
経
営
の
規
模
拡
大
に
と
も
な
い
、
農
場
経
営
に
必
要
な
資
金
額

が
増
大
し
て
い
る
こ
と
の
要
因
以
外
に
も
、
法
人
形
態
を
と
っ
た
ほ
う
が
税
制
措
置
の
点
で
有
利
で
あ
る
、
な
ど
の
要
因
も
当
然
、
作
用
し
て

い
る
だ
ろ
う
。

(三)

地
域
別
酪
農
場
の
動
向

し
か
し
、
こ
う
し
た
動
き
も
地
域
に
よ
っ
て
一
様
で
は
な
い
。
飼
養
頭
数
規
模
別
の
酪
農
場
の
構
成
や
、

そ
の
典
型
的
な
経
営
タ
イ

プ
を
地
域
ご
と
に
検
討
す
る
と
そ
こ
に
大
き
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
、
伝
統
的
な
酪
農
の
中
心
地
域
で
あ
る
大

湖
諸
州
の
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
や
東
北
部
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
と
、
最
近
、
台
頭
が
目
立
つ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
場
合
と
を
対
比
さ

〈

l
v

せ
て
み
て
お
こ
う
(
第
H
表)。

ア
メ
リ
カ
最
大
の
乳
牛
飼
養
頭
数
を
有
す
る
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
で
の
飼
養
頭
数
規
模
別
の
酪
農
場
数
の
構
成
を
八
一
年
に
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

四



乳牛飼養規模別酪農場の構成 (1981年〉

一一主要州におけるーーー

第 14表

(単位・%)

50-99 

ニューヨ- ?州 32.0 28.0 32.0 8.0 

ウ イ 7 . コ γ シソ州 35.0 39.5 22.5 3.0 

一、、. ネ ソ タ 列{ 44.2 37.7 16.2 し9

カリフオノレニアナIi 59.8 2. 5 6.1 31. 6 

フ ロ リ fj<" ナH 80.0 20.0 

30-49 1 -29頭

資料:W昭和57年度給入食林水産物海外調査報告書ー米国の酪重量・乳業一11(日本

貿易振興会)， 10-11頁.

四

四

頭
以
上
の
農
場
は
三
%
に
す
ぎ
な
い
。
三
O
頭
未
満
の
経
営
の
割
合
も
次
に
み
る
ニ
ュ
!
ヨ

ー
ク
州
に
つ
い
で
全
国
で
最
も
低
い
が
、
同
時
に
一
O
O
頭
以
上
の
経
営
の
比
率
も
低
く
、

大
半
の
酪
農
場
が
三
O
t
九
九
頭
規
模
の
階
層
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
同
様
に
、

東
北
部
に
お
け
る
酪
農
業
の
中
心
地
、

一
ユ
|
ヨ

l
ク
州
で
も
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
場
合

よ
り
も
飼
養
頭
数
規
模
の
大
き
な
経
営
の
比
率
が
や
や
高
く
な
る
も
の
の
、
三
O
t
九
九
頭

の
規
模
が
全
体
の
六
O
%
を
占
め
、

一
O
O
頭
以
上
の
経
営
は
こ
こ
で
も
全
体
の
八
%
に
す

ぎ
な
い
。

次
に
販
売
額
階
層
別
に
み
る
と
、

一
九
七
八
年
で
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
酪
農
場
の
場
合
、

販
売
額
一
O
万
ド
ル
以
上
の

I
(
a
)
層
の
割
合
が
九
・
七
%
、

四
l
一
O
万
ド
ル
の

I
(
b
)

層
、
お
よ
び
二
t
四
万
ド
ル
の

E
層
の
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
四
五
・
九
%
、
二
八
・
四
%
を
占

め
て
お
り
、
全
国
で
み
た
場
合
よ
り
も
I
(
a
)
層
の
比
率
が
小
さ
く
、
逆
に

I
(
b
)層、

〈

2
V

層
の
比
率
が
相
対
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

E 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
、

-
(
a
)
層
の

割
合
が
一
九
・
一
%
、

-
(
b
)層
の
比
率
が
五
一
・
六
%
と
全
国
の
場
合
よ
り

I
層
の
比
率

が
や
や
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

-
(
a
)層
の
大
部
分
は
一
o
t
二
O
万
ド
ル
に
属

的す
なる
担経
い 営
手で
で あ
あ(る
るとた
。め

に

こ
こ
で
も
販
売
額
四
t
ニ
O
万
ド
ル
の
曲
旗
揚
が
酪
農
業
の
中
心

も
ち
ろ
ん
、

七
七
t
八
一
年
を
み
て
も
乳
牛
飼
養
頭
数
規
模
五
O
頭
以
上
の
経
営
の
比
率



ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
三
五
・
五
%
か
ら
四
O
%
へ
と
増
大
し
て
お
り
、
飼

〈
A
T
)

養
頭
数
規
模
五
O
頭
を
さ
か
い
に
経
営
の
階
層
分
解
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
的
な

は
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
で
一
七
・
五
%
か
ら
二
五
%
へ

酪
農
地
帯
で
は
t
|
|
も
ち
ろ
ん
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
の
ほ
う
が
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
に
お
い
て
よ
り
も
経
営
規
模
の
大
き
な
農
場
比

率
が
高
い
と
い
う
地
域
特
性
を
有
す
る
も
の
の
|
|
乳
牛
の
飼
養
頭
数
規
模
が
五
O
頭
前
後
で
、
販
売
額
で
み
る
と
四
t
ニ
O
万
ド
ル

の
家
族
経
営
が
酪
農
業
の
典
型
的
な
経
営
タ
イ
プ
で
あ
る
と
い
っ
て
間
違
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、

フ
ロ
リ
ダ
州
な
ど
で
は
飼
養
頭
数
一
O
O
頭
以
上
の
酪
農
場
の
比
重
が
は
る
か
に
高
い
。
八

一
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
一
O
O
頭
以
上
の
経
営
は
乳
牛
飼
養
農
場
全
体
の
三
二
%
、

フ
ロ
リ
ダ
州
で
も
二
O
%
を
そ
れ
ぞ
れ

占
め
、

ア
メ
リ
カ
全
域
を
通
じ
て
一
O
O
頭
以
上
の
経
営
の
比
重
が
最
も
高
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
飼
養
頭
数
二
九
頭

未
満
の
農
場
数
の
比
率
も
大
き
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
八
一
年
に
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、

フ
ロ
リ
ダ
州
で
は
乳
牛
飼
養
農
場
の
う
ち

二
九
頭
未
満
の
農
場
の
比
率
が
六
O
%
、

八
O
%
に
お
よ
ん
で
お
り
、

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
、

一ュ

l
ヨ
l
ク
州
の
場
合
と
は
対
照
的

な
階
層
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
反
対
に
、
飼
養
頭
数
三
O
t
九
九
頭
の
中
規
模
農
場
の
比
率
は
こ
の
い
ず
れ
の
州
で
も
一
O
%
未
満
と

決
定
的
に
小
さ
い
。
こ
の
こ
と
は
、
大
規
模
酪
農
場
が
支
配
的
な
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
フ
ロ
リ
ダ
州
な
ど
で
は
、
大
規
模
経
営
と
副

業
あ
る
い
は
自
給
用
に
乳
牛
を
飼
養
す
る
農
場
に
分
化
し
、
中
規
模
農
場
の
存
立
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
な
ど
の
酪
農
業
で
、
こ
の
よ
う
に
大
規
模
酪
農
場
の
比
重
が
高
い
こ
と
は
、
販
売
額
階
層
別
に
み
た
農
場
数
の

構
成
比
率
に
も
示
さ
れ
る
。

一
九
七
八
年
セ
ン
サ
ス
で
み
る
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
販
売
額
一
O
万
ド
ル
以
上
の

I
(
a
)層
の
酪

農
場
が
全
体
の
七
九
%
に
達
し
、

そ
の
比
率
は
全
国
で
も
図
抜
け
て
い
る
。

し
か
も
、

-
(
a
)
層
の
な
か
で
も
販
売
額
二
O
t
五
O
万

ド
ル
、

五
O
万
ド
ル
以
上
の
農
場
の
比
率
は
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
三
一
%
、
一
二
二
%
を
占
め
る
と
い
う
よ
う
に
販
売
額
の
巨
大
な
農
場
の

ア
メ
り
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
働
向

四
五



と
こ
ろ
で
、
飼
養
頭
数
五

O
O頭
以
上
の
経
営
は
販
売
額
が
五

O
万
ド
ル
以
上
の
酪
農
場
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
と
み
て
よ
い
。

こ
う
し
た
販
売
額
五

O
万
ド
ル
以
上
、
あ
る
い
は
乳
牛
の
飼
養
頭
数
五

O
O頭
以
上
の
経
営
に
な
る
と
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
、
家
族
農

そ
し
て
、

比
率
カミ
高，...， 7 

ぃε;
カ

お
け
る
酪
農
業
の
動
向

四
六

乳
牛
の
飼
養
頭
数
一

O
O頭
以
上
の
農
場
の
比
率
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
高
い
こ
と
を
さ
き
に
み
た
が
、

た
ん
に
一

O
O頭
以
上

の
経
営
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

さ
ら
に
、
乳
牛
の
飼
養
頭
数
規
模
五

O
O頭
、
あ
る
い
は
一

0
0
0頭
以
上
の
巨
大
農
場
が
こ
れ
ら
の

州
に
集
中
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
資
料
が
得
ら
れ
る
七
四
年
で
み
る
と
、

ア
メ
リ
カ
で
の
乳
牛
飼
養
頭
数
規
模
五

O
O
t
九
九

九
頭
の
酪
農
場
の
過
半
、
す
な
わ
ち
二
八

O
農
場
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
、
九
四
農
場
が
フ
ロ
リ
ダ
州
に
、
さ
ら
に
一

0
0
0頭
以

で 上
あ(の
る乙-
o 四

九
農
場

4つ
u、
て
も

そ
の
六

O
%は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
、
三
六
%
は
フ
ロ
リ
ダ
州
に
そ
れ
ぞ
れ
集
中
し
て
い
た
か
ら

場
と
は
異
質
な
経
営
タ
イ
プ
で
あ
る
。
巨
額
な
資
本
装
備
を
と
も
な
う
給
飼
施
設
や
飼
料
配
合
施
設
を
有
し
、
多
頭
集
中
管
理
方
式
の

し
か
も
労
働
力
の
面
で
は
全
面
的
に
雇
用
労
働
に
依
存
す
る
企
業
的
経
営
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た

企
業
的
酪
農
経
営
の
代
表
的
な
も
の
が
乳
牛
飼
養
頭
数
が
ニ

0
0
0頭
か
ら
一
万
頭
に
も
お
よ
ぶ
よ
う
な
、

も
と
で
購
入
飼
料
を
使
用
し
、

い
わ
ゆ
る

m
ド
ラ
イ
・
ロ

ッ
ト
a

で
あ
る
。

伝
統
的
な
家
族
農
場
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
酪
農
業
で
の
こ
う
し
た
巨
大
経
営
は
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、

フ
ロ
リ
ダ
州
ば
か
り
で
な

く
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、

オ
レ
ゴ
ン
州
な
ど
他
の
太
平
洋
沿
岸
地
域
、

お
よ
び
ア
リ
ゾ
ナ
、
テ
キ
サ
ス
州
な
ど
の
南
西
部
に
も
徐
々
に
拡
が

り
つ
つ
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
全
体
で
み
る
と
家
族
農
場
に
よ
る
牛
乳
生
産
の
比
重
が
主
だ
圧
倒
的
に
高
い
も
の
の
、
六

0
年
代
後
半
か
ら

七
0
年
代
以
降
に
新
た
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
、
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
巨
大
酪
農
経
営
も
ア
メ
リ
カ
の
酪
農
業
の
動
向
を
規



酪
農
業
に
お
い
て
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
経
営
は
家
族
農
場
の
経
営
基
盤
を
蚕
食
し
、
支
配
的
な
経
営
類
型
に
な
り
う
る
か
ど
う
か
、

を
検

定
す
る
重
要
な
一
要
因
と
次
第
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

と
す
る
な
ら
ば
、
次
の
問
題
は
、
酪
農
業
に
お
い
て
い
ま
だ
支
配
的
な
家
族
農
場
タ
イ
プ
と
そ
れ
と
異
質
な
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
経
営

を
、
そ
の
経
営
費
構
造
か
ら
比
較
し
た
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
上
の
特
質
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
、

そ
の
う
え
で
今
後
、

ア
メ
リ
カ
の

討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

注
(
l
)
一
九
八
一
年
に
ア
メ
リ
カ
で
の
乳
牛
飼
養
総
頭
数
の
一
六
・
八
%
が
ウ
ィ
マ
ハ
コ
Y

シ
ン
州
に
、
八
・
四
%
が
ニ
ュ

1
ヨ
l
p
州
に
、
八
・
三

%
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
そ
れ
ぞ
れ
集
中
し
て
お
り
、
大
湖
諸
州
、
東
北
部
、
太
平
洋
岸
地
域
が
ア
メ
リ
カ
の
三
大
酪
農
地
域
を
形
成
し
て

い
る
と
み
て
よ
い
。
な
お
、
ウ
ィ
ス
コ

γ
シ
γ
州
に
、
ミ
ネ
ソ
F
、
ミ
シ
ガ

γ
州
を
加
え
た
犬
湖
諸
州
で
飼
養
さ
れ
て
い
る
乳
牛
頭
数
は

7
メ

リ
カ
全
体
の
二
八
.
四
臥
%
F
に
達
し
て
い
る
(
巴

ω
ロk〉戸f噌
h
h
h『叫可、守
E挺

(

2

)

同也抽喝可詰』〔。忌刈》偽誌まh
詑同。」、、入与由
h町喝叫3‘之止円
ER町なH
N雪h『
、
♂
〈
巴
己
-
.
同
ア
切
宮
2品$唱巧-ぽ曲
8
ロ5ω丘一
EFロPu
同司》三-。
g印

.

(
3
)
N
h
w
u
d
w
q
g
g旬
。
¥
k
A
h町、
.
h
s
b
s・3
〈
D

?

?

匂
白
『
昨
日
N
Z
2司
J
円

R
Y
匂・

-
8・

(

4

)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
貿
易
振
興
会
『
前
掲
書
』
、
一

o
t
一
四
頁
。

(

5

)

同
右
、
一
O
頁
。
な
お
、
カ
リ
7

方
ル
ニ
ア
州
な
ど
で
飼
養
頭
数
ニ
九
頭
未
満
の
酪
農
場
ば
仔
牛
の
育
成
に
重
点
を
置
い
て
い
る
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
零
細
経
営
が
存
続
す
る
根
拠
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。

(
6
)
H
U
1
白
内
g
h
R
h
b
¥
h
h
ミ

ENHazw
〈
c--
ケ
間
足
立
印
。
白

-FEU--v・
5
0・
な
お
、
以
下
の
注
(

B

)

に
み
る
よ
う
に
、
飯
売
額
五
O
万

ド
ル
以
上
の
酪
農
場
が
ほ
ぼ
乳
牛
飼
養
頭
数
規
模
五
O
O
頭
以
上
の
酪
農
場
に
相
当
す
る
と
ナ
れ
ば
、
一
九
七
八
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で

は
、
酪
農
場
全
体
の
三
O
%
強
が
飼
養
頭
数
五
O
O
頭
以
上
の
経
営
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
7
〉

C
・
ω・
ω。ロ
E
P
H刀
S
，
s
b、
宮
内

H
R
Z
i
-
-
w
。
、
・
町
民
H
J
E》・
5
M
]
u
u
-

(

B

)

一
九
七
四
年
七
ソ
サ
ス
で
み
る
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
は
販
売
額
五
O
万
ド
ル
以
よ
の
酪
農
場
数
は
四
六
九
農
場
存
在
し
た
。
一
方
、
乳

牛
飼
養
規
模
五
O
O
額
以
上
の
農
場
数
は
三
七
O
で
あ
る
か
ら
、
販
売
額
五
O
万
ド
ル
以
上
の
酪
農
場
に
は
玉
O
O
頭
未
満
の
経
営
も
一
部
、

含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
概
ね
、
飼
養
頭
数
五
O
O
頭
以
上
の
経
営
は
販
売
額
五
O
万
ド
ル
以
上
の
農
場
に
該
当
す
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

四
七



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

四
八

四

酪
農
経
営
の
動
向

←ぅ

技
術
革
新
の
進
展
と
経
営
費
の
構
成

伝
統
的
な
家
族
酪
農
場
と
企
業
的
大
規
模
酪
農
場
と
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
構
造
の
特
質
、

お
よ
び
そ
れ
ら
の
経
営
が
直
面

す
る
諸
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
前
に
、
酪
農
業
を
全
体
と
し
て
み
た
場
合
、

そ
こ
で
の
生
産
性
の
上
昇
や
経
営
費
の
構
成
が
ど
の
よ
う

に
推
移
し
て
き
た
か
、

す
な
わ
ち
酪
農
業
の
経
営
動
向
を
簡
単
に
検
討
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
急
激
な
技
術
革
新
を
遂
げ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
農
業
の
な
か
で
も
、
酪
農
業
に
お
け
る
生
産
性
の
上
昇
は
一
際
、
目
立
っ
て
い

る。

一
九
五
O
t
八
O
年
の
農
業
全
体
で
の
労
働
生
産
性
の
上
昇
率
、

四
八
O
%
に
対
し
、
酪
農
業
で
の
労
働
生
産
性
の
上
昇
率
は
七

四
O
%
と
農
業
全
体
の
場
合
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
酪
農
業
で
は
六

0
年
代
後
半
か
ら
七

0
年
代
に
入
つ

て
以
降
の
生
産
性
の
伸
び
率
が
他
の
部
門
に
比
べ
て
顕
著
で
あ
り
、
最
近
に
な
っ
て
も
生
産
性
の
上
昇
率
に
衰
え
が
み
ら
れ
な
い
の
が

特
徴
で
あ
る
。

例
え
ば
、

一
九
七
O
t
八
O
年
の
農
業
全
体
お
よ
び
畜
産
部
門
で
の
労
働
生
産
性
の
上
昇
率
は
、

そ
れ
ぞ
れ
七
O
%
、

一O
二
%
で

あ
る
の
に
対
し
、
酪
農
業
に
お
け
る
そ
の
上
昇
率
は
一
三
七
%
に
及
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
(
第
日
表
)
。

こ
う
し
た
酪
農
業
に
お
け
る
急
激
な
生
産
性
の
上
昇
こ
そ
、
す
で
に
み
た
よ
う
な
七

0
年
代
に
酪
農
業
で
の
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
農
場

の
階
層
分
化
を
生
み
出
す
背
景
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、

こ
う
し
た
酪
農
業
で
の
生
産
性
の
上
昇
も
地
域
ご
と
に
大
き
な
格
差
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
七

0
年
代
だ
け
を
と
っ
て
も
、
酪
農
業
の
停
滞
あ
る
い
は
衰
退
地
域
で
あ
る
コ

l
ン
・
ベ
ル
ト
、
北
平
原
、

ア
バ
ラ
チ
ア
、

J

ア
ル



第 15表

農業全体

19 

26 

37 

52 

66 

89 

112 

129 

耕種全体

22 

28 

41 

56 

70 

89 

104 

129 

農

16 

19 

27 

39 

57 

81 

135 

150 

酪

ο

5

0

5

0

5

0

1

 

%

5

6

6

7

7

8

8

 

1
 

資料:USDC， Statistical Abstract 0/ USA 1982-83， p.674. 
注. 81年は推定.

タ
地
域
で
は
、

そ
の
生
産
性
の
伸
び
が
相
対
的
に
低
い
の
に
対
し
、
太
平
洋
岸
で

こ
こ
で
は
酪

の
生
産
性
の
上
昇
率
は
三
七

O
%
'と
桁
違
い
に
高
く
(
第
出
表
)
、

農
業
で
最
も
急
激
な
技
術
革
新
の
進
展
が
実
現
し
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
伝
統
的
な
酪
農
の
中
心
地
帯
、
大
湖
諸
州
、
東
北
部
で
の
生
産
性
の
上
昇

率
も
六

0
年
代
に
引
き
続
い
て
七

0
年
代
に
も
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
地
域
で
も
着
実
な
技
術
革
新
の
進
展
が
う
か
が
わ
れ
る
。

地域別酪農業の労働生産性の上昇率

!附-69 I 
t 叫 l

東 北部 96.7'-

大湖 諸州 85.7

コー γ ・ベルト 98.3

北平原 128.3

7 ミラチア 75.3

南東部 109.1

デルタ 85.5

南平原 119.2

山岳部 78.5

太平洋津 119.6

カ 全 体 95.0

資料:USDA， Econo仰目c lndicators 0/ the 

Farm Sector， Production and Efficiency 
Statistics， 1979， pp.65-75. 
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増
大
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

し
か
し
、

そ
れ
以
上
に
、
給
飼
シ
ス
テ
ム
、
搾
乳
、
糞
尿
処
理
面
で
の
機
械
化
、
自
動
化
、

支」

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

五
O 

と
こ
ろ
で
、
全
体
で
み
た
場
合
の
こ
の
よ
う
な
酪
農
業
に
お
け
る
急
激
な
生
産
性
の
上
昇
は
、
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
人
工
授
精

の
普
及
、
駄
牛
の
淘
汰
な
ど
に
よ
る
種
畜
改
良
、
乳
牛
更
新
の
短
期
化
お
よ
び
飼
料
の
改
善
な
ど
に
も
と
づ
く
一
頭
当
た
り
泌
乳
量
の

ら
に
は
、
飼
料
生
産
の
面
で
の
省
力
化
が
進
み
、
多
頭
飼
育
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
搾
乳
・
設
備
面
で
の

技
術
革
新
は
、
具
体
的
に
は
自
動
糞
尿
処
理
設
備
、
ミ
ル
キ
ン
グ
・
パ
ー
ラ
ー
、
サ
イ
レ
l
ジ
取
出
装
置
、
畜
舎
清
掃
機
な
ど
が
急
速

(

l

)

 

に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
酪
農
業
で
の
急
速
な
生
産
性
の
上
昇
は
、
施
設
、
機
械
設
備
面
な
ど

に
お
け
る
多
額
の
資
本
投
下
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
構
造
に
な
っ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
は
酪
農
経
営
の
経
営
費
の
構
成
に
具
体
的
に
反

映
さ
れ
て
い
る
。

七
五
年
に
全
国
で
み
る
と
、
乳
牛
一
頭
当
た
り
で
換
算
し
た
牛
乳
生
産
費
の
内
訳
は
、
経
常
経
嘗
費
八
一
%
、
資
本
支
出
費
一
九
%

の
構
成
と
な
っ
て
い
た
。
経
常
経
営
費
の
な
か
で
は
飼
料
費
が
最
大
で
あ
り
、
生
産
費
全
体
の
六
一
一
%
、
経
常
経
営
費
の
七
五
%
を
占

め
て
い
た
の
で
あ
る
(
第
七
図
)
。

こ
の
飼
料
費
の
う
ち
に
占
め
る
購
入
配
合
飼
料
費
の
割
合
は
二
八
%
と
相
対
的
に
低
く
押
さ
え
ら

れ
、
サ
イ
レ

1
ジ
、
乾
草
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
生
産
費
の
内
訳
を
一
九
八
一
年
に
つ
い
て
み
る
と
、

そ
こ
で
の
最
大
の

特
徴
は
生
産
費
全
体
に
占
め
る
経
常
経
営
費
の
割
合
が
七
一
%
と
七
五
年
当
時
に
比
べ
、

一
挙
に
一
O
%
も
低
下
し
、
代
わ
っ
て
資
本

支
出
費
の
割
合
が
二
九
%
に
急
上
昇
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
こ
の
直
接
生
産
費
の
比
率
の
低
下
は
も
っ
ぱ
ら
飼
料
費
比

率
の
低
下
に
も
と
守
つ
い
て
い
る
。

し
か
し
、

そ
の
な
か
で
牛
乳
生
産
費
全
体
に
占
め
る
購
入
配
合
飼
料
費
の
割
合
は
ほ
ぼ
一
定
で
推
移

し
、
飼
料
費
に
占
め
る
そ
の
比
率
は
目
立
っ
て
上
昇
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
飼
料
費
全
体
の
な
か
で
の
購

(

2

)

 

入
配
合
飼
料
費
の
割
合
は
七
五

t
八
O
年
に
は
、
二
八
%
か
ら
三
四
%
に
ま
で
増
大
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
他
の
直
接
生
産
費
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第 7図牛乳生産費の構成一一アメリカ全体でみた一一

資料:95th Congress， 1st Session， Costs of Producing Mzlk in the US 
1975 and 1976， p. 11， 96th Congress， 2nd Session， 'op. cit.， p.6お
よび 97thCongress， 2nd Session， op. cit.， pp.4-5より作成ー

注.ただし81年度については，購入配合飼料の割合は不明.

目
で
は
、
雇
用
労
働
費
用
の
割
合
も
七
五

t
八
一

目 年
さに
オも，.....I:l:
るJZニ
。倍

以
上

も
増
大
し
て
u、
る

と
f1> 
注

一
方
、
生
産
費
全
体
に
占
め
る
構
成
比
が
急
上

昇
し
て
い
る
資
本
支
出
費
の
な
か
で
は
、
機
械
お

出
の
伸
び
が
顧な
著 か
でん
あず
つ(く
たと機
。械

の要
こ す
とる
は資

本
イ支

よ
び
家
畜
、

ン
フ
レ
!
シ
ョ
ン
の
高
進
期
の
七

0
年
代
後
半
に

は
農
業
機
械
を
な
る
べ
く
早
目
に
更
新
し
、
先
行

的
投
資
を
行
な
う
と
い
う
投
資
ビ
ヘ
ィ
ヴ
ィ
ア
が

支
配
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

い
ず

れ
に
せ
よ

」
う
し
た
牛
乳
生
産
に
要
す
る
経
営

費
構
成
の
変
化
は

七

0
年
代
後
半
の
酪
農
業
に

お
け
る
生
産
性
の
上
昇
が
何
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
て
い
る
か
を
、

あ
る
程
度
説
明
し
て
い
よ
う
。

資
本
支
出
費
の
急
増
と
そ
の
構
成
比
の
上
昇
は
、

機
械
を
中
心
と
し
た
設
備
投
資
H
省
力
化
お
よ
び

五



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

五

経
産
牛
の
更
新
期
間
の
短
縮
化
が
酪
農
業
で
急
速
に
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
、

て
い
る
こ
と
は
、

ま
た
、
購
入
記
合
飼
料
費
の
割
合
が
相
対
的
に
上
昇
し

ア
メ
リ
カ
で
も
濃
厚
飼
料
へ
の
依
存
度
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
部
乳
量
の
増
大
が
図
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
、
さ
ら

に
ま
た
、
資
本
支
出
費
、
購
入
配
合
飼
料
と
並
ん
で
雇
用
労
賃
も
増
大
し
て
い
る
事
実
は
、
資
本
支
出
の
増
大
に
支
え
ら
れ
た
規
模
拡

大
の
過
程
の
な
か
で

こ
の
間
、
全
体
と
し
て
は
他
人
労
働
へ
の
依
存
度
も
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
を
、

そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
同
時
に
、

七
0
年
代
に
入
っ
て
酪
農
業
の
生
産
性
は
引
き
続
き
顕
著
に
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、
技
術
革
新
の
進
展
に
も
と
づ
く

経
営
費
構
成
の
変
化
の
な
か
で
酪
農
経
営
で
の
所
得
率
が
急
速
に
低
下
し
て
い
る
こ

k
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
酪
農
業
の

粗
収
益
に
占
め
る
純
所
得
(
労
働
報
酬
+
経
営
管
理
報
酬
)
の
割
合
は
、
七
五
年
の
一
九
・
八
弘
円
か
ら
八
一
年
に
は
一
三
・
一
%
へ
と

大
幅
に
低
落
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
う
し
た
所
得
率
の
低
下
は
経
営
階
層
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
差
異
を
も
っ
て
現
出
し
て

い
る
か
に
つ
い
て
、
次
に
セ
ン
サ
ス
や
議
会
報
告
書
な
ど
に
よ
っ
て
簡
単
に
論
及
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、

一
九
六
九
年
に
酪
農
業
で
販
売
額
階
層
別
に
農
業
所
得
率
を
み
る
と
、
階
層
ご
と
に
大
き
な
差
異
が
存
在
し
な
か
っ
た
も
の

の
、
最
も
所
得
率
が
高
か
っ
た
の
は
販
売
額
一

t
二
万
ド
ル
の
困
層
の
三
一
子
七
%
で
あ
り
、
次
い
で
ニ

t
四
万
ド
ル
の

E
層
の
三
三
・

二
%
、

四
万
ド
ル
以
上
I
層
の
二
三
・
四
%
の
順
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
七
四
年
セ
ン
サ
ス
で
み
る
と
、

E
層
が
最
高
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
次
に

E
層、

-
層
が
位
置
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
六
九
年
か
ら
七
四
午
に
は
一
見
す
る
と
、
所
得
率
が
最
も
高
い
階
層

は
E
層
か
ら

E
層
へ
と
一
ラ
ン
ク
上
方
へ
シ
フ
ト
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
時
期
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
農
産
物
価
格
の
上
昇
に

よ
っ
て
、
名
目
的
に
一
ラ
ン
ク
階
層
が
上
方
へ
シ
フ
ト
し
た
農
場
も
多
か
ワ
た
か
ら
、
六
九

t
七
四
年
に
は
階
層
ご
と
の
所
得
率
の
順

位
に
は
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
、

と
み
る
の
が
適
当
か
も
し
れ
な
い
。

重
要
な
の
は
、
第
口
表
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
七
四
年
セ
ン
サ
ス
ま
で
は
上
層
農
場
ほ
ど
購
入
飼
料
費
、
雇
用
労
賃
な
ど
の
費
用
割



五

第 17表酪農業における販売額階層別，農業所得率

11) 1969年 (単位:わけ

l rr 1 m 1 rv 1 V 1全体

ω農産物販売額 |丸ω6127，935114，7921 7，4861 3，317 125，216 

(局長業経営 費 叫 817 18，647 3，331 17，ヲ11

飼 料 20，323 5，0ヲ9 2，461 I 1，222 731 5，313 

E巴 料 3，001 1，130 552 318 222 1，040 

燃 料 1，828 977 676 438 301 854 

労 賃 7，270 1，182 407 446 102 1，513 

賃 耕 761 385 247 158 115 332 

その他経費 24，354 ヲ， 476 2，514 1，854 2，859 8，859 

所得率 (A-B)jA(灼 1 23.41 33.21 33.71 31.91 12.71 29.0 

資料:家畜・酪農は 1969Census of Agricultul・e，Vol. rr， Chap. 8， pp. 178 

-207. 

(2) 1974年 (単位:ドル)

IIrrlmlrvlV 1合計

ω農産物販 売額 |叩，6271仰 11115，039 1 7，646 1日 141札"

(B) 農業経営費 20，547 10， 798 6，134 4，103 37，001 

飼 料 27，473 6，567 3，221 1，890 1，234 13，810 

De! 料 4，198 1，286 603 331 213 2，225 

燃 料 2，482 1，278 844 555 380 1，604 

労 賃 5，387 741 291 139 81 2，449 

賃 耕 841 354 209 499 

そ の 他 29，601 10，321 5，630 3，085 I 2， 101 16，414 

農業所得率(A-B)U~ 1 22.81 29.91 28.21 19.81 - 7.61 24.4 (%) I <.<.. U I <'7. 7 I <.u." I '7. U I -，. U I 

資料:1974 Census of Agriculture， Vol. rr， part 8， pp.49-50， 57-58， 113 

114， 120-122. 



経営規模別酪農場の資本収益率第 18表

(単位・%)

10万fノレ以上

1970 - 1. 4 5.4 7.2 

72 - 1. 8 4. 3 5.7 

73 - 2.6 2.0 1. 1 

74 - 4.6 - 0.6 - 4.3 

75 ーも l 0.3 - 2.5 

76 - 2.4 2.6 2.3 

77 - 2.0 2.8 3.3 

78 - 1. 4 3.4 4.4 

79 一0.6 4.5 6.5 

80 - 1. 6 3.3 4.4 

2-4万ドル
販売額
5.0∞-1万ドノレ

資料:ヲ7thCongress 1 st Session， House of Representatives， op. cit.， Mtlk 
Szφport price .4djustment， p.189目

五
回

合
が
大
き
か
っ
た
た
め
に
、
経
営
規
模
の
大
き
な
階
層
の
所
得
率
が
そ
れ
以

下
の
階
層
に
比
べ
て
必
ず
し
も
高
く
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
販
売
額
一

O
万
ド
ル
以
上
の

I
(
a
)層
の
所
得
率
が
二
ハ
・

七
%
と
全
体
の
ニ
四
・
四
%
よ
り
相
当
に
低
く
な
っ
て
い
る
点
に
も
示
さ
れ

(
7〉る。

こ
う
し
た
七
四
年
セ
ン
サ
ス
ま
で
の
数
字
を
入

0
年
代
初
頭
と
で
直
接
、

比
較
し
う
る
資
料
を
残
念
な
が
ら
、

わ
れ
わ
れ
は
有
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

八
一
年
の
議
会
資
料
に
よ
っ
て
販
売
額
階
層
別
の
酪
農
業
に
お
け
る
資
本
収

益
率
の
動
向
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
第
四
表
に
よ
る
と
、
階
層
ご
と
の
資

本
収
益
率
は
七

O
t
八
O
年
で
も
、
年
ご
と
に
大
き
く
変
動
し
て
い
る
こ
と

が
特
徴
で
あ
る
。

そ
の
な
か
で
、

と
く
に
七
三

t
七
五
年
に
販
売
額
一

O
万

ド
ル
以
上
の
大
規
模
階
層
で
は
販
売
額
五

C
o
o
t
一
万
ド
ル
の
小
規
模
階

層
と
と
も
に
資
本
収
益
率
が
大
幅
に
下
落
し
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
は
飼
料

穀
物
価
格
の
上
昇
が
酪
農
業
で
は
、

と
く
に
大
規
模
経
営
の
経
営
収
支
に
大

き
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
販
売
額
二

t
四
万
ド
ル
と
販
売
額
一

O
万
ド

ル
以
上
と
の
階
層
を
比
べ
る
と
七
四
年
セ
ン
サ
ス
で
み
た
よ
う
に
、

七
六
年



ま
で
は
二

1
四
万
ド
ル
の
資
本
収
益
率
が
、

総
じ
て
一

O
万
ド
ル
以
上
の
階
層
を
上
回
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が

七
九
、

八
O
年
に

な
る
と
一

O
万
ド
ル
以
上
の
階
層
の
収
益
率
が
二

t
四
万
ド
ル
の
階
層
を
三

O
t
四
O
%も
上
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、

こ
れ
は
飼
料
穀
物
価
格
が
七
八

t
八
O
年
と
上
昇
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

七
七
年
農
業
法
の
制
定
以
来
、
乳
価
も
引
き
上
げ
ら

れ
、
牛
乳
・
飼
料
価
格
比
率
が
七
八
年
以
降
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
、
大
規
模
経
営
に
有
利
に
作
用
し
て
い
る
こ
と
に
も
起
因
し
て
い

よ・フ。同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
階
層
別
の
資
本
収
益
率
の
動
き
は
七

0
年
代
を
通
し
て
の
酪
農
業
に
お
け
る
急
激
な
技
術
革
新
の
進
展
の
な

か
で
、
現
在
の
乳
価
水
準
を
前
提
に
す
る
と
自
立
酪
農
経
営
と
し
て
要
請
さ
れ
る
生
産
力
水
準
が
底
上
げ
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、

ま
た

意
味
し
て
い
る
。
資
本
支
出
費
の
増
大
、
主
要
投
入
財
価
格
の
急
上
昇
の
な
か
で
酪
農
経
営
を
め
ぐ
る
交
易
条
件
が
悪
化
し
、

こ
の
ム
父

易
条
件
の
悪
化
を
生
産
性
の
上
昇
U
規
模
拡
大
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
せ
ざ
る
を
え
ず
、

そ
の
結
果
と
し
て
、

一
定
規
模
水
準
に
追
い
つ
け

な
い

E
層
以
下
の
資
本
収
益
率
が
低
下
す
る
と
い
う
経
営
構
造
が
普
遍
化
し
つ
つ
あ
る
と
、
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
全
体
と
し
て
み
た
酪
農
業
に
お
け
る
こ
う
し
た
経
営
構
造
、
経
営
動
向
は
、
も
ち
ろ
ん
地
域
に
よ
っ
て
一
様
で
は
な
い
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
地
域
ご
と
に
典
型
的
な
酪
農
経
営
の
タ
イ
プ
が
異
な
り
、

ま
た
酪
農
業
の
生
産
性
上
昇
に
も
大
き
な
地
域
格
差

が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
酪
農
業
が
そ
れ
ぞ
れ
に
直
面
す
る
経
営
問
題
は
当
然
、
地
域
ご
と
に
相
違
す
る
か
ら
で
あ
る
。

注
(
l
)
r
L
O
司・

ω円「
2
R
除
。
子
2
p
q
h
y
a
F
-
唱
-
-
M
叫・

(

2

)

な
お
、
購
入
配
合
飼
料
に
穀
物
を
加
え
た
濃
厚
飼
料
費
の
飼
料
費
全
体
を
占
め
る
割
合
は
、
八
一
年
に
五
五
%
に
お
よ
ん
で
い
る
(
ヨ
予

。sm
5
F
M
E
ω
2
m
g
w
む
き
ミ
d
M
V
w
a
q
礼
宮
内
側
主
』

hhhbss吋
向
、

z号
、
句
E
H
F
-唱∞
M)。

(

3

)

そ
の
他
の
直
接
生
産
費
目
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
利
子
率
の
上
昇
を
反
映
し
て
、
燃
料
・
電
気
や
牛
乳
運
披
費
目
お
よ
び
経
営

利
子
費
用
の
割
合
が
増
大
し
て
お
り
、
ま
た
、
一
般
管
理
費
の
割
合
も
七
五

t
八

O
年
に
は
一
一
・
六
%
か
ら
四
・
五
%
へ
と
増
大
し
て
い
た

ア
メ
り
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

玉
五



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

五
六

(
唱
小
手
。

D回
開

H・2
P
Mロ
L
ω
o
m
m
-
-
P
。
。
民
同
色
¥
句
、
。
札
R
Rリむ
P
司
』
且
口
・
足
立
与
内
匂
誼
叫
号
、

MH品
同
町
♂
-
唱
団
0
・
同
】
・
小
ほ
か
)
。

八
一
年
の
雇
用
労
働
費
用
が
生
産
費
全
体
に
占
め
る
比
率
は
六
・
五
%
に
な
っ
て
お
り
(
泊
三

r
。
。
口
四
百

mmwMロ仏

ω
o
g
-
-
P
芯
R
J
3∞U
U

M
Y
C
W

七
五
年
の
ニ
・
九
%
(
由
日
予
わ
申
口
四
月
切
明

w
】ω丹

ω。
z
-
o
p
h念
、
J
3
3
v
匂
・
一
一
)
の
二
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
一
九
八

二
年
に
発
表
さ
れ
た
牛
乳
生
産
費
に
関
す
る
議
会
報
告
書
(
第
六
図
の
八
一
年
度
の
数
字
は
こ
れ
を
使
用
し
て
い
る
)
は
、
そ
れ
ま
で
の
報
告

書
に
比
べ
る
と
や
や
統
計
数
字
は
整
合
し
て
い
な
い
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
ヨ
手
お
よ
び

A
U
B
P
の
議
会
報
告
書
に
よ

っ
て
も
雇
用
労
働
費
用
の
割
合
は
七
五

t
八
O
年
に
漸
増
し
て
い
る
。

(

4

)

な
お
、
資
本
支
出
費
の
伸
び
率
で
み
る
と
、
機
械
に
つ
い
で
家
畜
に
要
す
る
費
用
の
伸
び
が
顕
著
で
あ
る
。
一
九
七
五

l
八
O
年
に
乳
牛
に

関
す
る
資
本
支
出
費
は
二
五
O
%
も
増
大
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
と
の
時
期
に
乳
牛
価
格
が
上
昇
し
た
こ
と
と
同
時
に
、
乳
牛
の

更
新
期
間
が
こ
の
間
に
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
一
九
七
O
年
に
は
一
O

O
頭
当
た
り
に
つ
い
て
の
乳
牛
の
平
均
更
新
頭
数
は
三
二
・
一
一
政
(
年
間
)
だ
っ
た
も
の
が
、
八
O
年
に
は
四

0
・
玉
頭
に
増
大
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る

(
3
p
r
n
E五
月

g
w
-
2
ω
2己
D
P
国

c
c
m
o
D問
問
。
司

2
2
E巳
z
m
r
c
v
え
H
J
p
b
N附
句
史
、
hV24
吋
ミ
ミ
与
礼
-YMH道町、誌、

3
2
w
匂
-
-
A
A
)
。
こ
う
し
た
乳
牛
の
更
新
期
間
の
短
縮
化
も
泌
乳
量
の
増
大
を
生
む
背
景
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

(

5

)

た
だ
し
、
た
ん
に
濃
厚
飼
料
へ
の
依
存
度
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
泌
乳
量
の
増
大
が
図
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
は
正
確
さ
を
欠
く
で

あ
ろ
う
。
よ
り
正
確
に
い
う
と
、
乳
牛
群
の
飼
養
、
管
理
、
繁
殖
、
産
乳
に
関
す
る
全
般
的
な
記
録
整
備
と
そ
の
事
業

(
ω
2
i
s田
知
ロ
L

ω同
∞

Z
B
D同
列
。

B
L
-
B
g
m唱
B
O
E
C間
口
巳
ミ
出

2
含

H
B司
g
z目。ロ昨
|
i
D
H
I
事
業
)
と
が
結
び
つ
い
た
飼
料
の
改
善
、
そ
の
な

か
で
の
潰
厚
飼
料
へ
の
依
存
の
高
ま
り
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
飼
料
給
与
方
式
の
改
善
の
主
内
容
と
し
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
バ
ラ
ソ
ス
を
考

え
た
多
給
で
あ
り
、
完
全
配
合
飼
料
に
よ
る
通
年
安
定
、
同
一
成
分
給
与
方
式
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
お
よ
び
、

D
H
I
事
業
が

ア
メ
リ
カ
の
酪
農
経
営
に
と
っ
て
、
最
近
、
い
か
に
重
要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
座
談
会
記
事
「
日
本
の
酪

農
技
術
を
再
検
討
す
る
(
l
)
」
(
『
畜
産
の
研
究
』
第
三
四
巻
第
三
号
、
一
九
八
O
年
)
の
な
か
で
の
チ
ャ

γ
ド
ヲ

l
博
士
(
句
・
吋
・
【
ur田
口
門
口
ぬ
る

の
発
言
が
一
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

(

6

)

た
だ
し
、
宏
子

h
D口
問
円
。
日
夕

Mロ
ιω
め山田一
DD--MY
円
hhw
ま
で
の
牛
乳
生
産
費
に
関
す
る
議
会
の
報
告
書
で
は
、
経
営
管
理
報
酬
は
、
総

費
用
の
七
%
分
を
計
上
す
る
も
の
と
し
て
た
が
、
白
吾

n
g
m
B
Z
か
ら
の
報
告
書
で
は
、
経
営
管
理
報
酬
は
粗
収
益
か
ら
直
接
生
産
費
、

資
本
支
出
費
、
さ
ら
に
家
族
の
労
働
報
酬
を
差
し
引
い
た
残
余
部
分
に
相
当
す
る
と
し
て
い
る
(
泊
三
y
h
cロ
m
z
m
Y
M
=
L
ω
2
2芯
P
。
、
.



円
凡

H
U
2
y
ご

l-30
こ
の
た
め
、
七
五
年
と
八
一
年
で
は
経
営
管
理
報
酬
の
計
算
方
法
に
や
や
違
い
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

'u 

(

7

)

包
足
。

g
s旬。¥人
Ah--hsbRZ岨
ぐ
D】

-
F
官
同
門
∞
唱
旬
開
》

--M?]MM-

(

8

)

牛
乳
の
支
持
価
格
水
準
は
、
一
九
七
七
年
一

O
月
に
は
一

O
O
苧
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
一
九
・
二
六
ド
ん
だ
っ
た
が
、
八

O
年
四
月
に
は
三

0
・

一
六
ド
ル
へ
と
、
こ
の
三
年
六
カ
月
の
間
に
一

0
・
九

0
ド
ル
も
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
牛
乳
・
飼
料
価
格
比
率
も
一
九
七
八

t
八
一
年
に
は
一
二
ニ
九
か
ら
一
・
五

O
へ
と
上
昇
し
て
い
る
(
叫
吋
子
。

s
m
E
m
r
z丹

ω
2己
c
p
E
C
E
2
0
h
岡
山
ぬ
匂

H
1
2
0
E
E
2
2
w
。、.

門
戸
ミ
E

F』
町
、
。
之
、
之
町
内
九
回
、
K
R
h
h
司
買
主
唱
-
エ
印
u
-
S
)。

b同

家
族
酪
農
場
の
経
営
動
向
|
|
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
、
-
一
ュ

l
ヨ
l
ク
州
を
申
心
と
し
て

l
|
-

ハ
門
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
な
全
体
と
し
て
の
酪
農
業
の
経
営
構
造
の
な
か
で
、
家
族
酪
農
経
営
は
ど
の
よ
う
な
経
営
動
向
を
示
し
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
家
族
農
場
が
支
配
的
な
、
伝
統
的
な
酪
農
の
中
心
地
帯
、
大
湖
諸
州
の
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
と
東
北
部

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
と
を
例
に
と
り
上
げ
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
家
族
的
酪
農
経
営
で
は
規
模
に
よ
る
経
済
性
は
ど
の
よ
う
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
点
か
ら
み
て
い
こ
う
。
第
四
表

は
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
飼
養
頭
数
規
模
別
農
場
ご
と
の
乳
牛
一
頭
当
た
り
に
つ
い
て
の
生
産

費
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
で
は
、
年
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
も
の
の
、

七
八
、

八
O
年
で
み
る

と
飼
養
頭
数
規
模
五

O
t
七
四
頭
の
経
営
階
層
で
乳
牛
一
頭
当
た
り
の
生
産
費
は
ほ
ぼ
最
低
に
な
っ
て
お
り
、

七
五
頭
以
上
の
階
層
に

な
る
と
、
生
産
費
は
や
や
上
昇
し
て
い
る
。
七
八
年
で
は
、
飼
養
頭
数
規
模
五

O
I
七
四
頭
の
経
営
で
の
乳
牛
一
頭
当
た
り
の
平
均
生

産
費
は
一

O
七
三
ド
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、

七
五

t
九
九
頭
で
は
一
一
八
七
ド
ル
、

一
O
O頭
以
上
で
も
一
一

0
0ド
ル
と
な
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
(
も
っ
と
も
、

八
O
年
で
は
三

O
t
四
九
頭
規
模
の
生
産
費
の
ほ
う
、
が
五

O
t
七
四
頭
規
模
よ
り
や
や
下
回
っ
て
い

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

五
七



飼養頭数規模別の乳牛 1頭当たり平均牛乳生産費

一一一ウイスコ γシソ州およびニューョ -?HI-ー
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第 19表

① 

∞
刀

1978 

1980 

ニユ-ヨ一 pナ[.[単位:トド，ル)

|~ω噸頭割|同ω~中~巾-8州叫B白刊41恥"叫叫iドl∞M叫 1141115-叫恥l凶49件9

(ドy]川31一~[いい(「yVlM刈4必~~すヤγ~:十rγ1. 4川刈4必叩ぺ十3お「十~日い~[十いV[ドyγ一lは川川5臼悶3引「l| l ベl 「l 竹I 5 1 3 i l，556[ 1，620¥ 1，676[ 1，696[ 1，774[ 1，840[ 1，844[ 1，797[ 

資料:Wisconsin Farm Business Summary 1979， pp.5-7， ioi・d.1981， pp. 
5-7， New York Dairy Farm M仰 agementB加 nessSun捌 ary1979， 
pp.38-39， ibid. 1981， pp.38-39. 

② 

1，589 

1，839 

1979 

1981 

五
八

る)。

農
業
所
得
率
や
資
本
収
益
率
に
つ
い
て
も
閉
じ
こ
と
が
あ
て
は
ま

り
、
こ
の
点
で
も
五

O
t
七
四
頭
規
模
が
最
高
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
五

O
t
七
四
頭
規
模
で
牛
乳
生
産
費
が
こ
れ
以
上
の
規
模
の
経

営
よ
り
下
回
る
傾
向
は
七
一
ニ

t
七
七
年
に
つ
い
て
は
、

〈

l
)

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
一
層
、
強
く
認
め

一ュ

i
ヨ
l
ク
州
に
つ
い
て
も
、

事
情
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
飼
養
頭
数
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
乳
牛
一
一
現
当
た
り
生
産
費
は
総
じ
て
低

く
な
っ
て
い
る
が
、

七
O
頭
以
上
の
規
模
に
な
る
と
そ
の
生
産
費
が
高
ま

る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
所
得
率
の
点
で
は
五
五

t
六
九
頭
規
模
が

(

Z

)

 

相
対
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
実
は
、
伝
統
的
な
酪
農
地
帯
で
は
家
族
経
営
の
場
合
、
飼

養
頭
数
規
模
五

O
t
七
O
頭
ほ
ど
の
経
営
規
模
が
、
乳
牛
一
頭
当
た
り
の

生
産
費
、
あ
る
い
は
農
業
所
得
率
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
最
も
効
率
的
な

酪
農
経
営
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
上
の
経
営
規
模
、
と

く
に
七
五

l
九
九
頭
に
な
る
と
施
設
一
、
機
械
面
で
過
剰
投
資
傾
向
が
強
ま

っ
て
く
る
。
例
え
ば

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
で
は
一
九
八
一
年
に
乳
牛

頭
当
た
り
の
資
本
投
下
額
は
、

五

O
t七
四
頭
規
模
で
は
、

五
二
一
七
ド



ル
で
あ
る
の
に
対
し
、

(
3〉

七
五

I
九
九
頭
に
な
る
と
、
六
二
三
六
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た

一
O
O頭
以
上
の
階
層
に
な
る
と
、
雇
用
労
賃
費
用
が
上
昇
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
飼
料
の
自
給
基
盤
が
脆
弱
化
す
る
た
め

に
乳
牛
一
頭
当
た
り
の
飼
料
費
も
や
や
か
さ
む
こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

一ュ

l
ヨ
I
ク
州
の
場
合
を
例
に
と
る
と
、

一
九
八
一
年

に
乳
牛
一
頭
当
た
り
に
換
算
し
た
雇
用
労
賃
費
用
は
一

o
o
t
一
一
四
頭
規
模
で
は
一
七
九
ド
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、

五
O
I
六
九
頭

規
模
で
は
一
一
四
ド
ル
で
あ
り
、
飼
料
費
用
も
前
者
の
五
三
八
ド
ル
に
対
し
て
、
後
者
は
四
九
一
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、

一
O
O頭
以
上
の
階
層
で
は
五
五

t
六
九
頭
の
場
合
よ
り
も
乳
牛
一
頭
当
た
り
に
つ
い
て
の
生
産
費
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
農
場
所
得
と
い
う
点
に
な
る
と
事
情
は
異
な
っ
て
く
る
。
七
五
頭
未
満
の
階
層
で
は
飼
養
頭
数
規
模
に
よ
る
乳
牛
一
頭

当
た
り
の
生
産
費
に
は
ほ
と
ん
ど
格
差
が
存
在
し
な
い
か
ら
、
当
然
、
飼
養
頭
数
が
増
加
す
る
に
従
い
、
農
業
所
得
も
増
大
す
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、

そ
れ
以
上
の
規
模
で
も
所
与
の
生
産
費
較
差
の
も
と
で
は
、
経
営
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
農
業
所
得
を
増
大

さ
せ
る
余
地
が
大
き
い
。
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
を
例
に
と
れ
ば
、
経
営
主
の
労
働
報
酬
は
玉

O
頭
未
満
と
そ
れ
以
上
の
階
層
と
の
聞
に

は
格
段
の
所
得
格
差
が
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
経
営
主
の
労
働
報
酬
は
一
九
八

O
年
に
、
飼
養
頭
数
規
模
三

O
頭
未
満
で
は
四

O

0
0ド
ル
、
三

O
t
四
九
頭
で
一
万
五

0
0
0ド
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、

(

5

)

 

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

玉
O
t
七
四
頭
規
模
に
な
る
と
二
万

O
五
0
0ド
ル
に
な
っ

〈

6
)

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
場
合
で
も
飼
養
頭
数
規
模
五
五
頭
を
境
に
し
て
同
様
に
農
業
所
得
に
大
き
な
格
差
が
存
在
し
て
い
た
。
ど
ち
ら

の
州
で
も
八

O
年
に
ア
メ
リ
カ
で
の
世
帯
当
た
り
平
均
所
得
に
等
し
い
か
、

そ
れ
を
上
回
る
農
業
所
得
を
あ
げ
う
る
の
は
、
乳
牛
の
飼

養
頭
数
規
模
五

O
頭
以
上
の
経
営
の
み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
な
ど
に
お
け
る
家
族
的
な
酪
農
経
営
で
は
、
飼
養
頭
数
五

O
頭
と
い
う
規
模

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

五
九



牛乳生産費の地域別比較 (1981年〕
(単位:ドルfI∞kg)

I JfUt$l* tIIl ~:HII コザ I ;~<; I吋 1 東北部大湖諸州ベルト|チ 7 南部太平洋岸)全

13.58112.53114.19116.78117.59115.78114.04 

6. 89 I 5. 74 I 6. 93 1 7. 55 I 7.04 I 6.03 I 6.45 
120.47118.27121・121 24.33 1 24.631 21. 81 I 20.49 

資 本 支 出 費 1 8. 16 1 9.21 1 9.62 1 7.661 6.58 1 5.43 1 

計 128. 63 1 27. 48 1 30. 74 1 31. 99 1 31. 21 1 26. 61 1 

資料:97th Congress， 2nd Session，白ぼtsand Returns of Producing Milk 
in the United States-1979， 1980 and Preminary 1981， pp.5-8 

第 20表

国

8.21 

28.7 

経 常 経 営 費

飼料費

その他

言十

合

O 

が
酪
農
場
と
し
て
自
立
で
き
る
下
限
の
経
営
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
家
族
農
場
が
支
配
的
な
も
と
で
の
酪
農
業
の
経
営
費
構
成
は
ど
う
な

っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

ア
メ
リ
カ
で
の
牛
乳
の
生
産
費
を
地
域
別
に
み
る
と

ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
、

一ュ

1
ヨ

i
ク
州
が
位
置
す
る
大
湖
誇
州
、
東
北
部
に
お
け

る
牛
乳
生
産
費
は

一
九
八
一
年
に
は
次
に
検
討
す
る
太
平
洋
岸
に
つ
い
で
全
国
で

最
も
低
い
水
準
に
位
置
し
て
い
る
。

生
乳
一

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
の
生
産
費
は

全
国
平
均
は
二
八
・
七
ド
ル
で
あ
る
の
に
対
し
て
大
湖
諸
州
で
は
二
七
・
四
八
ド
ル
、

東
北
部
で
は
二
八
・
六
三
ド
ル
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
(
第
却
表
)
。

そ
し
て
、

こ
う
し
た
地
域
で
牛
乳
生
産
費
が
相
対
的
に
低
廉
な
こ
と
は
、
一
九
八
一
年
に
つ
い

七
四
E

八

O
年
を
通
し
て
共
通
に
い
え
る
こ
と
で

L
U
o

て
ば
か
り
で
な
く
、

こ
の
牛
乳
生
産
費
が
全
国
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
は
、

な
に
よ
り
も
飼
料
費

用
部
分
に
起
因
し
て
い
る
。
八
一
年
で
み
る
と
、
大
湖
諸
州
、
東
北
部
に
お
け
る
牛

乳
生
産
費
に
占
め
る
飼
料
費
の
割
ム
口
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
六
%
、
四
七
%
と
全
国
の
四

九
%
を
や
や
下
回
っ
て
い
る
。
と
く
に
飼
料
費
の
な
か
で
も
購
入
配
合
飼
料
費
の
割

合
が
低
い
の
が
両
地
域
に
お
け
る
経
蛍
費
構
成
の
特
徴
で
あ
る
。
全
国
平
均
で
み
る

と
八

O
年
に
購
入
配
合
飼
料
費
が
飼
料
費
全
体
に
占
め
る
比
率
は
三
四
%
に
達
し
て

い
た
が
、
大
湖
諸
州
で
は
、
そ
の
割
合
は
全
国
の
半
分
以
下
の
一
五
%
弱
に
す
ぎ
な



の
投
資
も
加
わ
っ
て
、
機
械
、
施
設
面
な
ど
に
お
け
る
多
額
の
資
本
投
下
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

ニ
ュ

I
ヨ
l

か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、

こ
れ
ら
の
地
域
で
の
さ
き
に
み
た
牛
乳
生
産
に
要
す
る
飼
料
費
は
、
自
家
用
の
飼
料
穀
物
、
牧
草
な
ど
の
生
産
費
を
含

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
飼
料
費
の
割
合
は
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
低
く
評
価
さ
れ
る
と
と
が
多
い
の
で
あ
る
。

一ュ

l
ヨ
l
ク
州
立

大
学
農
学
部
普
及
所
の
サ
ン
プ
ル
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、

%
前
後
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。

一ュ

l
ヨ
i
ク
州
で
は
八

0
年
代
初
頭
で
飼
料
費
は
経
常
経
営
費
の
三

O

要
す
る
に
、
家
族
経
営
が
支
配
的
な
大
湖
諸
州
、
東
北
部
に
お
い
て
も
全
体
と
し
て
は
粗
飼
料
か
ら
濃
厚
飼
料
へ
の
依
存
が
強
ま
っ

て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
穀
物
、
牧
草
い
ず
れ
の
飼
料
も
自
給
基
盤
が
安
定
し
て
お
り
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
牛

乳
生
産
費
が
全
国
水
準
を
下
回
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
で
は
一
酪
農
場
当

た
り
の
平
均
農
地
面
積
が
二
五

O
エ
ー
カ
ー
(
う
ち
、
耕
地
面
積
は
一
七
八
エ
ー
カ
ー
)
に
お
よ
ぶ
こ
と
に
示
さ
九
日
。
牧
草
や
飼
料

穀
物
の
生
産
と
乳
牛
飼
養
と
が
有
機
的
に
密
接
に
連
結
し
て
い
る
と
い
う
酪
農
の
経
営
構
造
に
よ
っ
て
飼
料
費
が
相
対
的
に
低
く
押
さ

え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
経
営
費
の
う
ち
資
本
支
出
費
に
つ
い
て
み
る
と
、
全
国
的
な
趨
勢
と
ほ
ぼ
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
乳
牛
一
頭
当
た
り
の

資
本
支
出
費
を
大
湖
諸
州
で
み
る
と
、

七
五

t
八
一
年
に
三
倍
弱
に
増
大
し
、
八

0
年
代
初
頭
で
五
四

0
ド
ル
に
達
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
む
し
ろ
、
飼
料
費
な
ど
直
接
生
産
費
の
比
率
が
小
さ
い
だ
け
、
生
産
費
全
体
に
占
め
る
資
本
支
出
費
の
比
率
は
全
国
平
均
を
若

(ロ)

干
、
上
回
っ
て
さ
え
い
る
。

こ
の
た
め
、
家
族
経
営
が
支
配
的
な
酪
農
地
帯
に
お
い
て
も
、

そ
こ
で
の
生
産
性
上
昇
の
実
現
は
、
飼
料
作
の
た
め
の
農
業
機
械
へ

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

~ 
J、



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

六

ク
州
で
の
平
均
的
な
酪
農
場
の
場
合
、

そ
こ
で
の
平
均
資
本
投
下
額
は
農
地
、
建
物
を
含
め
て
八
一
年
に
約
四
六
万
ド
ル
に
達
し
て
い

'-ゃ、
A

、

+
J
糸口
N

そ
の
う
ち
、
機
械
、
施
設
へ
の
資
本
投
下
額
だ
け
で
八
万
七

0
0
0
ド
ル
を
占
め
て
い
る
。
と
く
に
機
械
、
施
設
へ
の
資
本
投

下
額
は
七

0
年
代
後
半
に
急
増
し
て
お
り
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
五
O
t
七
回
頭
経
営
を
例
に
と
る
と
、

t
八
O
年
だ
け
で
も
五
万
六

0
0
0
ド
ル
か
ら
七
万
一

0
0
0ド
ル
へ
と
増
大
し
て
い
た
。

そ
の
資
本
投
下
額
は
七
八

酪
農
業
に
お
け
る
技
術
革
新
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
機
械
・
施
設
へ
の
資
本
支
出
が
伝
統
的
な
酪
農
地
帯
で
も
増
大
し
て
い
る
こ
と

は
、
経
営
費
全
体
に
占
め
る
減
価
償
却
費
の
割
合
が
増
大
し
て
い
る
事
実
に
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
酪
農
経
営
の
場

合
、
経
営
費
全
体
に
占
め
る
機
械
・
施
設
の
減
価
償
却
費
の
割
合
は
、
七
九
t
八
一
年
に
も
、
二
%
強
上
昇
し
、
八
一
年
に
は
一
O
%

に
も
達
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
資
本
支
出
の
多
く
は
借
入
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
た
め
、
資
本
支
出
額
が
増
大
す
る
に
し
た
が
っ

て
農
場
が
保
有
す
る
資
産
総
額
に
比
し
て
の
負
債
額
の
比
率
も
当
然
、
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
経
営
規
模
に
よ

っ
て
若
干
の
差
が
あ
る
も
の
の
、
負
債
・
資
産
比
率
は
総
じ
て
ほ
ぼ
三
五
t
四
O
%
に
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
同
時
に
、
諸
投
入
財
の
価
格
も
上
昇
し
、

ま
た
設
備
投
資
に
要
す
る
資
本
も
巨
額
化
す
る
と
と
も
に
、
伝
統
的
な
酪
農
地
帯

で
も
農
場
の
保
有
す
る
負
債
額
は
増
大
し
て
お
り
、
牛
乳
生
産
の
供
給
過
剰
も
目
立
つ
な
か
で
酪
農
経
営
を
め
ぐ
る
経
済
環
境
は
八
O

年
代
に
入
っ
て
徐
々
に
き
び
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
第
別
表
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
酪
農
経
営
を
め

ぐ
る
経
営
諸
指
標
に
示
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

一
九
七
一
t
八
一
年
に
牛
乳
価
格
の
上
昇
率
は
一
一
一
O
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に

対
し
、
乳
牛
二
現
当
た
り
に
つ
い
て
の
平
均
必
要
投
資
額
は
一
四
O
%
、
な
か
ん
ず
く
機
械
に
関
す
る
費
用
は
一
六
九
%
も
上
昇
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
乳
牛
一
頭
当
た
り
に
換
算
し
た
飼
料
費
用
の
上
昇
率
も
二
ハ
二
%
と
乳
価
の
場
合
を
相
当
に
上
回
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。



ニューヨーク州における酪農経営の諸指標(乳牛 l頭当たり〉

|||lm~8l  1971 76 81 
の変化

第 21表

ドル ドJレ ドノレ % 
機 械 費 用 173 243 465 168.9 

飼 料 購 入 費 194 363 508 161. 9 

機 械 設 資額 478 694 1，078 125.5 

土地・建物 投 資 額 1，125 1，964 2，6ヲ3 139.4 

総 投 資 額 2，290 3，706 5，676 147.9 

食 業 所 得 31ヲ 361 470 47.3 

牛乳価格G∞ポγド) 6.21 9.ヲO 13.66 120.0 
当たり

資料 :Neω YorkDairy Farm Ikfanagement Business Sum11Ulry 1981， p.50. 

要
す
る
に
、
伝
統
的
な
酪
農
地
帯
に
お
け
る
家
族
的
酪
農
経
営
に
お
い
て
も
、
乳
牛
一
頭

当
た
り
に
つ
い
て
の
所
得
マ
ー
ジ
ン
は
低
下
し
つ
つ
あ
る
た
め
に
、
飼
養
規
模
の
拡
大
に
よ

ら
ざ
る
を
え
な
い
経
営
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
濃
厚
飼
料
へ
の
依
存
度

を
高
め
、
泌
乳
量
の
増
大
に
よ
っ
て
所
得
率
の
低
下
傾
向
を
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
対
応
も
強

ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
営
構
造
の
も
と
で
、

八
0
年
代
初
頭
に
は
七

0
年
代

に
比
べ
て
、
飼
養
頭
数
五

O
t
七
五
頭
の
階
層
と
そ
れ
以
上
の
階
層
と
の
聞
の
、
単
位
当
た

り
牛
乳
生
産
費
の
格
差
は
縮
小
し
て
お
り
、
資
本
収
益
率
で
は
む
し
ろ
規
模
の
大
き
な
経
営

の
ほ
う
が
上
回
っ
て
お
り
、
家
族
農
場
で
も
規
模
拡
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
増
大
し
つ
つ
九
日
。

こ
の
結
果
、
飼
養
頭
数
規
模
玉

O
頭
未
満
の
酪
農
場
は
、
家
族
経
営
の
場
合
で
も
次
第
に
淘

汰
さ
れ
る
情
勢
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
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l
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こ
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司
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八
・
四
%
と
な
っ
て
い
る
(
句
、
さ
吋
寄
除

。a.、い
官
、
聖
書
』
含
諸
島
町
内
苦
言
語
H

凶

5
3
2
h
句

R
E司
E
可匂

H
U』
N
W

匂
匂
・
白
血
包
)
。

(

3

)

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ソ
州
に
お
け
る
乳
牛
一
頭
当
た
り
の
資
本
投
下
額
に
つ
い
て
は
、
司
。
円

g
-

弘
首
、
晶
、
道

N
w
a
S
E
h
匂
建
国

saw-ハ可

H
U
E
-

唱
-m-
ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
け
る
規
模
階
層

別
の
乳
牛
一
頭
当
た
り
の
労
賃
費
用
、
お
よ
び
飼
料
費
に
つ
い
て
は
、
切
な
さ
吋
司

bph.ミ

『
晶
、
遺
〉
品
s
b
hミ語、
3HU
也
、
.
町
民
同
-
w
-
v
司
・
日
∞
!
日
唱
。
た
だ
し
、
ウ
ィ
λ

コ
ン
シ
ソ
州
に
お
け
る
、

/、



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

ノ、
四

一
O
O頭
以
上
の
規
模
で
は
乳
牛
一
一
政
当
た
り
の
資
本
投
下
額
は
、
そ
れ
未
満
、
と
く
に
七
五

t
九
九
頭
の
階
層
に
比
べ
て
相
当
に
低
く
な
っ

て
お
り
、
機
械
・
施
設
の
利
用
面
か
ら
み
る
と
一

O
O頭
以
上
の
経
営
の
ほ
う
が
効
率
的
な
こ
と
が
分
か
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
七
五

t
九
九

頭
規
模
が
乳
牛
一
一
政
当
た
り
に
つ
い
て
の
生
産
費
お
よ
び
資
本
投
下
額
の
い
ず
れ
か
ら
み
て
も
、
最
も
非
効
率
な
経
営
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
な
お
、
家
族
的
酪
農
経
営
に
お
い
て
、
飼
養
規
模
ご
と
の
且
ケ
l
ル
メ
リ
ッ
ト
が
ど
の
よ
う
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
に
一

O
O頭
以
上
規
模
の
経
営
を
規
模
階
層
ご
と
に
細
分
化
し
、
ま
た
、
期
間
を
本
文
で
考
察
し
た
よ
り
も
長
期
に
と
っ
て
検
討

し
な
け
れ
ば
正
確
さ
を
欠
〈
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

F
1
0
匂・

ωロ
r
2
H
N
S《ご)同
rmHim-
。
、
・
円
た
J
E
M
-
-白血
l
-
S
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
七

一一一

t
七
八
年
ま
で
の
ウ
ィ
ス
コ

γ
シ

γ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
飼
養
規
模
別
の
生
産
費
比
較
の
数
字
か
ら
勘
案
し
て
、
七

0

年
代
末
か
ら
八

0
年
代
に
な
る
と
五

O
I
七
四
頭
規
模
と
そ
れ
以
上
の
規
模
階
層
と
の
生
産
費
格
差
が
縮
小
し
、
規
模
拡
大
の
メ
ロ
ッ
ト
が
強

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

(

4

)

旬
、
言
問
。
、
b
u
n
R
ミ
『
雪
量

E
E
E
hミ
号
、
民
同
E
胸、
HEh--・・

ψ

毛

-ht-
二泊
2
・

3
・日白

1
3・

(

5

)

ヨ
心
拍
町
内
逗

hh=
『
巴
、
語
句
8
3
m
w
h
a
u
a達、
LNE、い官同
MW白
hw
喝・ニ・

(

6

)

川町一足

r
。
。
ロ
ぬ
円

mmwmu-mw同∞向日出血
5
p
司
、
円
九

Hよ
司
エ
な
ど
。

(

7

)

由一同丹}回。。ロぬ同

0
2・
M
ロ
ι
ω
o
m
z
-
o
p
。、

.
1
h
J
M】・白・

(
8
)
N『
偽
足
、
州
、
。
込
む
た
ミ
旬
発
書
』
出
品
諸
島
内

2s-SH
』

W
8
2
s
h
i
-
-
J
4・門
h
h
J
5
2
・司・

8
・

(

9

)

』
ミ
白
町
内
苦
言
。
¥
入
山
崎
3.円程
h
H
R
R
〈
O
}
・
ア
宮
同
門

S
4弓
2
8
5
5
w
司・目。一
ω
・

(
叩
)
例
え
ば
議
会
で
の
証
言
に
よ
る
と
、
東
北
部
の
ヴ

7
1
モ
γ
ト
州
の
搾
乳
牛
頭
数
規
模
五
五
頭
の
典
型
的
な
家
族
酪
農
場
で
は
、
サ
イ
レ
l

ジ
用
に
と
う
も
ろ
こ
し
を
六

O
エ
ー
カ
ー
お
よ
び
ア
ル
フ
ア
ル
フ
ァ
を
中
心
と
し
た
牧
草
地
を
二
五

O
エ
ー
カ
ー
経
営
し
て
お
り
、
飼
料
、
牧

草
生
産
と
乳
牛
飼
養
と
が
密
接
に
経
営
内
部
で
連
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る

(
S
F
n。口問
B
m
p
-
z
ω
2
2
2
r
問。

5
0
C同
月
中

間

}
3
2
2阻止
5
9
毛・

2
H
J
0・
え
た
ミ
ミ

b
s礼
切
さ
き
室
内
む
訟
も
さ
司
。
¥
人
九
回
、
号
ミ
HRミ

S

S
内
足
。
、

-H
マE
N
-
-
唱∞
-
L
E
E
)
0

(

U

)

な
お
、
一
九
七
五

t
八

O
年
に
は
大
湖
諸
州
、
東
北
部
の
い
ず
れ
で
も
い
門
の
酪
農
盆
不
全
体
で
み
た
場
合
と
同
様
に
、
資
本
支
出
費
の
な
か
で

は
家
畜
費
用
も
顕
著
に
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
家
族
的
酪
農
経
営
で
も
駄
牛
の
淘
汰
、
乳
牛
の
更
新
期
間
の
短
縮
化
に
よ
り
泌
乳
量

の
増
大
が
図
ら
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

(
ロ
)
刊
で
ご
円
。
E
3
司
E、
言
切
s
s
n
h
h
匂
律
違
司
E
、い官

NUMWU-
匂
-PKFh札
-
H
u
s
-
H
Y
日・



(ロ

)
p
s
P
L
U
S
-ミ
同
吐
晶
、
違
憲
き
需
奇
異

H
S
-
-
m
y
号、
-LSHw
司・

2
・

(
同
)
日
本
貿
易
振
興
会
『
前
掲
書
』
、
三
九
頁
。
ま
た
、
議
会
で
の
ニ
ュ

1
イ
Y
グ
ラ

γ
r
地
域
に
お
け
る
麟
農
民
の
証
言
に
よ
る
と
、
乳
牛

一
一
頭
当
た
り
に
つ
い
て
の
投
資
額
は
平
均
五

0
0
0
ド
ル
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
一

Q
O
頭
経
営
の
場
合
に
は
五

O
万
ド
ル
の
投
資
が
必

要
で
、
こ
れ
を
信
用
に
依
存
す
る
農
家
は
高
利
子
率
も
加
わ
っ
て
年
間
利
子
支
払
額
は

λ
O
年
で
六
万
五

0
0
0
ド
ル
に
お
よ
び
、
そ
れ
が
経

営
を
圧
迫
す
る
大
ぎ
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
(
泊
三
r
h
D国
間

5
2
一三

ω。8
2
p
出
C
Z
E
c
h
列。司
5
2
E巳
Z
g
u
。、
-
c
h・-

9
え
た
~
4
2ら

S
丸
岡
町

S
S号
。
。
誌
を
芯
昌
也
、

kf之
内
宮
内
室
、
と
お
き
匂
号
、
h
b
E
h
H
w
可・

5
0

も
っ
と
も
、
家
族
農
場
が
支
配
的
な
地
域
に
お
け
る
酪
農
場
の
資
本
投
下
額
、
設
備
投
資
額
も
確
か
に
急
増
し
て
い
る
も
の
の
、
飼
養
頭
数

規
模
と
の
関
連
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、
そ
の
資
本
投
下
額
は
日
本
の
北
海
道
な
ど
と
比
べ
て
も
過
大
な
水
準
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
ウ
ィ
ス
コ

γ
シ
ソ
州
や
ニ
ュ

1
ヨ

1

p
州
で
は
自
給
飼
料
の
基
盤
は
強
固
で
飼
料
購
入
費
の
割
合
は
低
〈
、
さ
ら
に
古
い
農
業
機
械
や
施
設
も
な
る
べ
く

補
修
し
て
使
用
し
、
資
本
支
出
の
増
大
も
で
ぎ
る
だ
け
抑
制
す
る
よ
う
な
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。
技
術
革
新
の
成
果
を
着
実
に
受
け
入
れ
つ

つ
も
、
総
じ
て
堅
実
な
酪
農
経
営
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

(
日
)
八

0
年
代
に
入
っ
て
、
と
く
に
東
北
部
の
酪
農
業
を
め
ぐ
る
経
済
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
さ
き
の
第
九
七
連
邦
議
会
の
下
院
の
農

業
小
委
員
会
に
お
け
る
各
証
人
の
陳
述
に
生
身
と
一
不
さ
れ
る
令
役
人
w

匂
匂
・

8
四泊
)

G

主
た
、
諸
経
費
高
騰
の
な
か
で
規
模
拡
大
に
よ
っ
て
対

応
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
き
の
注
(
9
〉
の
証
人
の
陳
述
に
も
具
体
的
に
示
さ
れ
る

(sh礼
J
E
w
-
-印
}

】

印
N
)
。

(
日
目

)
5
R
S弘
司

F
S
E
g
g
-
E苦
言
、
予

N
u
h
P
3・
N
-
Z
M
1
F
S吋
巴
可

b
u
n
t、
旬
、
色
、
苦
〉
出
向
諸
島
町
内
言
語

F
H
U
-
S
W
3・
ι
?土

な
ど
。

(
げ
)
な
お
、
伝
統
的
な
酪
農
地
帯
、
と
く
に
ウ
ィ
ス
コ
ゾ
シ
ソ
州
な
ど
の
家
族
的
酪
農
経
営
で
は
、
市
場
向
け
の
穀
作
経
営
と
酪
農
経
営
の
複
合

経
営
や
乳
肉
複
合
経
営
を
行
な
っ
て
い
る
農
場
も
多
い
。
例
え
ば
、
一
九
七
八
年
七
ソ
サ
ス
で
み
る
と
ウ
ィ
ス
コ

γ
シ
ソ
州
で
は
、
四
分
の
一

の
酪
農
場
で
穀
物
を
市
場
向
け
に
販
売
し
て
お
り
、
そ
の
平
均
販
売
額
は
七

0
0
0
ド
ル
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
酪
農
場
の
場

合
、
肉
牛
向
け
に
よ
る
販
売
粗
収
益
は
牛
乳
に
よ
る
粗
収
益
の
ほ
ぼ
こ

O
%に
達
し
て
お
り
、
全
国
の
場
合
の
比
率
よ
り
も
は
る
か
に
高
く
な

っ
て
い
る

(NUudnss句
色

k
i
h
h
2円
宮
内
宮
、

.3
〈
己
・
ア
宮
司
同
右
巧
広

8
5
5
p
司

5
0
0
こ
の
た
め
、
家
族
的
酪
農
場
の
経
営
構
造

を
分
析
す
る
際
に
は
、
た
ん
に
乳
牛
頭
数
規
模
別
に
つ
い
て
の
経
営
収
支
を
考
察
す
る
だ
け
で
な
く
、
穀
作
お
よ
び
乳
肉
複
合
経
営
と
の
関
連

に
つ
い
て
も
論
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、
そ
こ
ま
で
立
ち
入
っ
た
考
察
は
で
き
な
か
っ
た
。

ア
メ
り
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

六
五



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

六
六

(司

ド
ラ
イ
・
ロ
ヴ
ト
の
経
営
動
向

六
0
年
代
後
半
か
ら
七

0
年
代
以
降
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
中
心
と
し
た
太
平
洋
岸
南
部
、

お
よ
び
フ
ロ
リ
ダ
州
な
ど
で
は
、
ハ
門

で
み
た
よ
う
に
乳
牛
の
飼
養
頭
数
規
模
が
、

五
O
O頭
あ
る
い
は
一

0
0
0頭
を
上
回
る
よ
う
な
大
規
模
酪
農
経
営
が
次
第
に
発
展
す

(

l

)

 

い
わ
ゆ
る
グ
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
d

と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
残
念
な
が
ら
こ
う
し

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

た
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
の
経
営
構
造
や
、
経
営
上
の
特
質
を
詳
細
に
知
り
う
る
十
分
な
デ

l
タ
を
有
し
て
い
な
い
。

P
F
J
-

、

今

J
中
J

そ
の
経
営
上
の
特
徴
は
、
従
来
ま
で
の
牧
草
や
飼
料
穀
物
な
ど
の
生
産
と
乳
牛
飼
養
、
搾
乳
を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
る
経
営

方
式
と
異
な
り
、
両
者
を
切
り
離
し
、
乳
牛
飼
養
・
搾
乳
に
特
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
酪
農
経
営
の
ス
ケ
ー
ル
・
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限

に
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
、

と
一
般
化
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
大
規
模
経
営
は
温
暖
地
、
乾
燥
地
域
に
立
地
し
て

い
る
た
め
に
、
畜
舎
施
設
費
が
相
対
的
に
割
安
で
す
み
、

(
2
)
 

て
も
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
糞
尿
処
理
な
ど
が
極
め
て
容
易
で
あ
る
、

と
い
う
立
地
条
件
に
よ
っ

さ
て
、
こ
う
し
た
大
規
模
酪
農
経
営
の
経
営
構
造
を
、

そ
の
牛
乳
生
産
費
お
よ
び
生
産
費
の
構
成
か
ら
み
て
い
こ
う
。
も
っ
と
も
、

ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
で
の
経
営
費
に
関
す
る
資
料
が
少
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
が
集
中
す
る
、
大
平
洋
岸
、
南
西
部
に
お
け
る
牛
乳
生
産
費

を
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
も
の
と
比
較
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
の
牛
乳
生
産
費
を
推
測
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、

一
九
七
四

t
七
九
年
平
均
で
地
域
別
に
み
る
と
、
牛
乳
一

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
の
生
産
費
が
最
も
低
い
の
は
、
太
平
洋

こ
れ
は
全
国
平
均
よ
り
も
七
・
入
%
ほ
ど
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
前
出
第
却
表
に
示
さ
れ

岸
の
一
九
・
九
三
ド
ル
で
あ
り
、

る
よ
う
に

一
九
八
一
年
で
み
て
も
、
地
域
間
の
生
産
費
格
差
は
や
や
縮
小
し
て
い
る
も
の
の
、

一
0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
牛
乳
生

産
費
は
太
平
洋
岸
地
域
で
は
二
六
・
六
ド
ル
と
全
国
で
最
低
水
準
を
示
し
て
い
る
。



第 22表牛乳生産費の構成(乳牛 i頭当たり)

一一一太平洋岸， カ Uフオノレニア外!における一一一

構成比

% 
76.9 

1980 

生産費|

l，mki 
構 成 比

J| 

1975 

生産費 1

96721 

①直接生産費 928.00 83.3 1，252.56 73. 7 

飼 料 費 66. 7 56.5 

(うち購入配合飼料) (338.36) (30.4) (397.34) (23.4) 

雇 用 労 賃 76.53 6.9 123.35 7.3 

そ の 他 108.07 9. 7 168.29 9.9 
②間接生産〉費 3ヲ.35 3.6 54.19 3.2 

(一般管理費など

営経常経

費 146.341 13・11 393ω| 

|1，113.691 (1∞州 1，700引
資料:95th Congress， 1 st Session， op. cit.，凸 stsof producing Milk in 

the United States， p.38. 97th Congress， 2nd Session， op. cit.， p. 57. 
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出

計

支本

A 

'" 

資

こ
の
よ
う
に
太
平
洋
岸
地
域
で
一

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
の

牛
乳
生
産
費
が
最
低
だ
と
い
う
事
実
こ
そ
、

こ
の
地
域
で
急
速
に

発
展
し
て
い
る
大
規
模
酪
農
経
営
の
生
産
性
の
高
さ
を
反
映
し
て

い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
太
平
洋
岸
の
生
産
費
は
そ

の
構
成
か
ら
み
る
と
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

第
辺
表
を
み
て
何
よ
り
も
目
立
つ
の
は
、
生
産
費
全
体
に
占
め
る

直
接
生
産
費
、
と
く
に
飼
料
費
の
割
合
が
高
く
、
対
照
的
に
資
本

支
出
費
の
比
率
、
が
低
い
こ
と
で
あ
る
。
全
国
平
均
で
み
る
と

九
八
O
年
に
生
産
費
全
体
に
占
め
る
飼
料
費
の
割
合
は
四
七
・
七

弘
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
太
平
洋
岸
地
域
で
は
こ
れ
よ
り
九
ポ
イ
ン

ト
も
高
い
、

五
六
・
五
%
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
飼
料
費
の

比
率
の
高
さ
は
も
っ
ぱ
ら
購
入
配
合
飼
料
部
分
に
起
因
し
て
い
る
。

飼
料
費
全
体
に
占
め
る
購
入
配
合
飼
料
費
の
割
合
は
全
国
平
均
で

は
三
四
臥
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
そ
の
比
率
は
四
O
%
を

上
回
っ
て
い
る
。

」
の
結
果
、
太
平
洋
岸
地
域
で
の
(
乳
牛
一
頭

当
た
り
の
〉
飼
料
費
は
推
定
で
は
全
国
の
一
・
五
倍
に
も
相
当
す

る。

六
七



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

六
八

こ
の
他
、
直
接
生
産
費
の
内
訳
で
は
、
雇
用
労
賃
の
比
率
が
高
い
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
産
費
全
体
に
占
め
る

雇
用
労
賃
の
割
合
は
全
国
の
三
・
四
%
に
対
し
、
太
平
洋
岸
で
は
そ
の
二
倍
以
上
の
七
・
三
%
で
あ
り
、
雇
用
労
働
に
と
も
な
う
支
払

い
賃
銀
額
も
乳
牛
一
頭
当
た
り
に
換
算
す
る
と
全
国
の
三
倍
ち
か
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
払
記
。

一
方
、
対
照
的
に
資
本
支
出
費
は
、
生
産
費
全
体
に
占
め
る
構
成
比
で
も
、

そ
の
水
準
で
も
全
国
平
均
を
は
る
か
に
下
回
る
(
前
出

第
却
表
)
。
な
か
で
も
、
機
械
も
ふ
く
め
て
建
物
、
設
備
に
要
す
る
支
出
額
(
乳
牛
一
頭
当
た
り
の
)
は
太
平
洋
岸
の
場
合
、
こ
と
に

低
く
な
っ
て
い
る
。
乳
牛
一
頭
当
た
り
で
み
る
と
、
機
械
支
出
額
が
相
対
的
に
小
さ
い
の
は
、
飼
料
生
産
の
比
重
が
低
い
こ
と
や
大
規

模
経
営
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
し
、

ま
た
周
年
を
通
し
て
乾
燥
・
温
暖
で
あ
る
と
い
う
立
地
上
の
メ
リ
ッ
ト
に

(

6

)

 

よ
っ
て
畜
舎
や
搾
乳
施
設
に
要
す
る
費
用
も
相
当
に
割
安
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
乳
牛
一
頭
当
た
り
の
生
産
費
で
み
る
と
太
平
洋
岸
地
域
の
場
合
、
直
接
生
産
費
は
飼
料
費
、
雇
用
労
賃
を
中
心
に
ア
メ

リ
カ
の
平
均
水
準
を
相
当
に
上
回
り
、
逆
に
資
本
支
出
費
は
、
建
物
、
施
設
費
を
中
心
に
低
く
、

そ
の
結
果
、
乳
牛
二
頭
当
た
り
の
生

産
費
合
計
は
全
国
平
均
よ
り
や
や
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
大
規
模
H
多
頭
飼

育
に
よ
っ
て
固
定
施
設
費
や
資
本
支
出
費
を
最
大
限
に
削
減
す
る
こ
と
に
経
営
の
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
一
記
。
そ

こ
の
こ
と
は
、
雇
用
労
働
や
購
入
飼
料
へ
の
依
存
を
強
め
な
が
ら
、
乳
牛
飼
養
、
搾
乳
の
効
率
化
を
図
り
、

し
て
、
太
平
洋
岸
地
域
で
は
確
か
に
乳
牛
二
頭
当
た
り
の
牛
乳
生
産
費
は
全
国
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
濃
厚
飼
料
へ
の
依
存

度
が
高
く
、

ま
た
乳
牛
が
短
期
に
更
新
さ
れ
る
た
め
に
一
頭
当
た
り
の
平
均
泌
乳
量
が
全
国
平
均
を
相
当
に
上
回
っ
て
お
り
、

こ
の
結

果
、
牛
乳
一

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
の
生
産
費
で
は
全
国
で
最
も
低
い
水
準
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

事
実
、
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
の
発
展
が
目
立
つ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、

ア
リ
ゾ
ナ
州
な
ど
で
の
乳
牛
一
頭
当
た
り
の
年
間
平
均
泌
乳
量



ほ
ど
低
廉
に
な
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
飼
料
費
や
そ
の
他
の
主
要
直
接
費
は
、
飼
養
規
模
に
よ
る
差
異
は
な
い
も
の
の
、

七

O
O頭

は
六
五

0
0
1
六
八

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
全
国
平
均
を
は
る
か
に
上
回
り
、
さ
ら
に
七
九

t
八
一
年
を
と
っ
て
も
そ
の
泌
乳
量
の
伸
び

(
8〉

は
全
国
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
多
頭
飼
養
、
搾
乳
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
発
揮
と
並
ん
で
、
濃
厚
飼
料
へ
の

依
存
や
乳
牛
の
短
期
更
新
、

さ
ら
に
は
D
H
I
事
業
と
結
び
つ
い
た
飼
料
給
与
法
の
改
釜
百
、
飼
養
管
理
の
合
理
化
な
ど
に
よ
る
泌
乳
量

の
増
大
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
的
酪
農
経
営
の
も
う
一
つ
の
特
徴
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
乳
牛
の
飼
養
頭
数
規
模
の
点
で
は
家
族
農
場
タ
イ
プ
を
は
る
か
に
上
回
る
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
の
場
合
、
経
営
の
ス
ケ

l

ア
リ
ゾ
ナ
州
に
お
け
る
乳
牛
飼
養
頭
数
三
五

O
頭
と
七

O
O頭
の
そ
れ
ぞ
れ
の

経
営
に
お
け
る
乳
牛
一
頭
当
た
り
に
つ
い
て
の
資
本
投
下
額
お
よ
び
経
営
費
を
検
討
し
た
一
研
究
に
よ

ι目
、
三
五

O
頭
規
模
の
ほ
う

ル
メ
リ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

が
、
七

O
O頭
規
模
の
場
合
よ
り
も
そ
の
資
本
投
下
額
は
二

O
%
ほ
ど
、
額
に
す
る
と
一

0
0
0ド
ル
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
る
。
乳
牛

一
頭
当
た
り
に
つ
い
て
み
る
と
、
三
五

O
頭
規
模
の
資
本
投
下
額
が
高
い
の
は
、

も
つ
ぽ
ら
施
設
、
設
備
、

と
く
に
搾
乳
施
設
(
パ

l

ラ
!
と
そ
の
付
属
施
設
)
に
と
も
な
う
資
本
支
出
費
に
由
来
す
る
。
三
五

O
頭
規
模
の
経
蛍
が
要
す
る
パ
ー
ラ
ー
施
設
で
も
、
稼
動
率

を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
七

O
O頭
の
搾
乳
が
充
分
に
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、

乳
牛
一
頭
当
た
り
に
要
す
る
年
間
の
経
営

費
用
総
額
も
、
三
五

O
頭
規
模
の
場
合
に
は
二
三

O
一
ド
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、

七

O
O頭
規
模
で
は
一
一
一
一
一
一
一
ド
ル
と
、
九

0
ド
ル

規
模
の
ほ
う
が
資
本
投
下
額
が
小
さ
い
分
だ
け
減
価
償
却
費
部
分
も
少
な
く
、
修
理
費
や
一
般
管
理
費
部
分
も
削
減
で
き
る
か
ら
で
あ

る。
こ
の
よ
い
つ
に
、

ア
リ
ゾ
ナ
州
の
事
例
で
は
乳
牛
の
飼
養
頭
数
規
模
七

O
O頭
の
場
合
に
は
、
そ
れ
以
下
の
規
模
の
経
営
に
比
べ
て
、

乳
牛
二
現
当
た
り
の
生
産
費
が
低
下
し
て
お
り
、
多
頭
飼
育
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
は
明
ら
か
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

ノ、

九



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

七
O 

飼
養
頭
数
規
模
が
七

O
O頭
を
上
回
る
場
合
は
ど
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
の
事
例
調
査
に
よ
る
と
乳
牛
の

飼
養
頭
数
規
模
が
七
五

O
頭
ま
で
は
乳
牛
一
頭
当
た
り
の
生
産
費
は
飼
養
頭
数
規
模
が
増
大
す
る
の
に
比
例
し
て
減
少
し
、
規
模
の
経

済
性
が
働
く
こ
と
が
明
確
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
も
、
ミ
ル
ク
パ
ー
ラ
ー
な
ど
の
搾
乳
施
設
が
よ
り
集
約
的
に
利
用
で
き
、

そ
れ
に
見
合
っ
た
効
率
的
な
労
働
力
の
編
成
が
可
能
に
な
り
、
乳
牛
一
頭
当
た
り
に
換
算
し
た
施
設
・
装
備
費
お
よ
び
労
働
費
用
が
低

廉
化
す
る
た
め
で
あ
る
。

他
方
で
、

七
五

O
頭
以
上
の
飼
養
頭
数
規
模
に
な
る
と
現
在
の
給
飼
、
搾
乳
施
設
面
で
の
技
術
水
準
の
も
と
で
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
は
ほ
と
ん
ど
働
か
な
く
な
る
。
も
っ
と
も
、

七
五

O
頭
以
上
の
規
模
に
な
る
と
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
は
働
か
な
い
も
の
の
規
模
拡
大

に
と
も
な
う
費
用
逓
増
(
乳
牛
一
頭
当
た
り
に
つ
い
て
の
)
も
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
た
め
、
最
大
限
の
農
業
所
得
を
稼
得
し
よ
う
と
し

て
、
当
然
、
飼
養
頭
数
規
模
を
拡
大
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
飼
養
頭
数
規
模
が
一
万
頭
に
も
お
よ
ぶ
大
規
模
フ
ィ
ー
ド
・
ロ
ッ
ト
が
出

現
す
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し

こ
の
場
合
、
飼
養
頭
数
規
模
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
経
営
内
部
に
不
安
定
要
素
を
よ
り

多
く
含
む
こ
と
に
な
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
経
営
の
場
合
、
購
入
飼
料
へ
の
依
存
度
が
高
い
た
め

に
、
そ
の
経
営
収
支
の
動
向
は
飼
料
を
自
給
生
産
す
る
家
族
農
場
の
場
合
に
比
べ
て
、

は
る
か
に
飼
料
穀
物
の
市
場
動
向
、
さ
ら
に
は

乳
価
の
変
動
に
左
右
さ
れ
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
糞
尿
処
理
面
で
も
よ
り
多
く
外
部
経
済
に
し
わ
ょ
せ
を
生
ず
る
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
多
頭
集
中
飼
養
、
搾
乳
方
式
に
よ
り
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
発
揮
し
、

ま
た
泌
乳
量
の
潟
大
を
図
っ
て
、
こ
の
よ
う
に

急
激
な
生
産
性
の
上
昇
を
実
現
し
て
き
た
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
の
場
合
、
同
で
み
た
よ
う
な
家
族
経
営
が
支
配
的
な
伝
統
的
酪
農
地
域
に

こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

も
進
出
し
、

そ
こ
で
発
展
す
る
可
能
性
が
存
在
す
る
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、



族
的
酪
農
経
営
の
存
立
基
盤
を
お
び
や
か
す
こ
と
は
、

か
ぎ
り
、
家
族
農
場
の
規
模
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
よ
う
な
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
が
大
湖
諸
州
や
東
北
部
に
ま
で
普
及
、
発
展
し
、
家

い
ま
の
と
こ
ろ
な
い
と
み
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
家
族
経
営
は
、

そ
の
経
営
上

ま
ず
、
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
な
ど
で
家
族
経
営
が
支
配
的
な
酪
農
中
心
地
域
に
お
け
る
牛
乳
生
産
費
も
太
平
洋
岸

地
域
に
比
べ
て
ほ
と
ん
ど
遜
色
が
な
い
事
実
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
七
九
、
八

O
年
の
場
合
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
む
し
ろ
年

に
よ
っ
て
は
、
東
北
部
、
大
湖
諸
州
に
お
け
る
牛
乳
単
位
当
た
り
の
生
産
費
は
太
平
洋
岸
地
域
の
生
産
費
を
下
ま
わ
っ
て
さ
え
お
り
、

家
族
農
場
の
経
営
効
率
か
一
義
的
に
企
業
的
大
規
模
酪
農
経
営
に
劣
る
と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ
が
。
こ
れ
は
、
家
族
酪
農
経
営
で
も

大
規
模
酪
農
経
営
で
採
用
さ
れ
て
い
る
の
と
同
種
の
施
設
、
設
備
の
導
入
も
一
部
で
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
ド

お
よ
び
D
H
I
事
業
の
普
及
と
結
び
つ
い
た
飼
料
給
与
法
の
改
善
な
ど
に
よ
り
、
泌

乳
量
を
増
大
さ
せ
る
努
力
も
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
帰
国
し

L
問。

ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
と
同
様
に
濃
厚
飼
料
へ
の
依
存
、

さ
ら
に
、
大
湖
諸
州
の
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
な
ど
で
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
家
族
的
酪
農
経
営
の
場
合
、
自
給
飼
料
用
に
飼

料
作
と
乳
牛
飼
養
、
搾
乳
を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
る
ば
か
り
か
、
市
場
向
け
の
飼
料
穀
作
経
営
と
酪
農
経
営
と
の
複
合
経
営
や
、
乳
肉

複
合
経
営
さ
え
も
行
な
っ
て
い
る
農
場
が
多
い
。
こ
こ
で
は
穀
作
と
の
複
合
経
営
や
乳
肉
複
合
経
営
に
よ
っ
て
、
乳
牛
飼
養
、
搾
乳
だ

け
に
特
化
し
た
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
の
場
合
に
は
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
家
族
成
員
に
よ
る
集
約
的
、
効
率
的
な
労
働
力
利
用
も
行
な
わ
れ
、

そ
の
こ
と
が
飼
料
の
自
給
と
と
も
に
そ
こ
で
の
酪
農
経
営
に
弾
力
性
と
強
靭
性
を
与
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
太
平
洋
岸
地
域
と
伝
統
的
な
酪
農
地
帯
と
の
牛
乳
生
産
費
、
さ
ら
に
は
生
産
費
の
構
成
な
ど
の
特
徴
を
比
較
し
て
み
る

の
特
質
を
生
か
し
た
う
え
で
、
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
に
固
有
な
経
営
技
術
上
の
特
質
を
部
分
的
に
、
導
入
、
活
用
で
き
る
か
ら
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
何
よ
り
も
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
的
な
大
規
模
経
営
が
伝
統
的
な
酪
農
地
域
に
も
発
展
す
る
よ
う
に
・
な
れ
ば
、
大
西
洋
岸
地
域
や

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

七



ト
的
大
規
模
酪
農
経
営
が
さ
ら
に
発
展
し
、
そ
こ
で
の
牛
乳
生
産
が
増
大
す
れ
ば
、
牛
乳
の
市
場
動
向
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

そ
の

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

七

南
西
部
で
は
温
暖
地
、
乾
燥
地
ゆ
え
に
少
額
で
す
ん
で
い
る
畜
舎
施
設
に
要
す
る
資
本
支
出
費
お
よ
び
糞
尿
処
理
費
用
が
、

は
る
か
に

多
額
に
の
ぼ
り
、
公
害
問
題
な
ど
も
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
、
が
ち
だ
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
太
平
洋
岸
地
域
、
南
西
部
、

さ
ら
に
は
フ
ロ
リ
ダ
州
な
ど
南
東
部
の
一
部
で
、
現
在
、
展
開
さ
れ
て
い
る
ド
ラ
イ
・
ロ
ツ

波
及
効
果
を
通
じ
て
伝
統
的
な
酪
農
地
帯
に
お
け
る
個
別
経
営
聞
の
競
争
条
件
を
一
層
き
び
し
く
、
家
族
酪
農
経
営
内
部
で
の
階
層
分

解
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
が
、
当
然
、
予
想
さ
れ
る
の
で
払
出
。

浅
(

1

)

こ
こ
で
対
象
と
す
る
よ
う
な
大
規
模
酪
農
経
営
を
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
と
呼
ぶ
ゆ
え
ん
は
必
ず
し
も
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の

y
ラ
イ
・
ロ
ツ

ト
が
乾
燥
地
に
立
地
し
、
乳
牛
を
収
容
す
る
畜
舎
の
敷
地
が
乾
い
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
2
〉
な
お
、
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
の
施
設
お
よ
び
経
営
技
術
よ
の
特
徴
と
し
て
は
、
飼
料
を
完
全
配
合
飼
料
(
コ
ン
プ
リ
ー
ト
・
フ
ィ

I
r
)
に
依

存
す
る
割
合
が
高
い
こ
と
、
コ
ラ
ル
シ
ス
テ
ム
や
フ
リ
l

・
ス
ト
ー
ル
形
式
な
ど
の
畜
舎
を
使
用
し
て
、
泌
乳
量
、
経
産
年
齢
な
ど
が
ほ
ぼ
等

し
い
乳
牛
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
た
群
飼
養
管
理
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
搾
乳
施
設
は
も
っ
ぱ
ら
パ
ー
ラ
ー
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
、

な
ど
を
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
伝
統
的
な
酪
農
地
帯
に
お
け
る
家
族
経
営
で
も
、
完
全
配
合
飼
料
に
依
存
し
た
り
、
搾
乳
施
設
と

し
て
パ
ー
ラ
ー
を
使
用
す
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
的
な
大
規
模
酪
農
経
営
の
経
営
技
術
上
お
よ
び
施
設
面
で
の

特
性
を
伝
統
的
な
経
営
に
対
比
さ
せ
て
一
義
的
に
い
う
こ
と
は
む
ず
か
し
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
最
近
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
施
設
お

よ
び
経
営
技
術
の
動
き
と
し
て
は
、
西
貝
正
彦
「
一
九
七

0
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
酪
農
施
設
の
変
遷
付
、
目
、
同
」
(
『
畜
産
の
研
究
』

第
三
八
巻
第
五

t
七
号
、
一
九
八
四
年
)
お
よ
び
、
鈴
木
省
三
「
ア
メ
リ
カ
酪
農
技
術
概
観
」
(
『
畜
産
の
研
究
』
第
三
四
巻
第
一

O
、
一
二
号
、

一
九
八

O
年
)
な
ど
が
役
に
立
つ
。

F
M
L
O
司・

ω円
}
目
立
N

白
ロ
品
。
仲
}
お
】
つ
タ
白
色
、
.
民
同
-
w
-
M
-
ω
一ア

さ
r
n
Dロ
m
g
P
E
L
P
E
S
-
g
h
h
ミ
N
J
え
を
品

E
3
N
i
H
r
s
h
Hえ
を
旬
、
♂

20w
毛
-
P
3・

本
稿
の
脱
稿
後
、
専
修
大
学
の
森
宏
教
授
の
手
を
煩
わ
し
て
ニ
ュ

l
メ
キ
シ
コ
州
に
お
け
る
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
の
経
営
分
析
を
行
な
っ
て
い

(

3

)

 

(

4

)

 

(

5

)

 



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

七

る
資
料

Z
Z
豆
諸
一

8
ω
g
向。
C
E
4・
〉
官
庁
ロ

-Z『
曲
目
何
回
唱
え

5
0口同
ω
s
t
o
p
-
N
0
5
2
n
r
F官
同
昨
日
∞
w

同
町
内
包
き
き

.2
ミ
e
h
亀-官

hs.ミ
。
h
x
g
S
E
3
h
qミ
ど
ミ
足
、
さ
〉
町
内

Hh.2v
】
唱
由

M

を
入
手
し
た
。
こ
こ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
ど
7

イ
・
ロ
ッ
ト
は
、
乳
牛
飼
養

頭
数
規
模
が
九

O
O
頭
で
、
こ
れ
を
経
営
管
理
者
以
外
に
一
一
人
の
農
業
労
働
者
(
乳
牛
の
管
理
な
ど
二
人
、
搾
乳
五
人
、
飼
料
給
与
な
ど
四

人
)
で
飼
養
、
搾
乳
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
経
営
の
場
合
、
経
常
経
営
費
に
占
め
る
労
賃
費
用
の
劃
合
は
一
一
・
三
%
と
本
文
で
示
し
た
太
平

洋
岸
の
九
・
八
%
よ
り
若
干
高
く
、
一
方
、
飼
料
費
の
劃
合
は
七
二
・
六
%
と
太
平
洋
岸
地
域
の
場
合
よ
り
、
遂
に
や
や
低
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
経
営
費
構
成
は
太
平
洋
津
地
域
の
場
合
と
ほ
ぼ
近
似
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
こ
の
た
め
、
本
文
で
の
太
平
洋
岸
の
牛
乳
の
生

産
費
構
成
は
こ
の
メ
キ
シ
コ
州
の
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
経
営
内
容
を
有
す
る
と
想
定
で
き
る
。
た
だ
し
、
ニ
ュ

1
メ
キ
シ
コ

州
で
は
飼
料
価
格
が
相
対
的
に
割
高
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
で
の
乳
牛
一
一
旗
当
-
た
り
の
飼
料
費
は
一
九
八
二
年
に
一
回
二

九
ド
ル
と
本
文
の
太
平
洋
津
の
場
合
よ
り
も
さ
ら
に
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(

6

)

大
湖
諸
州
な
ど
に
比
べ
て
乳
牛
一
頭
当
た
り
の
資
本
支
出
費
が
低
い
の
は
、
農
業
機
械
関
連
の
支
出
と
同
時
に
、
と
く
に
畜
舎
に
関
連
す
る

支
出
が
小
さ
い
た
め
で
あ
る
。
注
(

5

)

で
紹
介
し
た
ニ
ュ

l
メ
キ
シ
コ
州
の
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
の
場
合
、
そ
の
畜
舎
は
コ
ラ
ル
型
と
い
わ
れ
る

簡
便
な
も
の
で
、
太
陽
光
線
を
遮
断
す
る
以
外
に
は
乳
牛
を
天
候
か
ら
保
護
す
る
抱
設
は
何
も
要
し
な
い
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
〈
、
降
雨

量
が
少
な
〈
、
冬
も
、
温
暖
な
ニ
ュ

1
メ
キ
シ
コ
の
気
象
条
件
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
こ
こ
で
の
乳
牛
一
一
娘
当
た
り
の
平
均
畜
舎
・

施
設
費
は
、
大
湖
諸
州
の
場
合
の
三
八
二
九
ド
ル
に
対
し
、
そ
の
三
分
の
一
以
下
の
一
一
王
四
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ

l
メ

キ
シ
コ
州
で
の

y
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
経
営
に
必
要
な
期
首
資
本
投
下
額
は
、
乳
牛
一
一
政
当
た
り
平
均
三
二
四
九
ド
ル
と
東
北
部
で
の
五

0
0
0
ド

ル
に
比
べ
る
と
相
当
に
割
安
と
な
っ
て
い
る

C
F
h
札

J

司・

3
0

な
お
、
太
平
洋
摩
地
域
の
場
合
、
資
本
支
出
費
の
な
か
で
は
乳
牛
に
関
す
る
費
用
が
全
国
の
場
ム
ロ
よ
り
も
四

0
4
Fも
割
高
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
家
族
的
酪
農
経
営
に
比
べ
、
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
で
は
泌
乳
量
の
増
大
に
よ
り
重
点
を
置
く
た
め
に
、
駄
牛
の
淘
汰
や
乳
牛
の
更
新
を

全
国
で
み
た
場
合
よ
り
も
さ
ら
に
迅
速
に
行
な
う
こ
と
、
泌
乳
量
の
大
き
い
乳
牛
を
そ
ろ
え
て
い
る
た
め
に
乳
牛
の
評
価
額
が
高
く
な
っ
て
い

る
こ
と
、
な
ど
に
よ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

(

7

)

も
ち
ろ
ん
、

γ
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
の
場
合
に
も
飼
料
の
自
給
に
重
点
を
置
こ
う
と
す
る
農
場
も
数
多
く
存
在
す
る
。
日
本
に
お
い
て
、
こ
う
し

た
大
規
模
酪
農
経
営
の
実
態
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
は
、
田
中
滋
久
「
ぼ
く
の
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
酪
農
実
習
記
」
(
『
酪
農
事

情
』
第
四
二
巻
第
九
号
、
昭
和
五
七
年
)
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
経
営
は
飼
料
の
自
給
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
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向

七
四

(

B

)

例
え
ば
、
一
九
八
二
年
に
乳
牛
一
頭
当
た
り
の
年
間
平
均
泌
乳
量
は
ア
メ
リ
カ
全
体
で
は
五
六

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
の
に
対
し
、
ヵ
リ

プ
ォ
ル
-
一

7
州
を
中
心
と
す
る
太
平
洋
津
地
域
で
は
六
九

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る

(
C∞
ロ
〉
w

開
岡
山

ω-u-a.、い官
P
邑

g』
伊
鳥
島
h
R
Q
-

t
c
、r
γ
向
曲
H
R
H
r
-
-
u
∞ωw
回
以
・
印
)
。

(

9

)

問
。
間

2
ω
己
目
。
可
保
安
r
o
F
N
M
S
k
t
H
E
R
bミ
宮

口

号

、

NW
ミ
h
n
h
h
u
C
E〈
・
口
町
〉
ユ

N
O
B
w
n
g宮
E
Z
O
M
W
H
Bロ
田
守
口

∞め同
4
-
n
m
w
-唱
吋
AU
・

(

ω

)

s

h

h

同J

司
・
む
・

(
日

)
ω
B
=
。
・
玄
民
同

-FnYR】

W
B
n
F
2
2
2
5
F
R
m
0・
ω
s
-
o
U
3円
三
口
問

h
F
S
E
2
2
r同
町
ロ

Z
5
2
2
2
5曲
目
。
宮
ロ
間
伶
3

・
百

い
草
当
九
町
民
話
~
巴
足
、
白
書
札
。
¥
h
h
w
h
E
N
H
足
、
丸
岡
町

S
S色町
h
w
J
1
0
F
小
0
・
z
c
-
P
E
Y
E
N
-
E日
-

(
ロ
)
た
だ
し
、
伝
統
的
な
酪
農
地
帯
に
お
け
る
経
営
類
型
と
の
対
比
で
は
、
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
で
も
、
雇
用
労
働
に
全
面
的
に
依
存
す
る
よ
う
な

資
本
家
的
な
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
経
営
方
式
と
い
う
よ
う
に
こ
こ
で
は
限
定
し
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。
家
族
経
営
で
も
乳
牛
の
飼
養
、
搾
乳
だ

け
に
特
化
す
る
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
は
充
分
、
想
定
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
ど
の
程
度
の
乳
牛
飼
養
頭
数
規
模
以
上
を
資
本
家
的
経

営
と
み
な
す
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
さ
き
の
ニ
ュ

1
メ
キ
シ
コ
州
の
事
例
で
は
乳
牛
飼
養
頭
数
、
九

O
O頭
で
一
二
人
の
農
業
従
事
者
を
必
要

と
し
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
単
純
計
算
す
る
と
飼
養
規
模
、
三

O
O
頭
で
最
低
、
四
人
の
農
業
従
事
者
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
三
の
同
で

は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
場
合
、
七
四
年
七

γ
サ

A

な
ど
か
ら
み
る
と
、
飼
養
頭
数
五

O
O頭
以
上
の
経
営
は
農
産
物
販
売
額
五

O
万
ド
ル

以
上
の
酪
農
場
に
含
ま
れ
、
販
売
額
五

O
万
ド
ル
以
上
の
農
場
は
資
本
家
的
経
営
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
乳
牛
の
飼
養
頭

数
三

O
O
t
五

O
O頭
以
上
の
規
模
に
な
れ
ば
、
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
の
場
合
、
家
族
農
場
の
域
を
越
え
た
資
本
家
的
あ
る
い
は
企
業
的
経
営
に

な
る
、
と
こ
こ
で
は
一
応
、
認
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

(
日
)
泊
三
r
(
U
C
口問司
m
m
ω
M
口
内
回
∞
め
出
回
目
。
P
。
、
.
円
h
h
w

匂
司
・
小
叫
・

(
川
)
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
立
大
学
、
農
学
部
普
及
所
が
ま
と
め
た
報
告
書
に
よ
る
と
、
今
後
の
同
州
に
お
け
る
酪
農
経
営
の
収
益
性
を
高
め
る
方

策
と
し
て
乳
牛
一
一
政
当
た
り
の
泌
乳
量
を
高
め
る
方
向
が
強
く
志
向
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
は
と
う
も
ろ
こ
し
と
大
豆
粕
、
と
く
に
後
者
の
給
与

量
の
増
大
が
提
案
さ
れ
て
い
る
ハ

m-
〉

-
F
5巳
口
同
除
。
号
。
H
P
司
N
h
g
ま
S
可
号
、
呂
町
ミ
号
、
ミ
定
防
長
叫
h
a
h
-
b
E
.、
句
。
5
8同
晶
君
同

』
出
生
向
島
町

3
5
F
5
3。

(
ぬ
)
大
湖
諸
州
や
東
北
部
の
伝
統
的
な
酪
農
地
帯
で
、
資
本
家
的
な
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
経
営
で
は
な
く
て
、
家
族
経
営
で
、
購
入
飼
料
に
全
面
的



に
依
存
し
、
乳
牛
の
飼
養
、
搾
乳
だ
け
に
特
化
す
る
経
営
方
式
が
、
今
後
、
発
展
す
る
可
能
性
は
存
在
す
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
可
能
性
を
検
討

す
る
場
合
に
は
、
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
は
大
規
模
経
営
に
よ
る
九
ケ

1
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
乳
牛
二
政
当
た
り
の
畜
舎
、
施
設
費
を
低
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
相
対
的
に
割
高
な
飼
料
費
の
経
営
面
で
の
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
相
殺
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

家
族
経
営
の
ま
ま
で
搾
乳
だ
け
に
特
化
す
る
と
、

Y
4フ
イ
・
ロ
ッ
ト
の
特
徴
で
あ
る
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
発
揮
に
よ
る
収
益
性
の
増

大
が
充
分
、
発
揮
で
き
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
た
め
、
伝
統
的
酪
農
地
帯
で
、
購
入
飼
料
に
全
面
的
に
依
存
し
、
乳
牛
の
飼
養
、
搾
乳
だ

け
に
特
化
す
る
家
族
的
酪
農
経
営
が
今
後
、
直
ち
に
発
展
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
も
っ
と
も
、
本
文
で
言
及
し
て
い
る
よ

5
に
、
現
在
の
飼

料
生
産
と
乳
牛
飼
養
を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
た
ま
ま
で
、
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
で
採
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
新
し
い
経
営
技
術
の
メ
リ
ッ
ト
、
例

え
ば
、
配
合
飼
料
の
改
善
に
よ
る
泌
乳
量
の
増
大
、
群
管
理
に
よ
る
省
力
化
、
な
ど
が
も
っ
主
広
〈
普
及
し
て
い
く
こ
と
は
、
充
分
、
考
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

(

M

山
)
議
会
で
の
証
言
に
よ
る
と
、
太
平
洋
岸
地
域
で
の
牛
乳
の
過
剰
生
産
が
東
部
北
の
酪
農
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
と
い
う
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五

お

わ

り

そ
の
結
果
と
し
て
の
需
給
動
向
を
考
察
し
、
そ
れ
を
前
提
に
し
た
う
え

で
ア
メ
リ
カ
の
酪
農
業
の
当
面
の
経
営
問
題
を
検
討
し
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
伝
統
的
に
酪
農
部
門
で
は
穀
作
部
門
と
並
ん
で
家

一
九
六

0
年
代
後
半
か
ら
と
く
に
進
展
し
て
い
る
酪
農
業
で
の
技
術
革
新
の
展

本
稿
で
は
、
ニ
で
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
・
価
格
お
よ
び
、

族
経
営
が
中
心
的
な
経
営
類
型
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

開
は
、
飼
料
作
と
乳
牛
飼
養
を
経
営
内
部
に
結
合
さ
せ
た
従
来
の
家
族
経
営
タ
イ
プ
に
対
し
、
乳
牛
飼
養
、
搾
乳
に
特
化
、
集
中
し
、

多
頭
飼
養
に
よ
る
最
大
限
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
す
る
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
的
大
規
模
酪
農
経
営
を
太
平
洋
岸
地
域
や
南
西
部
の

一
部
で
急
速
に
発
展
さ
せ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

七
五



な
る
と
さ
れ
る
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
の
経
済
内
部
で
、

さ
ら
に
生
産
性
を
高
め
う
る
技
術
的
、
経
営
的
条
件
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、

そ

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

七
六

そ
の
こ
と
を
通
し
て
酪
農
業
全
体
の
地
域
再
編
と
、
こ
う
し
た
地
域
再
編
を
通
じ
て
の
酪
農
場
の
階
層
分
解
、
経
営
分
化
と
が
生
み

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

い
ま
や
、

ア
メ
リ
カ
の
酪
農
業
は
零
細
な
経
営
、
が
急
速
に
淘
汰
さ
れ
る
も
と
で
、
資
本
家

的
経
営
と
家
族
経
営
と
に
二
極
分
化
の
度
合
を
強
め
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、
八

0
年
代
央
以
降
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動

向
を
み
る
場
合
に
は
、
資
本
家
的
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
経
営
が
伝
統
的
な
酪
農
地
帯
に
ま
で
普
及
、
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
、

ど
う

か
を
綿
密
に
検
討
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
に
な
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
四
の
同
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
伝
統
的
な
酪
農
地
帯
に
お
け
る
家
族
的
酪
農
経
営
で
あ
っ
て
も
、
先
進
的
な
経
営
技
術

を
導
入
し
て
生
産
性
の
上
昇
を
達
成
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
飼
料
の
自
給
、
労
働
力
の
利
用
面
で
安
定
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
な

ど
の
諸
要
因
に
よ
っ
て
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
が
伝
統
的
な
酪
農
地
帯
に
ま
で
普
及
、
発
展
す
る
可
能
性
は
少
な
い
と
し
た
。

し
か
し
、
ド

ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
と
家
族
的
酪
農
経
営
と
の
競
争
条
件
を
検
討
す
る
際
に
は
、
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
を
成
り
立
た
し
め
て
い
る
立
地
条
件
の

検
討
と
と
も
に
、
本
稿
で
は
充
分
つ
め
ら
れ
な
か
っ
た
両
者
そ
れ
ぞ
れ
の
乳
牛
飼
養
上
の
技
術
問
題
や
牛
乳
の
出
荷
問
題
な
ど
に
つ
い

て
、
も
っ
と
詳
細
な
検
討
が
当
然
、
必
要
と
な
ろ
う
。
な
か
で
も
一
定
の
飼
養
規
模
に
達
す
る
と
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
働
か
な
く

れ
は
何
で
あ
る
か
を
吟
味
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
以
降
、
急
激
な
技
術
革
新
を
遂
げ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
農
業
の
な
か

で
も
、
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
的
酪
農
経
営
こ
そ
規
模
の
経
済
性
の
論
理
を
追
求
す
る
，
ア
メ
リ
カ
型
農
業
経
首
d

の
典
型
例
と
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、

こ
う
し
た
経
営
方
式
の
追
求
が
八

0
年
代
初
頭
の
農
業
不
況
の
な
か
で
、
あ
る
程
度
、
曲
り
角
を
迎
え
つ
つ
あ
る
か
ら
で

も
あ
る
。

ま
た
、
大
淵
諸
洲
な
ど
の
家
族
的
酪
農
経
営
の
構
造
を
み
る
場
合
、
穀
作
と
の
複
合
経
営
、
乳
肉
複
合
経
営
と
も
有
機
的
連
聞
を
も



ち
な
が
ら
酪
農
経
営
が
展
開
さ
れ
て
い
る
点
に
も
注
意
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
家
族
的
酪
農
経
営
で
行
な
わ
れ
て
い

る
穀
作
と
の
複
合
経
営
、
乳
肉
複
合
経
営
は
酪
農
専
業
経
営
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
(
あ
る
い
は
デ
メ
リ
ッ
ト
)

を
有
し
て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
も
、
本
稿
で
は
論
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
伝
統
的
酪
農
地
帯
に
お
け
る
家
族
的
酪
農
経
営
の
今
後

の
存
立
条
件
を
探
る
う
え
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
も
う
一
点
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、

ア
メ
リ
カ
の
酪
農
業
の
経
営
問
題
に
と
っ
て
は
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
今
後
の
市
場
動
向

が
、
政
府
に
よ
る
将
来
の
酪
農
品
計
画
の
見
通
し
と
の
関
連
で
重
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
現
在
の
市
場
地
域
ご
と
の
乳
価
水

準
を
前
提
に
し
て
酪
農
場
聞
の
競
争
が
展
開
さ
れ
、
地
域
ご
と
の
農
場
開
の
生
産
性
格
差
が
温
存
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意

味
で
、
政
策
的
に
乳
価
が
ど
の
水
準
に
設
定
さ
れ
、

ま
た
、
今
後
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
基
調
の
な
か
で
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
市
場

価
格
が
ど
の
水
準
で
推
移
し
て
い
く
か
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
今
後
の
酪
農
業
の
経
営
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
前
提
条
件
と
な
る
。

と
ま
れ
、
企
業
的
大
規
模
経
営
と
家
族
農
場
的
な
経
営
方
式
と
の
対
抗
が
現
在
の
ア
メ
リ
カ
農
業
の
構
造
問
題
、
経
営
問
題
の
最
大

の
焦
点
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
酪
農
業
に
、
現
在
、
最
も
強
く
集
約
さ
れ
て
現
出
し
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

注
(

l

)

ド
ラ
イ
・
ロ

y
ト
の
場
合
、
乾
燥
地
、
温
暖
地
に
立
地
し
て
い
る
た
め
に
畜
舎
費
な
ど
が
割
安
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
言
及
し

た
。
こ
の
他
に
、
フ
ロ
リ
ダ
州
の
ド
ラ
イ
・
ロ

y
ト
が
飼
料
供
給
、
糞
尿
処
理
簡
で
柑
橘
作
と
の
地
域
結
合
の
も
と
に
成
り
立
ち
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
が
乾
燥
地
の
た
め
糞
尿
処
理
を
容
易
に
外
部
経
済
へ
転
化
で
き
る
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
な
立
地

条
件
上
の
メ
リ

y
ト
を
活
用
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
で
は
立
ち
入
れ
な
か
っ
た
が
、
糞
尿
処
理
・
利
用
、
お
よ
び
飼
料
供

給
の
点
で
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
が
ど
の
よ
う
な
固
有
の
立
地
条
件
を
生
か
し
て
い
る
か
の
検
討
も
重
要
で
あ
る
。

fヘ
研

究

員、、J

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

七
七
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要

旨
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
酪
農
業
の
動
向

健

沢

本
稿
で
は
、
牛
乳
、
乳
製
品
の
消
費
、
価
格
お
よ
び
需
給
問
題
な
ど
に

焦
点
を
あ
て
て
、
そ
の
市
場
動
向
を
ま
ず
考
察
し
た
。
品
目
別
の
乳
製
品

の
消
費
動
向
は
、
高
級
品
志
向
と
同
時
に
健
康
管
理
を
配
慮
す
る
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
食
生
活
の
あ
り
方
に
強
く
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
牛
乳
・

乳
製
品
の
消
費
は
全
体
と
し
て
は
六

0
年
代
ま
で
の
減
少
傾
向
に
対
し
、

七
0
年
代
以
降
、
停
滞
基
調
で
推
移
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
な

ど
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
七
七
年
農
業
法
の
も
と
で
牛
乳
の
支
持
価
格

水
準
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
牛
乳
の
生
産
が
刺
激
さ
れ
た
た
め
、
八

0
年
代
に
入
る
と
牛
弘
生
産
の
過
剰
が
顕
在
化
し
、
牛
乳
の
価
格
支
持
に

要
す
る
財
政
支
出
も
急
増
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
牛
乳
に
対
す
る
支
持

価
格
水
準
は
八
一
年
農
業
法
の
制
定
以
降
、
反
転
し
て
抑
制
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
こ
と
が
酪
農
業
の
経
営
動
向
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
酪
農
業
に
お
い
て
は
一
九
六

0
年
代
後
半
頃
か
ら
、

と
く
に
技
術
革
新
の
進
展
、
が
め
ざ
ま
し
く
、
七

0
年
代
の
酪
農
業
で
の
生

〔要

旨
〕

産
性
の
伸
び
は
す
べ
て
の
経
営
部
門
の
な
か
で
最
も
顕
著
で
あ
る
。
こ
う

し
た
事
実
を
背
景
に
三
で
は
、
飼
養
頭
数
、
販
売
額
階
層
別
に
酪
農
場
の

動
向
を
地
域
別
に
分
析
し
、
そ
の
結
果
、
大
湖
諸
州
や
東
北
部
な
ど
の
伝

統
的
な
酪
農
地
帯
で
の
飼
料
生
産
と
乳
牛
飼
養
と
を
経
営
内
部
に
結
合
さ

せ
た
家
族
経
営
に
た
い
し
、
乳
牛
飼
養
・
搾
乳
に
特
化
し
、
多
頭
飼
養
に

よ
る
最
大
限
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
す
る
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
的
大

規
模
酪
農
経
営
が
太
平
洋
岸
地
域
や
南
西
部
の
一
部
で
急
速
に
発
展
し
て

い
る
こ
と
、
そ
の
な
か
で
酪
農
業
の
地
域
再
編
と
酪
農
場
の
ド
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
階
層
分
解
や
経
営
分
化
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
明
ら

か
に
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
四
で
は
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
的
大
規
模
酪
農
経
営
が
家
族

酪
農
場
が
支
配
的
な
伝
統
的
酪
農
地
帯
に
ま
で
普
及
、
発
展
す
る
可
能
性

の
有
無
を
、
両
者
の
経
営
費
構
成
の
特
質
な
ど
を
考
慮
し
て
検
討
し
た
。

本
稿
で
は
、
伝
統
的
な
酪
農
地
帯
の
場
合
、
家
族
経
営
で
あ
っ
て
も
先
進

的
な
経
営
技
術
を
導
入
し
て
生
産
性
の
上
昇
を
達
成
し
て
い
る
こ
と
、
飼

料
の
自
給
体
制
の
点
で
、
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
に
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
弾
力
的

な
経
営
構
造
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
の
場
合
、
乾

燥
地
に
立
地
し
て
い
る
た
め
に
家
畜
の
糞
尿
処
理
費
を
外
部
経
済
に
容
易

に
転
化
で
き
る
と
い
う
有
利
な
立
地
条
件
の
も
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
こ
う
し
た
諸
要
因
に
よ
っ
て
、
ド
ラ
イ
・
ロ
ッ
ト
が
伝
統
的
な
酪

農
地
帯
に
ま
で
普
及
、
発
展
す
る
可
能
性
は
少
な
い
だ
ろ
う
、
と
の
一
応

一
八
七



，...... 

要

旨〕

の
結
論
を
出
し
て
い
る
。

食
料
品
小
売
業
の
構
造
分
析

回

キf

馨

食
生
活
の
飽
食
化
が
進
む
に
伴
い
、
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
情
報
化
社
会
の
到
来
は
生
活
パ
タ
ー
ン
の
変
化
を

招
来
し
よ
う
が
、
こ
の
と
き
食
生
活
の
パ
タ
ー
ン
も
変
貌
を
と
げ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
も
と
、
食
料
品
小
売
業
は
新

た
な
食
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
展
開
し
つ
つ
あ
る
。

将
来
の
推
移
を
展
望
す
る
こ
と
は
ひ
と
つ
の
重
要
な
課
題
だ
が
、
過
去

の
食
料
品
小
売
業
の
推
移
や
構
造
変
化
を
ト
レ
ー
ス
す
る
こ
と
が
そ
の
前

提
と
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
の
課
題
は
食
料
品
小
売
業

の
構
造
を
、
〔
I
〕
商
業
構
造
・
業
種
構
成
・
競
争
構
造
な
ど
の
側
面
に
捉

え
、
そ
の
推
移
を
数
量
的
に
ト
レ
ー
ス
す
る
こ
と
、
〔
E
〕
消
費
者
の
買
物

施
設
選
択
の
観
点
か
ら
整
理
す
る
こ
と
、
に
あ
る
。
〔
I
〕
の
分
析
に
際
し

で
は
商
業
統
計
デ
ー
タ
が
用
い
ら
れ
た
(
三
五

t
五
七
年
、
全
国
ベ

l
ス)。

〔
I
〕
に
関
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
諸
点
を
確
認
し
た
。
的
小
売
業
全
体

に
占
め
る
シ
ェ
ア
の
大
き
な
低
下
は
、
最
終
需
要
に
占
め
る
食
料
品
支
出

の
相
対
的
な
低
下
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
、
同
三
五
年
以
降
今
日

一
八
八

ま
で
の
構
造
変
化
は
大
型
化
・
省
カ
化
の
進
展
が
軸
で
あ
っ
た
こ
と
、
同

日
本
経
済
の
低
成
長
期
へ
の
移
行
に
伴
い
専
門
庖
化
・
小
型
化
で
の
対
応

が
非
食
料
品
小
売
業
で
目
立
つ
が
、
食
料
品
小
売
業
で
は
ま
だ
大
型
化
で

の
対
応
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
、
伺
食
品
ス
ー
パ
ー
の
成
長
は
他
業
種
専
門

底
の
凋
落
を
軒
並
み
招
い
た
こ
と
(
唯
一
の
例
外
は
料
理
品
小
売
業
)
、
同

た
だ
し
、
そ
の
様
態
な
品
目
に
よ
っ
て
異
な
り
、
商
品
特
性
の
も
つ
競
争

構
造
規
定
性
が
専
門
庖
凋
落
の
歯
止
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
川
門
と
は
言

え
、
今
後
と
も
食
品
ス
ー
パ
ー
の
成
長
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

〔
E
〕
に
関
し
て
は
、
的
行
動
規
範
と
し
て
買
物
コ
ス
ト
の
節
減
志
向
性

が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
、
帥
買
物
コ
ス
ト
の
中
味
は
消
費
者
の
生
活
体

系
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
費
者
の
生
活
者
と
し
て
の
理
解
が

今
日
特
に
重
要
な
こ
と
、
付
小
売
活
動
と
し
て
は
情
報
の
受
発
信
を
通
し

て
唐
錦
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
こ
と
が
戦
略
上
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

指
摘
し
た
。
最
後
に
、
予
想
さ
れ
る
市
場
変
化
を
(

i

)

食
の
家
計
外
生

産
化
、
(
一
日
)
食
品
メ
ー
カ
ー
・
食
品
問
屋
の
動
き
、
(
…
凶
)
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ

ア
の
三
視
点
か
ら
素
描
し
た
。

本
分
析
で
は
全
国
一
本
の
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
用
い
た
が
、
地
域
デ
l
タ

に
よ
る
検
討
が
ひ
と
つ
大
き
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
。
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